

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あのさ、俺たち────付き合わないか？」

　放課後、夕ゆう陽ひの差し込む教室の中で俺は、少女にそっぽを向いたまま切り出した。

　本当のところ、目を見る勇気はなかった。

　できるだけ軽く言ったつもりだったが、心臓はそんな思惑とは無関係に暴れまくっている。緊張のあまり、喉はから雑巾を絞ったみたいにカラカラだ。

　それから時間にして、十数秒程度経たった後だろうか。

　微かすかな逡しゆん巡じゆんを言外に忍ばせて、少女ははっきりと答えた。

「…………ごめん」

　その瞬間、ぐらり、と足下が揺らいだような感覚がした。

　ああ。終わった。

　完全に敗北した。

　今回、恋愛という戦いに、俺は完膚なきまでに敗れ去ったのだ。

　ご町内の皆様、無様な敗残兵がここに一人！

　……そんなことを脳内で叫びながら、心に受けたダメージでも誤ご魔ま化かそうとしたのだろうか、俺はついうっかり少女に尋ねてしまう。

「それは──俺の持ってる『恋愛ポイント』がゼロだからか？」

　少女は答えず、静かに俯うつむく。

　それだけで、肯定の意を汲くみ取とるのには充分だった。




　その時から今に至るまで、俺は呪い、恨み、僻ひがみ続けている。

　この世界の残酷なまでの格差を。

　この学校の生徒に強いられた悪魔のシステム──恋愛ポイントプログラムを。




　これは、喪失から始まる物語。

　喪失から、再生に至る物語。

　敗北から、逆襲に至る物語。

　自縛から、解放に至る物語。




　そして、俺たちのような全ての負け組に捧ささげる、ささやかなプレゼントだ。
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　高校二年に上がったばかりの春。

　俺は桜の舞い散る通り道を、切り裂くようにずんずんと進んでいく。

　通学路を校舎へと向かう俺の足を動かす原動力は、怒りだった。

「……どいつもこいつも……」

　イチャイチャ、イチャイチャ。

　早足で歩く俺の目に映るのは、登校時間中だというのに人目も憚はばからず身体からだを寄せ合うバカップルの群れ。十人居るとすれば、そのうちの八人ほどが（四組の）バカップルで構成されているのではないだろうか。

　ちなみにこの高校は、はっきり言って男女ともに見目が良い人間が揃そろっている……というわけでは無い。

　それでも、この学校に来れば、９割の人間に恋人ができるのだ。

　その理由といえば、ただ一つしかない。




　この首都圏にある共学の私立高・那な須す川かわ高校が──あるシステムによってもたらされた『恋愛ボーナスステージ』状態にあったからだ。




　ちなみに、俺がバカップルと呼ぶ連中のイチャつきようはだいたいこんな感じ。

「ねえ、ひろくん、今日の分のちゅーしてぇ」

　女が、甘ったるく粘り気の強い猫なで声を出す。それを受けて男も、人目を憚はばかることなく、素直に応じる。

「またかよぉ……甘えん坊のサンタクロースさんだなあ、理り子こっちは」

　そんな会話を経てからすぐ、艶なまめかしい吐息と、唇を合わせる水音が聞こえてくる。




　ああ。

　公衆の面前でまたやってやがる、畜生どもが。

　そして、バカップルたちは唇を接触させたまま、おもむろにスマホを取り出し、キスシーンを自撮りし始める。

　カシャリ、という音が俺の耳にまで聞こえた。

「よーし、今日の分もいい写真が撮れたな。生徒会に送信しようぜ。ポイントゲット～」

「ねえひろくん、今月のランキング、どれぐらいになるかな？」

「そうそう順位は変わらねえだろ。周りのみんなもラブラブなんだからさ。ここはラブがラブしてごっつんこな高校なんだよ、お・ば・か・さん」

　コツンと男が女の頭を小突くと、女は舌を出して頭を掻かいた。

「あは、そうだったあ。作り過ぎちゃったカレーみたいに幸せのおすそわけ、みんなでしあってるんだもんねえ。ひろくんすきすきぃ、ちゅっちゅ」




　その光景を見ながら俺は小さく舌打ちをする。

　くっっっっっっだらねえ！

　なにが幸せのおすそわけだ、そんな暇があったらズボンの裾上げでもしてろ！

　そんな俺のイライラを無視して、バカップルどもはまたチュッチュとラブ製造行為をおっぱじめる。

　しかも、天下の往来のど真ん中を占拠して。

　止めどないイライラを抱え、俺はわざとバカップルの真ん中を突っ切るように早足で通り過ぎる。

　──どん。その衝撃にカップルも少しは驚いたようだった。

「きゃっ！　なによもう、あいつ……」

「気にしなくていいよ。ポイントゼロの負け組だろ。僕たちに嫉妬してるのさ」

　ああ、そうだ。この学校で【カップルのイチャつき】はポイントを稼ぐための正当な行為だ。わかってる。文句をつける俺の方こそ異端なのだ。

　だが──俺はそれでも主張したい。

　勝ち組の下には、必ず負け組がいる。

　だから、たとえ天や生徒会が許そうが、バカップルは悪あしき格差社会の象徴であり、社会における不平等の顕示行為なのだ！

「……クソッ。やはり革命か？　革命しかないのか？」

　近頃の俺の趣味はといえば、いかにして法に触れない範囲でバカップル連中にダメージを与えるかを考える空想行為だった。

　例えば、恋愛ムードをぶち壊すために、校庭に１００メートルおきにカーネルおじさんを配置して、なんかに監視されてるディストピア感を出すとか。ひしゃくで道に煮込みうどんをぶちまけて味み噌そ臭い雰囲気を出すとか。

　そう、この学校は今や、恋愛的格差社会の縮図。

「持っている」人間が何も持っていない人間に周回差を付けて勝つように、既にモテている連中がさらに少数の愛を独占する社会になりつつある。

　だから、今日も俺はその光景を横目に呪じゆ詛そを呟つぶやき続けるのだ。

　いつか、メガトン級の一発逆転が起こらないかと夢見ながら。

　この、恋愛ボーナスステージ高校の中で、俺は完膚なきまでに『負け組』に属する人間だった。





　　　　＊　　＊　　＊






　と、俺がそんな風にルサンチマンをこじらせていると──

「おい、玲れい司じ！　築つき島しま玲司！」

「……あ？」

　突然自分を呼び止める声が背後から聞こえてきた。振ふり返かえると、クラスメイトの関せき口ぐちがこちらに向かって早足で歩いてきていた。

「はあ、はあ……おはよう、玲司！」

　関口は俺の目の前で息を切らして止まる。

「ああ、おはよう関口」

　今挨拶を交わしたこいつの名前は関口武たけし。俺が２年生に上がったこの春、初めて同じクラスになり、まだ三週間ぐらいの付き合いだが、意外と馬が合ってよくつるんでいるクラスメイトだ。

　関口は──いいやつだが、いわゆる「陰キャ」だ。

　ただでさえ高くない身長をさらに低く見せる猫背に、鬼太郎チックに片目を隠した前髪がさらに陰鬱な印象を醸し出している。漫画なら常に背後に黒い網掛けが浮いていそうな佇たたずまいだ。よく見ると、首にはご丁寧にヘッドホンがかかっている。さっきまで音楽でも聞きながら登校していたのだろうか。

「なあ関せき口ぐち、今日も最悪な朝だな。勝ち組の連中、相も変わらずイチャイチャしやがってよ」

　俺はイライラを隠さずに吐き捨てて、早足で歩きだす。

「おーい玲れい司じ、ちょっと待てって！　せっかくだからのんびり話でもしながら行こうぜ！」

「お前と話をするのはいいが、急がないというのには賛同できないな。なぜなら、一秒でも長く校庭にいたらその分バカップルどもの囀さえずる声を耳に入れることになるからだ。なぜわざわざそんな心がささくれ立つことをしなければいけない？　俺は、自分で自分を傷付ける趣味はない！」

　俺は、クシャナ殿下のように、校庭中の人間を片手で薙なぎ払はらう仕草をしながら吐き捨てた。

「大げさだなあ……気持ちはわからないでもないけど」

　関口も、俺ほどではないが属するカテゴリは【非モテ】の【負け組】であり、その点でも俺たちは傷を慰め合うことが多く気が合っていた。

「……バカップルの声が聞きたくないってなら、ほら、僕みたいにヘッドホンでもつけて登校すればいいんだよ」

　関口は、自分が首に巻いていたヘッドホンを、俺にひけらかすように指差す。

「なるほど、雑音を聞かないで済むようにか……それはいい考えだな」

「ふふーん。でしょ？」

　そこで俺の頭にふと疑問が浮かぶ。陰キャを絵に描いたようなこいつ、どういう音楽を聴くんだろう？　アニソン？　洋楽？

「なあ、関口、お前どんな音楽を聴いてるんだ？　少し借りるぞ」

「あっ」

　俺は、流れるような仕草で関口が首に巻いていたヘッドホンをするりと拝借して、それを耳に当てる。すると、やつが今まで聴いていたコンテンツが俺の鼓膜にも伝わり、流れてきた──

「あん……あんっ、あん……いっくううううう！」

　俺は関口のヘッドホンを路上に投げ捨てた。

「ＡＶの音声じゃねえか！」

　関口は恥じらうようにそのヘッドホンをそそくさと拾い上げる。

「か、勝手に聴くなよお……」

「何聴きながら登校してるんだよ！　もうちょっとまともな音楽を聴けよ！」

　俺が憤ると、関せき口ぐちは息を荒くしながら言う。

「いやあ、でもこれがさあ、校庭にたむろするバカップルを眺めながら聴くと、ビフォーアフターみたいで結構テンション上がるんだよね」

「ゲスいな……」

　そして、俺は大きく溜ため息いきを吐ついた。

「クソ……俺たちは何もかも惨めだ……なぜ、この世には格差なんてものが存在する？　それもこれも、生徒会が作った例のクソポイントのせいだ……」

「まあ、それは否めないよね」




　──さて。ここでこの学校に恋愛ボーナスステージをもたらしている元凶である『例のポイントプログラム』について説明しよう。

　正式名称は、『恋愛ポイントプログラム』（LPP＝Love Point Program）。付与されるポイントの名前は【ＬＰラブポイント】。

　うちの生徒会が独自に去年から始めた、学生に対する恋愛推奨プログラムだ。

　なんでも、生徒会長が少子化対策のためにという名目で発案して、うまくいったら文科省に推薦しようと思っているらしく、教師陣も黙認している。

　ＬＰＰ、その最大の特徴は──「高校生らしい【正しい恋愛】を行った者に、その恋愛活動を評価してポイントとして還元する」というシステムだった。

　つまり、この高校では、恋人を作って、健全な恋愛をしている過程を生徒会に報告すれば、生徒会からポイントがもらえて色々お得なことがある、ということ。

　要項を以下に抜粋して掲載しよう。




　恋愛ポイントプログラムＬＰＰ要項（抜粋）

　・基礎恋愛ポイント：男女交際期間一日につき、１００００ＬＰを獲得。（都度、生徒会に『健全な』交際進捗を報告したりすることで、プラスでポイントが加算されていく。その他、学内行事等でも加算あり）

　・二股行為や、性行為などの学生に相応ふさわしくない「不純異性交遊」が発覚した場合、交際日数に応じたマイナスポイントがペナルティとして付加される。

　・所有しているＬＰ残高や、校内ランキングなどは、アプリまたはスマートフォン用サイトにてリアルタイムで確認可能。




　──と、仕組みをおおまかに言えば、こんな感じだ。

　目安として交際二ヶ月以上での手つなぎで１０００ＬＰ、交際六ヶ月以上でのキスで５０００ＬＰとか言われているが、その辺りの細かいポイント加算は生徒会が決めているので俺は把握していない。

　そして校内での恋愛ポイントランキングが上がれば、大学推薦の獲得、購買部での割引販売など様々なメリットがある上に、実際にそのランキングが校内ヒエラルキーにも反映されている。

　つまり、さっきのバカップルがキスシーンをアップロードしていたのも、ポイント稼ぎの一環というわけ。




　ちなみに、このプログラムは俺が入学した年──一年前の春にちょうど導入が始まった。

　入学式の場で、生徒会長から新しく始まるプログラムの概要を聞かされた俺たちは真っ先にこう思ったものだ。

『マジかよ！　恋愛したらポイントが貯たまるってことは、この学校にいたら恋人作るの超イージーモードじゃん！』

　そう思ったのは俺だけではなかった。案の定、その話題になった瞬間から男子はそわそわし始め、女子も手鏡で髪を直し始めた。

　その予想は実際、当たっていた。高校生に対して恋愛を推奨するなんて、猿にバナナ食べ放題権を与えるようなものだ。翌日から、うちの学校は９割がカップルで溢あふれるようになった。『ポイントがつくなら、とりあえず恋人でも作っておくか』の精神である。

　だが──誰もが素直にシステムの恩恵を受けられるわけではない。その恩恵に与あずかれない人間も、僅かながら存在した。

　もちろん、俺のような人種のことである。

　最初の一週間でなんとなくぼんやりしてて出遅れ、そこからは気付けば『既にポイントを持っている者』ばかりモテるようになり、俺と世間との格差は広がるばかり。

　もう取り返しがつかないくらい、俺はこの学校で負け組だった。

　そこからは誰に告白しても、乗り換える気はないだの、先約済みだの。

　実は、かくいう昨日も隣のクラスの女子に告白して、無残にフラれたばかりだった。

「そういえば、玲れい司じ、聞いたよ。またフラれたんだって？」

「……早いな、情報が」

　関せき口ぐちは、俺の顔を覗のぞき込こんでくる。

「ほうほう……真実だったか……ちなみに何連敗？　これで」

　関口は胸元からペンと手帳を取り出してメモを取る態勢を整える。

「なんでそんなことお前に教えなきゃいけないんだよ！」

「いやあ、一つ頼むよ。情報は新聞部の命だからね！」

　そう、関口は校内でのみ流通している、学校新聞の編集部員なのだった。このようなシステムがある学校では、ＬＰ獲得キャンペーンなどの情報が重要なため、新聞部の権力が割合に強い。もっとも、その中でも関せき口ぐちは下っ端のようだったが。

　俺は観念して、忌々しい連敗記録を口に出す。

「……昨日の告白失敗で、十一連敗だ」

「十一連敗！」

　関口は、ほう、とかふむ、とか言いながら、せせこましくペンを走らせる。

「……90パーセント告白に成功する学校で十一連敗するレジェンド！　確率を裏切る男！　……って見出しで、オカルト面の記事にしてもいい？」

「ふざけんな！　確率はあくまで確率だろうが！」

　関口が誤った認識をしているので俺ははっきり言ってやることにする。

「だいたいお前は確率論を勘違いしている。例えば、１パーセントの確率でＳＳＲが出るソシャゲのガチャを１００回引いた時に、当たる確率は何パーセントだと思う？」

「１パーセントを１００回？　理論的には１００パーセントの確率で当たるんじゃないの？」

「違う！　１パーセントのガチャを１００回引いた時に、ＳＳＲが出る確率は約63パーセントにしかならないんだ！　１００パーセントが期待できるのは、くじの総数が減っていく時だけだ」

　これが、確率の罠わなである。覚えておくとちょっとは人生の役に立つ。

　そんな俺の説明に、関口は指折り数えながら首を捻ひねった。

「……ええ？　なんか納得できないなあ。それに、その例えなら校内の女子の総数は決まってるんだから、一年間告白し続けるとしたら後者の条件に近くならない？」

「ぐっ……痛いとこ突きやがって……。だいたいお前だって自慢できるほどＬＰ持ちじゃねえだろうが……。とにかく、確率的にはそうおかしくもないんだから俺を羽は生ぶ永世七冠やフェデラークラスのレジェンド扱いするのはやめてくれ。いいな」

「まあ仕方ないね。でも、玲れい司じはさすがに頭が回るね～」

「……それが何一つモテにはつながらないけどな」

　自分で言うのもなんだが、何かと悪知恵の働くタイプではあると思っているのだ。もっとも、確固たる格差の前では何の役にも立たないが。

「……はあ。でも、そんな玲司もこのボーナスステージ相場でそこまでフラれ続けるかあ。ほんと、一回負け組になったらとことん負け組から抜け出せないんだね、僕らって」

「俺たちじゃなくてこの世界に見る目がないだけだ。だいたい、その悪あしき象徴があれだ！　見ろ！」

　俺は大声で激高しながら、校庭の一点、細い通り道の先にある校舎前広場を指差す。

　オーライ、オーライ、なんて工事現場作業員の声が聞こえる。

　そこには、まさに鉄骨でできたステージのようなものがクレーンで搬入され、組み上げられているところだった。

　その建築中の看板には、ポップなフォントでこう書かれてある。




『ラヴァーズ・フェスティバル』ステージ設置予定地




「おお、今年のラヴァフェスもずいぶんステージが組み上がってきたね」

「粉砕。中止だ中止！」

「ＡＫＩＲＡの東京オリンピックに対する反応かよ……」

『ラヴァーズ・フェスティバル』。

　それは、独自のＬＰプログラムを有するうちの生徒会が、自分たちの活動を外部に知らしめるために行う外向けの学園祭のようなもので、今から二週間ほど先に行われることになっていた。

　内容は主に、恋愛ポイントを多く稼いだ生徒の表彰式や、二人羽織や告白大会など、カップルが愛を深めるためのイベント目白押し。一部の生徒たちからは名称がダサいという声もあったが、生徒会はその程度で名称を変更するようなタマではなかった。

　そして──勿もち論ろん、俺には関係がないイベントだった。

　だいたい、そういう差別の象徴みたいな式典を行うせいで、格差がますます確固たるものになっていくのだ。

「まあ、いいじゃん。そろそろ教室に行こうよ、玲れい司じ」

「……ああ、そうだな。結局無駄に長居してしまった。話に集中してバカップルの囀さえずりを聞かなくて済んだのは良かったが」

　と、俺が関せき口ぐちに促され再び歩きだそうとした時──

　俺の耳は、微かすかな音量で奇妙な呻うめき声ごえを捉えた。

「にゃー……」

「……ん？」

　一瞬、猫の鳴き声かと思った。だが、どこか違和感がある。俺が立ち止まって、耳をそばだてていると──

「にゃすけて～……」

　通り道の脇にある茂みの中から、今度はさっきよりもはっきり聞こえてきた。間違いなく助けを求める人の声だ。

「どうしたのさ、玲司ー！　遅れるよ！」

　気が付くと、関口はもう数歩先から振ふり返かえって俺を呼んでいる。

「待て関口、今変な声が……」

「……にゃすけてくださーい……」

　まただ。悲痛な助けを求める声がどこからか聞こえてきた。これはただ事ではない。

「助けを求める声がどこからか聞こえてくるんだ」

「……幻聴じゃない？　あ、もしくは僕のヘッドホンからＡＶの音声が漏れちゃったとか？　今すっごい喘あえいでるみたいだからさあ」

　関せき口ぐちは意に介していない様子だ。だが、俺には聞こえたのだ。聞こえてしまったら、気にならざるを得ない。

「……ちょっとお前は先に行っててくれ。俺はこの付近の様子を見てから行く」

「そう？　じゃあ僕は先に行くけど──遅刻しないでよー」

　そんなことを言いながら関口は薄情に、すたすたと立ち去る。助け合いの精神を持ち合わせない男だ。

　一方俺は、先ほど声が聞こえた気がした方角、道の脇にある草むらの中へと足を向けた。

「この辺だったよな……」

　そう呟つぶやきながら、胸ぐらいの高さの常緑樹を掻かき分わけて、緑の中を進んでいく。すると、すぐに視界の開けた場所に出た。

　その瞬間、俺は目を疑った。

　そこには──直径１メートルはあろうかという、白黒茶のまだら模様の毛玉の塊が、もそもそと動いていた。

「うわっ……!?」

　あまりに奇妙な生命体との遭遇に俺はおののき、思わず悲鳴を上げてしまう。

　巨大な毛玉は、色の散らばった毛並みをもそもそ、もふもふ、と揺れ動かしている。まるで目の前にまりもの妖怪が現れたようだ。それとも俺、気が付いたら宮崎アニメの世界にでも迷い込んでいたのか？　などと考えていると──

「た、助けてくださ～い……」

　中からはっきり声が聞こえて、気が付いた。

　今まで巨大な毛玉の塊だと思っていたそれは、一箇所に五十匹ほどの猫が密集している状態だったのだ。

「……猫が集まって丸くなってんのか。塊かたまり魂だましいみたいだな」

　俺がその物体に近づくと、猫の塊の中からさらに悲痛な声が聞こえてきた。閉じ込められて身動きが取れないのだろう。

「たす……けて……」

「あー……大丈夫ですか？」

　俺が声をかけると、毛玉の中の声は喜びと希望に満ちたトーンに変わり、俺に必死で懇願してくる。

「わっ！　ひ、人だっ！　お、お願いしまふ……ね、猫さんをどかしてください……！　あ、でも乱暴にすると可哀かわい想そうなので……優しくどかしてください……ストレスを与えないように……」

　この期に及んで難しい注文だった。というかこの状況で自分より猫の心配をするのか。

「優しくどかすったって……どうやりゃいいんだよ」

「う、歌って踊ってみるとか……」

　意味がわからない。俺は仕方なく、そこら辺に落ちている葉のついた枝を拾うと、Ｙシャツの間から背中に差し、熱に浮かされたように踊り始めた。何かわけのわからない生き物がここにいると猫に誤認させる作戦だ。

「にゃ！　にゃんこらふ！　にゃんこらせ！」

　アレンジを加えながら歌い踊っていると楽しくなってきた。

　するといつの間にか、猫たちがこちらを振ふり返かえっており……可哀想なものを見る目で俺のことを見つめていた。

「な、なんだよお前ら！　元はといえばお前らがどかないからだろ！」

　俺が怒鳴ると猫たちは散り散りになり、たたたーっと走り去っていった。なんとなく、人間という種を代表して負けた気分だ。くそっ、なんで俺がこんな恥ずかしい思いを……。

　それから、猫たちが去ると同時に巻き上がった土つち埃ぼこりと猫の毛が静かに落ち着き、人の姿が浮かび上がってきて──

「ふえええ、助かりましたあああ」

　そこには、安心したような口調でほっと息を吐く、この学校の生徒と思われる女子が座り込んでいた。

　艶つややかな栗くり色いろをしたボブカットの髪が肩口で揃そろえられていて、側頭部は少しハネ気味で活発な印象を抱かせる。

　あんな状況だったと言うのに穏やかな表情を浮かべている顔は、目、鼻、口と小動物のようなサイズで統一されており、人形のように可愛かわいらしい。が、ボディラインは意外とふくよかというか、胸部などにはそこそこのサイズもあり、女性的な一面も強く想起させる。端的に言えば、結構可愛い女の子がそこに現れたのであった。

　猫に囓かじられたりしていたのか、所々制服がほつれてボロボロになっており、正直、若干……いや、だいぶエロいことになっている。

　その少女とパッと眼めが合うと──

「あれ、どうされたんですか、背中に差したその枝……？　あは、あはは！　面白い方ですね！」

　朗らかに笑い出しやがった。

「お前がやらせたんだろ！」

　俺は、ぺしーん、と背中に差していた枝を地面に叩たたき付つけた。

「……それより怪け我がはないか」

　俺はボロボロの少女に向けてそっと手を差し伸べる。

「あっ、はい、怪我はぜんぜん……。助けていただいて、ありがとうございました！」

　笑いながら少女はそっと俺の手を取って立ち上がる。小さくて柔らかな手と、温かな体温が伝わり、少しだけ俺の心拍数は上がる。少女は、自分の身体からだをぱたぱたとはたいて猫の毛を落とすと──

「……ふう。もうばっちばちのばっちりです」

　のほほんとした語彙で、強がりにしか思えない宣言をした。

「そもそもお前、なんで猫に襲われてたんだよ」

「えへへ、それはわたし、猫さんが好きなので！　通りがかりにみかけたので、撫なでて、ごはんをあげようとしてたら、なんだかたくさん集まってきて……たぶんわたし、捕食されようとしてたと思うんですよねー。わたしのんびりしてるんで、たまにそういうことあるんです！」

　さらりとえぐいこと言うなこの子。この現代日本で、しょっちゅう猫に捕食されかけてる少女がどれぐらいいるんだよ。

「でも、ほんとうに助かりました！　あ、申し遅れました、わたし、今日この学校に転校してきた、二年生の小お倉ぐら乃の々の香かと申します！」

　乃々香はまるで、太陽が咲いたみたいに微笑ほほえんだ。さっきは、結構可愛かわいい女の子と言ったが……訂正する。間近で見るとめちゃめちゃ可愛い女の子だった。というか、二年生だったら俺と同学年に当たるわけだ。

「……築つき島しま玲れい司じだ」

　俺は少しだけどぎまぎしながら自己紹介する。

「玲司さん！　改めまして、どうもありがとうございましたっ！」

　こう正面を切って名前を呼ばれると気恥ずかしくなる。

「……しかし、もうすぐＨＲホームルームが始まるが、行かないと遅刻になるぞ？」

「あ、そ、そ、そうでした！　わわわ、転校初日だから早く行くように先生に言われてたのに……」

　乃々香は頭を抱えると、ふと我に返ったように俺に問いかけた。

「……あの、ところでつかぬことをお伺いしますが……校舎はどちらでしょうか？」

「……はあ。それすらわかってないのか。案内するからついてきてくれ」

「はい！　ありがとうございます！」

　乃々香は嬉うれしそうにぴょんぴょん飛び跳ねて俺の後をついてくるのだった。
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　かくして、俺たちは草むらの中から、校舎へ向かう通り道へと復帰した。

　精一杯の早足でしばらく歩くと、遅刻分も取り戻せたようで、周りにバカップルの姿が少しずつ戻ってきた。

　背後では、俺の広い歩幅に対して差が付く度に乃の々の香かが小走りで追いかけてくる。なんだか、カルガモの子供みたいだな。微笑ほほえましいというか、なんというか。

　そんな乃々香は、時々こちらをちらちら見ながら、何かを尋ねたそうにもじもじしていた。

「……なんだよ、さっきからもじもじと。何か言いたいことがあるのか？」

　俺はぶっきらぼうに尋ねた。

「あ、あの、つかぬことをお伺いしますが、玲れい司じさんはこの学校の何年何組なんでしょうか……？」

「……二年一組だよ」

　俺が答えた瞬間、乃々香の顔がぱあっと明るくなる。

「わあ、玲司さんも二年生だったんですね！　わたし、転校するクラスはこの後職員室で聞く予定なんですけど……一緒のクラスになれたら嬉うれしいですねっ！」

「ああ。そうだな」

　そして、乃々香はまた周りをきょろきょろ見回すと、神妙な顔で俺の耳元にそっと口を寄せてくる。

「ところで、あの、玲司さん……この学校……ずいぶん、カップルさんが多いというか……少し、多すぎませんか？　今、恋愛ドラマか何か流は行やってるんですかね？」

「……クソみたいなポイントプログラムのせいだよ」

　俺は忌々しげに答える。

「ポイント……？　それは……どういう……」

「この学校ではな。正しい恋愛をするとポイントが貯たまっていくんだ。だからみんなポイント目当てで恋人と付き合ってるんだ」

「……正しい……恋愛？」

　乃々香は、俺の言葉を、不思議そうに反はん芻すうした。

「まあ、職員室に行けばすぐに説明がある。嫌でもじきわかるさ」

　そんな会話をする俺たちの頭上を、のどかに鳥が通過していった。
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　昇降口で何度も頭を下げる乃々香と別れて、俺は二階にある自分の教室に辿たどり着ついた。そして教室の扉をくぐり、自席に向かう。教室後方、窓から二番目の特等席。そこに鞄かばんを下ろしてやっと一息つけた。現在俺の隣は空席になっているため、誰に気兼ねすることもなく気楽なものだ。

「……ふう」

　教室の中央付近には関せき口ぐちも既に着席していた。こっちは色々大変だったとも知らずに。目でウインクを送ってきたので親指を（下に）立てて返答してやる。

　それにしても、まだ二年生になって三週間程度だが、隣に誰もいないこの席と、そこから見える景色にも随分慣れたものだ。ぽっかりと開いた空を見ていると、ほんの少しだけ、自分が負け組だということを忘れさせてくれる。といっても、空以外には汚いコンクリートの町並みぐらいしか見えないのだが。

　そして、話し相手がいないということは、誰にも見下されずに済むということで、俺には逆にありがたくもあった。

　こうして今日もまた、退屈な授業ばかりの憂鬱な一日が始まる。

　私は貝になりたい、なんて映画が昔あったが、この学校での俺の心境もまさにそんな感じだった。

　増えない恋愛ポイントとバカップルを憎みながら毎日舌打ちをして、時々関口に愚痴りながら卒業までやり過ごす。ずっと負け組のままで。

　それは楽なような、寂しいような。歪いびつな青春だよな。

　……そう思っていると、いつもより少し遅いタイミングで担任の田た塚づか先生が入ってきた。田塚先生はがっしりした体型の、どこにでもいそうな堅物の中年男性である。その後ろには、見慣れない──というかさっきまで一緒だった非常に見覚えのある人物がぴょこぴょことついてきていた。小お倉ぐら乃の々の香かだ。

　俺がぼけーっとそれを見ていると、田塚先生は静かに切り出した。

「あー、今日はみんなに転校生を紹介しよう」

　田塚先生に促され、乃々香が一歩前に出て、自己紹介をする。

「みなさん、はじめまして！　転校生の小倉乃々香と申します！」

　そこで乃々香は教室を見回し、俺の姿に気付いた。眼めが合った。その瞬間、気持ち悪いぐらいにやけた笑顔で、俺の方角に向けて小さく手を振ってきた。

「小倉さん、それじゃあ空いてる席のどこかに座ってもらおうか。今空いてるのは、そこか、あそこか──」

　と田塚先生が俺の席の隣を指差した瞬間。

「はい、あそこがいいですっ！」

　食い気味で乃々香が俺の隣を指定した。

　そして、乃々香は荷物を身体からだの前に抱え、にこにことしながら、ぺたぺたと上履きを響かせ、俺の隣にやってきた。

「……えへへ～。玲れい司じさん、本当に同じクラスになれましたね～。わたし、すっごく嬉うれしいです！　これからよろしくお願いします！」

　乃の々の香かは笑いながら俺に恭しく頭を下げた。鈴の鳴るような高い声に、朗らかな笑顔、ふんわりとした口調。

「お、おう……」

　まさか本当にこういう展開になるとは。

　なんで負け組のやつがこんな可愛かわいい子と知り合いなんだよ、というような周囲の疑問の視線と、男子生徒からは殺意が俺に集中しているのがわかる。

「……ふう。やっと落ち着きましたぁ」

　そして、腰を下ろした乃々香が、栗くり色いろの髪を前から後ろに掻かき上あげる。窓から吹く風に吹かれて、ぱたぱたと毛先が遊んだ。白い肌にすらりと伸びた鼻筋を、髪先が軽くなぞっていく。

「…………」

「どうかしましたか？　玲司さん」

「はっ」

　うっかりしていた。つい、乃々香の顔に見とれてしまっていたのだ。なんて正直に答えられるわけもなかった。

[image: ]

「い、いや、今日は空が綺き麗れいだと思ってな」

　俺は慌てて誤ご魔ま化かした。

　乃の々の香かはにっこり、と満面の笑みと紅潮した顔をこちらに向ける。

「はい！　これから毎日この景色を眺められるんですね！　楽しみです！」

　そうか。これから毎日、空を眺める度に乃々香の顔を眺めることになるのか。

　いずれ乃々香もポイントを稼ぐために誰かと付き合い始めて、俺のことなど歯牙にも掛けなくなってしまうんだろうが──それまでは、この席も悪くないな。

　そんなことを思ったのだった。
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　最初の授業が終わった後の、10分休みのことだった。

　健康な学生には10分たりとも惜しいため、机にでも俯うつぶして寝ようと考えた瞬間──乃々香が、ちょんちょん、と俺の背中をつついて話しかけてきた。

「あ、あの、玲れい司じさん、玲司さん？　お願いがあるんですけど……」

「……どうした」

　仮眠を諦めて身を起こし、俺は乃々香と向き合う。

「えっとその、厚かましいお願いなんですが……わたし、転校したばかりでまだこの学校のことよくわからないので、もしよければ今日の放課後とかに、学校の内外を案内してもらえませんか……？」

「え？　それは……まあ、どうせ暇だからいいが……俺でいいのか？」

「本当ですか!?　やった！」

　乃々香は可愛かわいらしく両手を広げて喜んで見せた。

「でも、本当に良かったです！　玲司さんに案内してもらえるなら、百人力です！」

「……買いかぶりすぎだ」

「またまたあ、今朝とか猫さんたちより強かったじゃないですかあ」

「そりゃ素の状態で猫に捕食されそうになる人間はお前ぐらいだからな……」

　……というか、自分で言うのもなんだが、短時間でずいぶん乃々香に懐かれてないか？

　これ、もしかしてフラグが立ってるのか？

　……と、そんな発想に至りそうになる度に、俺の頭の中で警報が発せられる。

　──彼女は転校したばかりで友達がいなくて、お前は一時的に頼られてるだけだ。過剰に期待するのはやめておけ。どうせ傷付くだけだぞ。

　……サンキュー俺警報。わかってるよ、そんなことは。

　そう、傷付くぐらいなら最初から期待しない方がいい。だから、俺は乃の々の香かに向き直ると──改めてアドバイスをすることにする。

「なあ、乃々香」

「はい？」

「俺が案内するのは別に構わないんだが、たぶんお前ならすぐに案内してくれる男子が現れると思うぞ」

「……えっ？」

　そう、この学校において、『フリー』（交際相手なし）という状態は本来長く継続しない。

　新入生や転入生の情報は、生徒会の配布している『那な須す川かわ高校アプリ』で確認できるし、新聞部の校内新聞で顔写真入りで紹介されてたりする。だから、この学校ではだいたいの生徒は転校してくるなり、恋愛ボーナスステージが始まるはずなのだ。

　そう思っていたら案の定だった。一人の男子生徒が近づいてきて、乃々香に手を差し出す。

「あ、あの、小お倉ぐらさん！　まだ転校してきたばっかだよね！　よかったら、俺がこの学校案内するよ！」

「……ふえ？」

「紳士的に、エスコートするよ！」

　白い歯を見せて、おどけた感じで男子生徒は言う。

　それを受けて、乃々香は──

「いえ、あの、わたしはこちらの方に案内してもらうので……」

　そう俺を指し示した。すると、男子生徒の顔はみるみるうちに不機嫌に代わり──

「なんだよ！　ゼロポイントの負け組に騙だまされやがって！　そんなやつと一緒にいてもいい思いできねえぞ！」

　男子生徒は掌てのひらを返すように、俺たちのことを罵倒して帰っていった。

「……いいのかよ乃々香。あいつの言ってることは本当だぞ？」

　乃々香はまだ転校してきたばかりで右も左もわからないのだろうが、一週間もあれば、まともな彼氏の一人や二人出来ることは間違いないのだ。

　だが、乃々香は──

「いいえ、わたしには玲れい司じさんがいますから！」

　迷いなく答え、太陽みたいに微笑ほほえむのだった。

「なぜそんな俺に全幅の信頼を寄せる」

「だって、初めて親切にしていただいたので！　たぶん玲司さんってこの学校一親切ですね！」

「なわけねえよ！」

　ひな鳥のように刷り込みされている。関せき口ぐちいわく、俺ほどこの学校で捻ひねくれているやつはそうそういないという話なのに。

　普段負け組なだけに新鮮だが……いつまで続くんだろうな、この状態……。
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　そのまま一日かけて退屈な授業をやりすごし──

「うーん……」

　終了のチャイムが鳴った瞬間、解放感のあまり、俺は大きく伸びをした。

「さて──」

　俺が鞄かばんを背負い席を立とうとした瞬間。

「あ、あわわ、待ってください、玲れい司じさん～」

　約束を忘れたふりをして帰ろうとした俺の制服の裾を掴つかんで乃の々の香かが呼び止める。

「……ああ、例の案内の件だよな」

　俺は観念して切り出す。

「はあ……よかったです～、学校の内外を案内してくださる約束、忘れられたかと……」

「……忘れてないよ」

　覚えていたから忘れたフリをしようとしたのだ。

　負け組の俺と一緒にいることで、こいつに余計な火の粉が飛ばなきゃいいがな──俺は覚悟を決めて、荷物を持って立ち上がる。

「さて、それじゃあどこを案内してほしい。学校の中と外、一応どっちも案内できるが、どっちからがいい？」

「とりあえず学校の中をよろしくお願いします！　そのあと、近辺の施設などを！」
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　ということで俺と乃々香は、まず校内をのんびりと見て回ることにした。

　うちの学校は四階建てで、そこそこ敷地も広い。一学年八クラス前後だから、実際に生徒たちが使う教室は二十四クラス分程度だが、それ以外の教室もたっぷりあるわけだ。

　俺たち二年のいる二階、三年のいる三階、一年のいる四階と回ったあとで──特別教室系のある一階に降りてきた。

「──そこが視聴覚室。あっちにはコンビニ並みの品しな揃ぞろえの購買部があって、ＬＰで買い物ができたりする。それから──そこの地下にあるのが、特別活動室だ。ここは……まあいいだろ」

　特別活動室について俺はそれ以上触れない。個人的に因縁の場所であり、俺にとっての聖域でもあるからだ。

「ほうほう……」

　乃の々の香かはご丁寧にメモを取りながら感心している。

「それから、こっちは空き教室。普段は鍵も閉まってるから誰もいな──」

　と思い切り一つの教室に手をかけた瞬間。

　俺は、ガラガラと勢い良く扉が開いてしまったことにビビり、またその中で行われていた行為に驚きよう愕がくする。

　うちの高校の男子生徒と女子生徒が、体育館辺りから持ってきたであろうマットを床に敷いて、組んずほぐれつしていた。実際に事に及んでこそいなかったが、今にも『何か』をおっぱじめようという雰囲気だ。

「……は？　何やってんだお前ら」

「……な、なんだよお前！　の、ノックぐらいしろよお！」

「そ、そうよ！　デリカシーないわね！」

　男女は、やけに情けない声で狼ろう狽ばいしながら身体からだを隠そうとする。

　俺は、大きな溜ため息いきを吐つく。

「……はあ。お前らなあ。言っとくけど、【不純】異性交遊はうちの高校だとペナルティになるからな。わかってんのか？」

　俺がそう言うと。

「た、頼むっ！　生徒会には……生徒会にはチクんないでくれ！　せっかく貯ためたＬＰを減らしたくねえんだっ！」

　男は必死で手を合わせて頼みこんで来た。

「……まあチクんねえけどさ」

　俺だって鬼ではないのだ。

「お、恩に着る……で、出よう、優ゆうちゃん」

「もう、バカ！　誰も来ないからって言ったのは圭けいちゃんでしょ！　あんたなんかよりもっとポイントランキングが上のやつと付き合ったっていいんだからね！」

　そして、男女は喧けん嘩かしながら衣服を整え、そそくさと空き教室から出て行った。

「こういうことがしばしばあるんだよな、うちの高校……あれ、乃々香？」

　なんだか、心なしかその光景を見た乃々香はフリーズしているようだった。

「………………」

「起きろ起きろ、乃々香」

　パチン、と催眠術師のように乃々香の鼻先で指を鳴らす。

「はっ！」

　どうやら、正気に戻ったようだった。

「あわわ……あ、焦りました……。あ、あまりにもわたしが今までいた学校と文化が違うので……。そういえばあの、さっき職員室で聞いたんですが……この学校には生徒会が作ったＬＰＰという制度があるとか……」

「ああ、さすがに今ので身に染みてわかったよな？　改めて言うが、この学校では、『健全な男女交際』にポイントが付与される。そして、不健全な交際──二股行為や不純異性交遊などにはペナルティが与えられるんだ」

「ペナルティ……。ふ、二股が、もし三股以上になったらどうなるんですか？」

「倍率ドンだ。かけていた股数×交際ポイントでＬＰが減算されることになる。もっとも、二股をかけられていた側には慰謝ポイントというやつが入るがな。ちなみに、さっきの空き教室で未遂に終わったやつらみたいな不純異性交遊が発覚した時は、その交際期間に応じて二人とも減算される」

　この学校でも過去に、二股や不純異性交遊が発覚して所持ＬＰがマイナスになった生徒が何人かいたとか聞いたことはあった。ただ、その手の人間はすぐ学校自体を辞めてしまうらしい。ゼロポイントの俺ですらこんなに差別を受けているのだから、マイナスならいわずもがな、ということだろうか。

「え？　っていうことは、この学校のみなさんは、わざわざそういうことを計算しながら、恋愛をしてるんですか？」

「……ああ、そうだが？　みんな恋人がいたとしても、よりＬＰを持ってるやつに乗り換えようといつも虎こ視し眈たん々たんと狙ってるよ」

　すると、乃の々の香かが突然力を込めて憤った。

「そ、そんなのおかしいです……！　ポイントが高いから、恋人を捨てたり乗り換えるなんて……！」

「……乃々香。その感覚は、この学校では損するだけだぞ。付き合っている相手がいてもカマをかける程度なら二股にはならないし、それがこの学校で賢く生きるための基本戦略だ。みんなやってる」

「で、でも……」

「まあ、乃々香はあまり心配するな。この学校では、よっぽどのことがなければ、新入りはすぐ目を付けられてモテモテになれるからな。その……お前は平均以上の容姿は持っているようだし……すぐに交際希望者が殺到して、ボーナスステージが始まるぞ。下げ駄た箱ばこなんか毎朝ラブレターで埋まってさ」

「……え？」

　乃々香はきょとんとしている。

「どうしたんだよ？」

「そういえば、お昼休みの時、机の中にいっぱい手紙が入ってて……うわあ、わたし誰かと間違えられてるのかなと思って、全部職員室に届けてきちゃいました……」

「さっそくボーナスステージ無駄にしてるな！」
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　校内の施設を一通り案内し終えた俺は、今度は乃の々の香かに学校付近の施設を案内するために校門から外に出る。

　まず、校門から右手に百メートルほど歩くと、小さな個人商店に到達する。

「……ここは、パン屋だ。このパン屋は覚えておくといい。昼休みには、人気のスポットになるぞ」

「へえ、よっぽど美お味いしいパン屋さんなんですね！」

「それもあるが……。うちの高校と提携してるからな。購買部と一緒で、ＬＰを持っていると割引してくれるようになってるんだ」

　乃々香は、そんな俺の発言を真面目に聞いているのかいないのか、ショーケースに顔をぐっと近付けてパンを眺めながら興奮していた。

「わあ、メロンパンもある……！　わたし、メロンパンが命よりも好きなんです！」

　命よりかよ。愛が重いな！　だが──

「先に言っておくが、人気のメロンパンがそう簡単に買えると思うな」

「なんでですかメロンパン……食べたいですメロンパン……」

　あまりにメロンパンに脳を侵食されたのか、語尾みたいになってやがる。

「この学校では、パンの予約権もＬＰで賄えるからな。ＬＰをあまり持っていない人間は横入りされたり、肘打ちされたりする中で必死にパンを買わないといけないんだ。一方、勝ち組カップルは予約していたパンを分け合ってランチデートに勤いそしみ、愛を深めていく」

「むごいです……」

「だろう？　理不尽な世界さ」

　そしてパンを求めてせせこましく走ってくる低ＬＰ生徒の様子も、この学校ではまた揶や揄ゆされる対象になるわけである。

「わたし……メロンパンというより上のカピカピが好きなので……カピカピのところだけでも、めぐんでいただけないでしょうか……」

「言うことみみっちすぎるだろお前」

　俺は、はあと溜ため息いきを吐ついた。

「一応、ＬＰの残高とランキングはスマホアプリから参照できるからな。ちなみに、ＬＰは生徒会のイベントや社会貢献活動によっても加算されたりする。今のランキング１位は、この仕組みを作った生徒会長の鬼き頭とうってやつだ。生徒会長活動にも自分でポイント付加してるんだから、いい気なもんだよな。まあとにかく、乃の々の香かもこの学校でいい思いがしたかったら、なるべくさっさと誰か恋人を作って、せっせとＬＰを貯ためることだ。さっきの連中みたいにハメは外しすぎないように」

「さっきの……はうっ」

　そこで乃々香は、さっきの特別教室で見た男女のまぐわい（未遂）を思い出したようだった。

「あの、この学校に入ると、ああいう感じのことって結構起きるんでしょうか……」

「慣れだよ、慣れ」

「うう、ロマンチックのかけらもないです……慣れるかな……」

　そこでふと思い当たり、俺はスマホをポケットから取り出す。

「そうだ、せっかくだからついでに『那な須す川かわ高校アプリ』の使い方も勉強しておけ」

「アプリ……えっと、普通に落とせるんですかね？」

「生徒手帳のトップにＵＲＬが載ってるから、そこから落としたら、生徒手帳の学生番号を打ち込んで、認証と紐ひも付けをするんだ」

　俺のアドバイスを受け、乃々香はスマホを操作し始める。

　そんな解説がてら、俺も久しぶりに自分のＬＰが参照できるアプリのマイページをおそるおそる開いてみる。数字はこうなっていた。




　築つき島しま玲れい司じ

　所持ＬＰ　０

　ランキング　９６８位（９６８人中）




　ゼロ。久しぶりに見ても、ゼロは何度見てもゼロ。今はマイナスの人間もいないため、完全に最下位。見よ、これが負け組の現実だ。男女交際率90％の学校で、下10％と上90％の格差は、これからも広がっていくことだろう。

　一方、乃々香も、アプリをダウンロードし終えたようだった。

「えーっと、わたしはこれですかね？」

　そう言う乃々香にスマホ画面を見せられる。

　風船や花火の模様の中で、盛大に乃々香のマイページが祝われていた。




『新規生徒　小お倉ぐら乃々香さん　ＷＥＬＣＯＭＥ ＮＥＷＣＯＭＥＲ！』




「そうそう。おめでとう」

　転校生や新入生のマイページには、一ヶ月の間これが表示され、該当者もトップの特集ページに一覧で掲載される。

　転入生と、単なる長年の負け組、同じゼロポイントでも、扱いが全然違うわけだ。

「これ、なんて読むんですか？　うぇる・こめ……？　お米もらえるんでしょうか……」

「ウェルカムニューカマーだ！　それぐらい読めよ！」

　正直、乃の々の香かは勉強がそこまで出来るタイプではなさそうだった。恋愛活動には関係ないけど。
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　パン屋を越えた俺たちは、もう少し先まで校外の施設を見ることにして街中を歩いていた。学校から半径１キロも離れれば、住宅街が広がる。その中で大きな施設といえば──

「それから、放課後の遊興施設といえば、この学校の連中はだいたいあそこに見えるラウンドツーを使うな」

「ラウンドツー……ああ、あのよくＣＭをやっているボウリング屋さんですよね！」

　ラウンドツーは、ボウリング場やゲーセンなどが入っている複合アミューズメント施設である。うちの高校から徒歩圏内にあるため、夕方頃には学生のたまり場になっている。

「……と、まあ俺が案内するのもこの辺りまででいいだろ。彼氏ができたら、ポイントを貯ためるためにあそこで愛を育むといい。とにかく、この学校では恋愛経験そのものが資産になるんだ。乃々香も俺みたいに出遅れて負け組になるなよ。この学校では一度負けたら、終わりなんだ」

「その……玲れい司じさんも一応、過去に恋愛をしてらっしゃったんですよね？　今までにＬＰをどれぐらい貯めてるんですか？」

　俺の危惧していた質問が来てしまった。

　というか、この流れだと当然そういう流れになるよな。

「……ゼロだよ」

「えっ？」

　俺が引ひき攣つった顔で答えたせいか、乃々香は不安げな顔を見せる。

「笑えるだろ。告白した回数も、十回を超えてるんだがな」

「えっ、なんでですか……その……玲司さん、そんなに優しいのに……み、みなさん、見る目がないと思います……！」

　乃々香は、世間の理不尽に怒るように、俺を励ますように訴えた。

　その憤りはありがたいが、事実は事実だ。

「おかしいです……あ、そうだ！　玲司さん、これからも良かったら学校のこと、時々教えてもらっていいですか？　その……」

　お互いにスマホを出しているついでに、乃の々の香かはスマホをゆらゆらと揺らしてアピールする。

「その……わたしも玲れい司じさんと連絡先……こうかん？　できたらなーって？」

　なぜ疑問形になるんだ。

「……別に構わないが。先に言っとくが俺は、めちゃくちゃ人当たりが悪いぞ。メッセージの返信とか平気で数日空けるぞ」

「はい！　望むところです！」

　望まないだろう、普通。

「えっと、じゃあ玲司さんからプロフィールを出してください……こうやって……はい、登録できました！」

　乃々香は満面の笑みを見せる。

　気が付くとメッセージアプリのアドレス交換が終わっていた。

「ああ、ありがとう……」

　あんまりに普段使わない機能だから全部乃々香に任せてしまった。俺は思い返す。女子とアドレスを交換するなんてどれぐらいぶりだろう？　なんて思っていると、手の中でスマホが震える。




『小お倉ぐら乃々香　今日は本当にありがとうございます^^』




　早速メッセージが届いていた。

「……うん」

　それからもう一度だけ手の中で震えるのを確認して──俺はスマホをポケットにしまった。

「な、なんでしまうんですかー！　返信してくださいよお～！」

　乃々香は泣きそうな表情で俺に縋すがり付ついた。

「……いいだろ、目の前にいるんだから」

　しかし、コロコロ表情の変わるやつだな。

「でも、本当に読んでほしいメッセージは、次のなんですけど……」

「……次の？」

　そう言われ俺は、しぶしぶもう一度スマホのメッセージアプリを開く。

　そこには、こんな文面が書かれてあった。




『小倉乃々香　あの……わたしたち、さっきから誰かにつけられてるみたいです』




　ああ、確かに、さっきから道を歩く俺と乃の々の香かの後ろで誰かがひたひたとつけてきているような気配があった。

　俺だけが感じていたわけではないのなら、間違いではないのだろう。だが──俺は危険性もないと判断して、口頭で答える。

「よくあるやつだよ」

「……よく？」

「新入生が入ると、だいたいその子狙いのプチストーカーが発生するんだ──」

　俺は、そこで異変に気が付いた。乃々香が、唇を噛かみ締しめて、ぷるぷると震えている。どこか顔色も悪いようだ。

「どうしたんだ？　怖がる必要ないって。そいつら、お前と付き合いたくて追ってきてるだけだぞ？」

　俺が尋ねると、乃々香は食い気味で答えた。

「そ、そんなこと言われても……！」

　その表情からは余裕がないことが明らかで。

「わ、わたし……恋とか、よくわからなくて……正直、こわい……です」

　その怯おびえ方かたは、まるで母親とはぐれた小鹿のようだった。

　俺はピンときた。

「もしかしてさっき、机の中に入ってたラブレターを落とし物じゃないかって職員室に預けてきたのも、わざとなのか？」

「えっ？　そ、それは……」

　乃々香は口を濁したが、俺の沈黙に負けてしぶしぶ認める。

「は、はい……ごめんなさい……怖くて……」

　その姿を見て──俺は尋ねた。

「……なあ、乃々香。一つ訊きくが」

「なんでしょうか？」

「この学校では、今なら恋愛に関してお前は選ぶ側の立場だ。いくらでも勝ち組側に行けるチャンスがある。それでも──誰とも付き合わないのか？　ボーナスステージを無駄にしてもいいのか？」

　もし、手っ取り早く誰かと両思いになりたいというのなら。

　俺は自分のことを好きになってくれる人のことをまず好きになる、というのは戦略として全然ありだと思っている。みんながそれで納得できるのなら、世間の人間が恋で悩む量は三分の一に減るだろう。ただ。

「わたしは──」

　乃の々の香かは、きゅっ、と自分の制服の裾を引っ張り、絞り出すように言った。

「ポイントがつくから恋をするとか、そういうのじゃなくて……好きになるなら、ちゃんと自分で誰かのことを好きになりたいです」

　ああ。それなら、理解できる。

「……そうだよな。なんかずっとこの学校にいたからさ。久しぶりにまともな考えのやつに出会えた気がするな」

「……え？」

　なら、俺の腹は決まった。

「……ここは俺に任せろ」

　そこで俺は、乃々香から離れて、背後に向かってどん、と足を鳴らす。

「おい、お前ら！　言いたいことがあるならはっきり言えよ！」

「ひっ！」

　俺が叫ぶと、電信柱の陰からこちらを覗のぞき見みしていた男子生徒数人がぞろぞろと姿を現した。やっぱり尾行されてたわけである。しかも複数人に。そりゃ気付くよな。連中は、口々にこんなことを言い始めた。

「お、お前。ず、ずるいぞ、自分がポイント弱者だからって、転校生を独占なんて！」

「そうだそうだ、しかも結構可愛かわいいじゃねえか」

　俺は呆あきれて答える。

「……独占してるわけじゃねえ。本人が望んでるんだ。しかも乃々香いわく、今は誰とも付き合う気はないらしいぞ。日を改めて出直せ。それにお前らにも一応、彼女がいるんじゃないのか？」

「クソっ……お前、ふざけんなよ。うちの高校の主義なら、二股と言わずとも、新しい女の子とどんどん仲良くなるのは正当な権利──」

「い・い・か・ら・帰れ・よっ！」

　俺が一喝すると、ハイエナみたいなプチストーカーどもは蜘く蛛もの子を散らすように去っていった。

「……ったく。二股をかける覚悟もねえくせに唾だけ付けようとしてよ」

　振ふり返かえると、乃々香が胸を撫なで下おろしていた。

「はあ……ありがとうございます……また玲れい司じさんに助けられちゃいましたね、えへへ」

「……大したことじゃない」

「いえ、本当にありがとうございます！」

　そう言いながら、乃々香は俺の手をがっしりと握り締める。

「あの、玲司さん……二度も助けていただいて……。もしこれから、わたしにも何か力になれることがあったら、いつでも呼んでくださいね！　わたし、何でもしますから！」

　乃の々の香かは、俺の目をまっすぐ見て言った。潤んだ目に吸い込まれそうだ。まるで、俺が好意をもたれてるんじゃないかと勘違いしそうなほどに。

　でもまあ、そこまで喜んでもらえたなら良かったな。帰途で俺は、そんなことを考えていたのだった。





　　　　＊　　＊　　＊






　乃々香が転校してきた、その翌日。

「ふわあ……」

　朝、俺は欠伸あくびなどしながら教室に入った。そして、自分の席の隣にいる人物を確認して、昨日までとは違うのだと認識を新たにする。

「おはようございます、玲れい司じさんっ。お元気そうですね！」

「……ああ。眠いけどな」

　乃々香が、朗らかな笑顔で俺に声をかけてきてくれた。今まではこういうやり取りすらなかったから、新鮮ではある。すると、乃々香は俺の机の上を指差しながら言った。

「ところであの……玲司さん。朝来たらそれがそこに置いてあったんですけど、その手紙、なんですか？」

「……え？」

　俺は自分の机の上を見る。そこには、蛍光色で塗られた赤い一枚の紙がビニールテープで貼り付けてあった。駐禁の切符を切られた車みたいに。

「うおっ！　なんだこれ……」

　テープをバリバリと剥はがして裏をめくってみる。




『築つき島しま玲司さん、今日の放課後、生徒会室まで来て下さい』




「……え？」

「れ、玲司さん……もしかして……そ、それは……」

　俺の言葉を先回りして、乃々香が狼ろう狽ばいしながら言う。

「ら、ラブレター……！　玲司さんにもラブレターが来たんですね……。寂しいですけど、おめでとうございます……！」

「いや、おかしいだろ！　こんな毒々しい色のラブレターこの世に存在しねえよ！　差出人は……」

　そう言いながら俺は紙の右隅に押してある判子に気が付いた。

『生徒会執行部』

「やっぱり呼び出し状じゃねえか！」

　するとそこに、俺たちが騒ぐ声を聞きつけたのか、関せき口ぐちが寄ってきて、俺の肩を叩たたいた。

「玲れい司じ……ついに赤紙が来たんだ。臭い飯食うことになっても元気でね……」

「何でだよ！　別にムショに入るわけじゃねえよ！」

　そんな俺たちの会話に疑問が湧いたようで、乃の々の香かが関口に尋ねる。

「ええと、関口さん、赤紙ってなんですか？」

「赤紙はね、問題児に対する呼び出し令状として生徒会が使ってる紙だよ。赤紙の呼び出しを無視した生徒には、恐ろしいことが起きるとか……」

「……あんま怖がらせるようなこと言うなよ、関口」

「でも、この学校で生徒が生徒会に呼び出される時は、だいたいが二股がバレたり、不純異性交遊がバレたりとか、そういう状況の時だよ。玲司はずっとクリーンな身体からだのゼロポイント男なのになんで呼び出されたんだろう？　心当たりある？」

　そう関口に言われて、俺は頭を掻かく。

「……いや、実は、赤紙になる前からちょくちょく呼び出し状は来てたんだが、その度に無視してたんだ。恋愛セーフティネット担当とか名乗る機関からの」

「恋愛セーフティバント担当？」

　天然じみた乃々香が手首を返すようにこちらに見せながら首を傾かしげる。

「なんで野球が出てくるんだよ。セーフティネットだよ！」

　そこに関口が口を挟む。

「ああ、恋愛セーフティネット担当ね。それなら聞いたことあるよ。生徒会所属の一部署で、ＬＰがゼロの生徒に対してアドバイスをしたりしてるとか。良かったね玲司、もしかしたら生徒会が交際相手を見繕ってくれたりするかも！」

「……よかねえよ。嬉うれしくねえ。俺は交尾を管理されるパンダじゃねえ」

　それに、俺が今までこの手紙に応じてこなかった理由は、生徒会で気まずいやつに会っちまう可能性があるからで。だけど……そろそろ年貢の納め時だろうか。

「だ、大丈夫ですか、玲司さん？」

　乃々香が心配そうな顔で俺のことを覗のぞき込こんでいた。

「……何が……」

「いえ……玲司さん、すごく苦虫を噛かみつぶしたような顔をしてるから……」

　よっぽど酷ひどい顔をしていたのだろうか。しかし、憂鬱だが赤紙を出されたらもう流石さすがに行かざるを得ない。強制的に相手を見つけられるにしろ、叱責されるにしろ──

　その瞬間、俺の中に悪魔の発想が浮かんだ。

　隣の席にいる、乃々香の姿をじっと見つめる。

「……え？　ど、どうしたんですか、玲司さん？　そ、そんなに見つめられると……は、恥ずかしいです……」

　そうやって顔を赤くしている乃の々の香かは、現在はまだ──

「なあ、乃々香。お前、力になれることがあったら協力してくれるって言ったよな」

「え？　はい……」

「今日放課後ちょっと時間を貸してくれないか？」





　　　　＊　　＊　　＊






　そして、放課後があっという間にやってきた。

「玲れい司じさん、放課後ですー！」

「よし。ちょっと来い！」

　俺は乃々香の腕を引っ張ってついてくるように促す。

「きゃわわ！　ま、待ってください、行きますからっ！」

　いたいけな子羊を騙だまして食らう狼おおかみのような心持ちで、俺は乃々香の腕を引いて生徒会室へと向かった。

　生徒会室の看板を見ながら、乃々香が不思議そうに呟つぶやく。

「あれ、生徒会室……？　わたし、本当に一緒にいてもいいんでしょうか……」

「いいか乃々香。これから何が起きても適当に話を合わせろ」

「え、話を……い、いいですけど……」

　そして乃々香を連れたまま俺は、生徒会室の扉を開いた。──そこには、予想通りの人物がすらりと立って待ち構えていた。

「……やっぱお前か、涼すず莉り」

「久しぶり、玲司。やっと来てくれたわね」

　毅き然ぜんとした声と、釣り目ぎみの目元から放たれる怜れい悧りな視線が、俺を鋭く刺す。

　金色の髪を後ろで束ねてアップにしている、一見ギャル系の少女。

　身長は高く、スレンダーだが貧相ではない身体からだ、すらりと伸びた足。いわば、理想的なモデル体型というやつだ。

　態度には他者に有無を言わさない圧があり、そのぶれることのない立ち姿は、超然とした印象を抱かせる。あの頃と同じままの──袖そでケが浦うら涼莉だ。

「……ああ、久しぶりだな」

　涼莉の姿を見るのは数ヶ月ぶりだが、それだけでやはり嬉うれしくなってしまう。

「玲司さん、この人はお知り合いですか……？」

　乃々香が尋ねてきた。

「袖ケ浦涼莉。まあ、知り合いだ」

　そんな俺の解説を、目め敏ざとく涼すず莉りがツッコむ。

「……ずいぶん雑な解説ね、それ。っていうか玲れい司じ、その子は？」

「ちょっとな。空気みたいな存在と思ってくれ」

「そう……まあいいけど」

　涼莉はしぶしぶ納得してくれた。

「それより涼莉、呼び出しの件はデートの申し込みか？」

　俺がおどけて言うと。

「くだらないことを言うのはやめて」

　涼莉はぴしゃりと釘くぎを刺してきた。

　今の態度や、校内での評判からしたら、涼莉は高ヒエラルキーの冷徹ギャルに見えるのかもしれないが、一年前、一年生の時にそれなりに同じ時間を過ごした俺は知っていた。

　こいつは──その気丈さの中に危うさを孕はらんでいる、有能だが、真面目すぎて、騙だまされやすくてポンコツなところのある女なのだ。

「……なあ涼莉。お前、そのクソ真面目さは一年前と何も変わらないんだな」

「そうそう簡単に人は変わらないわよ。それにあなたもそのふざけた態度、変わらないじゃない。お互い様よ」

　そんな俺たちの会話を、ぽかんと聞いていた乃の々の香かに説明してやる。
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「ああ、実は俺と涼すず莉りは、一年の時に同じクラスで、夏期遠足の実行委員を一緒にやった仲でな。毎日放課後、顔を突き合わせて色々と仕事をしてたんだ」

「……あの時は大変だったわ。準備だけならまだしも、本番の時には勝手に宿泊施設から抜け出した不届き者が現れたり、それを探しに行ったはずの玲れい司じが迷子になったり……思い返すだけで頭痛がしてくるわ」

　あったなあ、そんなことも。ただ、俺から言わせてもらえば、あの時迷子になったのは涼莉の方だったんだが。

「……でもまあ、振ふり返かえればいい思い出だろ」

「……まあ、ね」

　そこで初めて、涼莉はほんの少しだけ可お笑かしそうに表情を緩ませた。そのことに俺もほっとする。たとえその後に何があろうと、あれは綺き麗れいな思い出であってほしかったやつだ。そうでないと俺が──浮かばれない。

「……こほん、そ、そんな思い出話をしている場合ではないわ。座って」

　涼莉は咳せき払ばらいすると、俺たちを座るように促す。

　俺は改めて、生徒会室の様子を確認する。

　うちの生徒会は十数人からなる大所帯のため、生徒会室もそれなりの広さを持っている。一人に一つデスクが与えられており、それが列をなして並んでいる。放課後にはここで雑務をこなすのだろう。ちなみに、生徒会の人間は腕章を巻いていることでそれと判別することができる。

　並んでいる棚や書類の束といい、まるでこの学校にあるもう一つの職員室みたいな感じだ。ただ、涼莉たちみたいなヒラの生徒会のいる『生徒会室』と、生徒会長ら幹部がいる『生徒会役員室』は違う場所にあるそうで、下っ端だけがここで仕事をしているらしい。それは職員室と校長室みたいな感じだろうか。

　俺と乃の々の香かは涼莉に促され、大きな取り調べ用みたいなテーブルを挟んだパイプ椅子に座らせられる。向かい合って涼莉も座った。

「呼び出した理由はなんとなくわかるわね？　玲司、あなたが二年間未いまだに誰とも交際せず、ゼロポイントであることに──生徒会は心を痛めています」

「交際せずじゃない、努力してるのに交際できないんだ。この一年で十一回も告白してるってのに。それなのになんで呼ばれたのか理解できないんですけどね」

　俺は嫌いや味みを込めて言った。

「努力してる？　どうかしら。例えば……あなたが最後に告白した相手と、今までに会った回数は何回？」

　流石さすがだな。そこまで予想がついているのか。俺は正直に答えた。

「……初対面だった。隣のクラスに綺麗めな女子がいるって聞いたんで告白した」

「えっ!?　あ、会ったことない方に告白したんですか!?」

　乃の々の香かも流石さすがに驚いたようだった。涼すず莉りは溜ため息いきを吐つく。

「はあ。あなたがしてるのは、生活保護受給のために受かる気もない就職活動を毎月繰り返すアレじゃない。姑こ息そくな手でうちの呼び出しを避けようとしたみたいだけど……通じないからね」

「でも実際、負け組だからいくら告白しても成就しないのも事実だし、俺がそうやってやけくそみたいに告白してるとしたら、他に原因があるんじゃないですかね」

「そ、それは──」

　涼莉は口ごもってしまう。ああ、いけないな。いくら涼莉と話すからって、感情的になってしまっては。そう自省していると、涼莉は咳せき払ばらいをして心なしか今までより高いトーンでこう言った。

「こほん。でも心配しないで！　そこで、私たち生徒会・恋愛セーフティネット担当は、あなたに相応ふさわしい相手を見つけてきたわ！　事前にアンケート調査して、恋人募集のハードルが低い……」

　涼莉の言葉を俺は遮って話し出す。

「あ、セーフティネットの話だろ？　それには及ばない。呼び出されて悪いが、俺にはもう間に合っているんだ」

「何を言ってるの、間に合ってるって──」

　俺は、隣で所在なさげに座っていた乃々香を、ずいと涼莉の前に差し出して見せた。

「申告漏れしていたが、こいつが俺の彼女だ。俺と同じクラスの小お倉ぐら乃々香だ」

「え？」

　その展開は予想していなかったのだろうか、涼莉の動きが一瞬固まる。

「ふええええ!?」

　それ以上に、乃々香の動揺も凄すさまじかった。俺は乃々香の耳元で小声で囁ささやく。

「……おい乃々香、あんまり動揺するな。適当に話を合わせてくれって言ったろ」

「え、で、でも……ちょ、ちょっとタイムくださーーーーーい！」

　乃々香は涼莉に向けて宣言すると、狼ろう狽ばいしながら俺を生徒会室の隅に引っ張っていった。

「玲れい司じさん、どどどどっどおいうこと……」

　乃々香は俺の目の前で耳まで真っ赤にして、完全にテンパっているようだった。

「フリでいいんだ。ほら、付き合ってるフリでもしてくれたら、お前にストーカーがつくこともなくなるし、メリットになるだろ」

「そういう問題じゃないですー！」

　それから、乃々香はしばらくあー、とかうー、とか悩んで躊躇ためらいを見せた後……。

「……ふりなんですね？」

　念を押すように尋ねてきた。

「ふりだ」

「……ふりなのかあ」

　乃の々の香かは、唇をとがらせながら、もじもじと髪の先端をいじりながらしぶしぶ了承した。

「わ、わかりました……何でも協力する約束ですし……」

「……よし。今度メロンパンおごってやるよ」

　そして、話し合い（商談）がまとまった俺たちは、改めて涼すず莉りの目の前に戻る。

「……えっと、今何を話してたかわからないけれど、その子今、寝耳に水、みたいな声あげてなかった？」

「こういうプレイだ。だな、乃々香！」

「は、はい……もうプレイに次ぐプレイです」

「略してレイプレイ」

　涼莉が、動揺しながら反応する。

「ど、どういう関係なのよ……いかがわしい匂いしかしないけど……」

「要するに、俺たちのプレイは非常に高等なものに進化しているからな。例えば、放置プレイの進化形として、他人を装うというものまでになっているんだ」

「なるほど……そういうプレイもあるのね……」

　相変わらず騙だまされやすい涼莉は納得していた。

「でも……そうだったのね。……おめでとう、玲れい司じ。ちょっとだけ、肩の荷が降りたわ」

　涼莉は笑った。どことなく、その涼莉の笑顔に、寂しそうなニュアンスを感じてしまったのは、気のせいだろうか。

「でも、それならそれでしっかり申告してほしいものだわ。それでは、登録のために必要事項を聞くけど……交際歴はどれぐらい？　ええと、そちらの……小お倉ぐら乃々香さん」

「さ……三分前……もがっ」

　俺は乃々香の口を慌てて塞ぐ。

「長期間を三分に感じるほど充実した日々を過ごしてきたわけだ。実際は三ヶ月だ」

「なるほど、三ヶ月、と……」

　涼莉はタブレットで生徒名簿のようなページを開き──

「え、待って？　三ヶ月？　うそ、小倉乃々香さんって昨日来た転校生じゃない？」

　涼莉は、ペラペラとタブレットを操作し──はっと気が付いたような表情を見せてから、机をバン、と叩たたいて立ち上がった。

「れ、玲司っ！　あんた、またあたしを騙そうとしたわねっ！　いつもいつもいつもいつも！　しばらく見てない間に、ちょっとは大人になったのかと思って感心してたら、何も変わってないじゃないっ！」

　涼すず莉りは怒ど濤とうの勢いで激高する。騙だましきれなかったか。それにしても、こうやってテンションが上がると砕けた口調になるところといい──

「はははは。いやあ──懐かしいな。こうやって涼莉に怒られるの」

「……え？」

　俺がそう言った瞬間、怒りを超えて恥じらいがやってきたのだろうか、涼莉の顔が一瞬で真っ赤に染まる。

「う、うるさ──い！　だから嫌だったのよ！　あんたはいつもあたしの心を掻かき乱みだして！」

　ああ。本当に懐かしくて愛らしい反応だ。ここに来て良かったと思える。

　涼莉は、自ら深呼吸して落ち着きを取り戻すと、こう言った。

「……玲れい司じ。あのねえ、今のあたしは遠足実行委員じゃないの。生徒会の人間なのよ。あんまり不敬がすぎると、あなたに反生徒会の罪でペナルティを与えてもいいのよ？」

「……悪かったよ」

　俺は弱々しく平謝りした。

「……はあ。そもそも、生徒会の恋愛セーフティネットが何のためにあるかっていうと、ＬＰＰから零こぼれる人間を救済するためにあるわけ。つまり、あなたはあたしに感謝してもいいはずなのに……」

「……というか涼莉。お前すげえ必死だよな。わかった！」

「え？」

「点数を稼がないと、そろそろ生徒会内でのお前の立場も危うくなるんだな？」

「わ、わわわ、私がそんなことありゅわけないじゃない！」

　思いっきり噛かんでいた。事実のようだった。

「……そうなんだろ？」

　俺がダメ押しすると、涼莉は肩を落としながら認めた。どうやら俺との付き合いで、そこでもう嘘うそは吐つけないと知っているらしい。

「ううう……しょうがないじゃない……。あたしだって仕事をこなさないと、この生徒会で認めてもらえないんだもの……はあ」

　そう言いながら、涼莉は胸ポケットから折り畳まれた一枚のルーズリーフを取り出す。

「涼莉、なんだそれ？」

　俺が尋ねると、涼莉は憂鬱げにそのリストを眺めながら、力なく言った。

「これ？　これは、あたしのノルマ……あたしが受け持ってる、生徒会として対応が必要な、ＬＰゼロのまま改善しようとしない問題児リスト……あと三人片付ければ終わるのに……」

「……なんなら、俺が協力してやってもいいぞ」

「あんたがまず言うこと聞きなさいよっ！　リストに載ってんだから！」

　怒られてしまった。




　──その時だった。

　突然斜め後ろから、誰かが涼すず莉りの肩を叩たたいた。

「……え？」

　涼莉が振ふり返かえると、そこには生徒会の人間らしき男子生徒がにこやかに、だがどことなく下卑た表情で微笑ほほえんでいた。

「おい、袖そでケが浦うら。俺の仕事、ラヴァーズ・フェスティバルの準備で手が回らないんだ。手伝ってくれよ。今月のＬＰ付与判定の写真審査なんだけどさ」

「え？　でもそれは私の管轄じゃ──」

「人手が足りないんだよ。いいだろ？」

　生徒会の男は、にやにやと笑いながら涼莉に頼み込む。

「わ、わかっ……」

　ああ。これはまずい。押されて返事しそうになっている。

　クソ真面目な涼莉の性格が悪用されている。このままでは、いらぬ仕事を抱え込むことになるだろう。見ていられないと思い、俺は助け船を出す。

「おい、涼莉が可哀かわい想そうだろ」

「……ああ？」

　俺が会話を邪魔すると、生徒会の男は、俺に顔を至近距離まで近付けてきた。

「……なに言ってんだよ、恋愛セーフティネットの世話になってるゼロポイント野郎が」

　生徒会の男は、俺を侮蔑するように言い放った。

「……ざけんなよ」

　俺は威圧するように立ち上がった。

「……え？」

　反論されて生徒会の男は驚いたようだった。

「負け犬が立ち上がって驚いたか？　俺が従順な家畜だとでも思ってたのか？　ゼロポイントだからってなんでお前らに見下されなきゃいけねえんだよ！」

　俺は生徒会の男に食いかからんばかりの勢いで詰め寄る。一方、やつは両手で俺の身体からだを引き離そうと必死で抵抗して、ちょっとした揉もみ合あいになった。

「れ、玲れい司じ！　ちょ、ちょっと生徒会室でやめてよ！」

　涼莉が俺たちを引ひき剥はがしにかかる。

「……れ、玲司さん、やめましょうよ……」

　乃の々の香かも心配そうな表情であたふたとしている。

「くそっ、離れろこのカスがぁ！」

　生徒会のやつが、力任せに俺を突き飛ばした。

　俺は、そのままバランスを崩し──

「がはっ！」

　思い切り生徒会室の壁に後頭部を打ち付けてしまう。

「れ、玲れい司じさん！」

「玲司！」

　乃の々の香かと涼すず莉りが、同時に俺を心配して立ち上がる。

「いって……」

　まるで頭の後ろに星が落ちたみたいだ。俺は後頭部を押さえながらその場に蹲うずくまる。

「……て、てめえが悪いんだからな」

　一方、生徒会の男は、まずいことをした、と思っているのか、そそくさと立ち去っていった。

　直接的に殴ったわけではないから、自分の責任ではないとでも言いたいのだろう。

「クソッ……」

　俺は、じんじんと痺しびれる頭の痛みに耐えながら思う。なぜ、ゼロポイントなだけで俺がこんなに虐げられなければならないんだ。理不尽だ。

「生徒会の連中め……」

「……玲司、大丈夫？　頭、怪け我がしてない？」

　涼莉が、俺のことを心配して側そばに寄ると、しゃがみ込んで俺の頭を太ももに乗せた。

「うん、血は出てないみたい……」

　そうやって丹念に俺の頭を調べる。だから俺は──

「……涼莉……」

「何？」

「お前の太もも、柔らかいな」

　頭の感触から感じる正直な感想を伝えた。

「……え？　きゃあ！　バカバカバカバカッ！」

　自分が何をやっていたのか気付いた涼莉がぱこん、と太ももをずらし、そのまま俺の頭は床にごとん、と落ちる。

「いてえええ！」

「あっ、ご、ごめん玲司！」

　どっちが痛かったかと言えば、断然こっちだ。

「でもほんとごめんね、玲司、生徒会が横暴で……。ああいう横暴をさせないためにも、セーフティネットのこと、ちょっとは考えといてくれない……？」

　どうやら、涼すず莉りも今日は俺のことを解放してくれるようだった。

「……機会があればな……」

　涼莉の紹介で、校内にいる余り物と無む理り矢や理りカップルにさせられる。そんなこと、どうやっても納得はできそうになかったのだが。
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　俺と乃の々の香かは、生徒会室から出て、呆ぼう然ぜんと廊下に立ち尽くしていた。

「……はあ。生徒会の人って、あんななんですね」

「ああ。負け組は、ずっと虐げられてきたんだ」

　言いながら、怒りが溜たまっていく。

「クソッ！　なんでたかが彼女がいないだけで、こんな……」

　その時、乃々香が俺の背後を指差して言った。

「あれ？　玲れい司じさん、その紙はなんですか？」

「……ん？」

　俺は乃々香に指差された背後を振ふり返かえるが、何もない。

「背中です、背中」

「背中……」

　指で探ると、俺の埃ほこりまみれの制服の背中に、一枚の紙が貼り付いていた。

「これは…………涼莉が落としたのか？　さっきのルーズリーフだ」

　そう、あの問題児リストだ。俺含めて、ゼロポイントのまま恋愛しようとしない、生徒会に反抗的な数人の名前が載っているという──

「……」

　その紙を見た瞬間だった。俺の中で、すべてがつながった。

　俺がやるべきことは何なのか。

「……なあ、乃々香」

「なんですか？」

「俺は今まで、学校に来る度にバカップルを呪っていた。だが、さっき気付いたよ。本当の敵はあいつらじゃなかったんだ」

「というと……」

「生徒会だ！　あいつらがポイントを作ったのがそもそも悪いんだ！」

　そして、俺は涼莉の残していったリストを手でぺんぺんと叩たたきながら乃々香に言う。

「この問題児たちを集めて、俺は生徒会に復讐リベンジしてやることにした！」

「ええー！　り、リベンジって、どうやって……？」

「負け犬で団結して、生徒会や格差社会に立ち向かう。俺はこの学校の、恋愛敗者同盟を作る！」

　俺は、大手を振って宣言した。そこではたと気付く。

「そういえば乃の々の香か。お前もまだ、今のうちはゼロポイントではあるんだよな？」

　──まあ、すぐに恋人も見つかるだろうが。

「え？　は、はい、たぶんそうですが──」

「それなら、ついでにあと少しだけ俺に協力してくれないか」

「協力って……何を？」

「お前も同盟のメンバーに入ってくれ！」

「ふぁっ!?」

「お前と俺で、ここから始めるんだ。このクソみたいな恋愛格差社会を打倒するための同盟をな！」

　この学校に、俺以外に何人か負け組がいるのなら。

　手を取り合って、戦いながら生きることもできるはずだ。

「どうだ？　乃々香。一緒に、戦わないか？」

　俺は乃々香に向けて手を差し出した。

「よくわからないですけど……」

　乃々香は一瞬だけ目を閉じてから──

「言いましたよね？　わたしに出来ることがあれば……協力します！」

　満面の笑みで俺の手を取った。

「……ありがとうな。助かる」

「ふふふ。なんだかわたし、楽しみになってきました」

「……そうか？」

「だって──」

　乃々香は笑った。まるで、華やいだみたいに世界が明るくなったような気がする。

「新しい物語が始まる時って、いつだって楽しみじゃないですか！」

　こいつにとっては、日々の全てが物語のようなものなのだろう。




　四月。

　現在、俺たちの恋愛ポイント、０。

　十一戦連敗でゼロポイント男の俺と。まだまっさらな、恋に怯おびえるゼロポイント少女の乃々香と。

　最初の二人から、『恋愛敗者同盟』が、ここに発足したのだった。
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　俺は乃の々の香かを連れて、校舎の中をつかつかと歩いていた。

　その行く先には、一般教室はない。乃々香には俺がどんどん薄暗く、湿気の高い方に歩いているだけのように思えるだろう。

「あ、あの……」

　くいくい、と乃々香が俺の制服の裾を引っ張ってきた。

「……なんだ」

　乃々香は、不安そうな目で俺の顔を見つめている。

「ど、どこに連れて行かれるんでしょうか、わたし……」

　まるで誘拐犯にでもさらわれたかのような怯おびえ方かただ。

「心配するな、とって食ったり、奴隷みたいに使ったりはしない」

「ほっ、安心しました……」

「ただ、ピラミッドの建築をさせられる程度の覚悟はしておいてくれ」

「やっぱり奴隷じゃないですかー！」

　乃々香はからかいがいのあるやつだな。なんだか漫才みたいな空気感になってきた。涼すず莉りといた時もこんな感じだったな、なんてことを思う。

「……それより、ほら、着いたぞ」

「……え？」

　一階校舎の隅、階段の横。そこには、地下へと続く下り階段が構えられていた。その奥には、鍵の掛かった扉がある。ここは、さっき乃々香にあえて案内しなかった校内の施設。『特別活動室』の入り口である。

「……一年ぶりだな。まだ開くかな？」

　俺は感慨深く呟つぶやいてから、ポケットから鍵を取り出すと、鍵穴にそれを差し込んで回してみる。ガチャリ。手応えあり。ギギギ、と錆さびが擦こすれて落ちるような音をさせながら、扉が開いた。

「おー、まだ開いたな。良かった良かった」

「え、玲れい司じさん、なんで鍵を……？」

　俺は部屋の中に入り、饐すえた臭いのする淀よどんだ空気を吸い込む。

「げっほっほ」

　と同時に多量の埃ほこりを吸い込んで思わず咳せき込こんでしまう。

『特別活動室』というくくりになってはいるが、要はここ、倉庫なのである。

　もともと災害時用に作られたシェルター的倉庫らしく、数人が暮らすこと前提で水や非常食なんかが大量に置いてあるのだが、部屋の中には机や椅子もあって、簡単な会議ぐらいならできるようになっている。地下室といえど、天井部分には、明かり取り的に少しだけ地上から空気を取り入れられる窓もある。

　ここがいわば──俺たちの最前線基地になるのだ。

「聞け、乃の々の香かよ。ここを恋愛敗者同盟軍の本部とする。これから毎日、放課後は用事がなければここに集合だ」

「あの、玲れい司じさん……なんでここの鍵を……？」

　まだ訊きくのか。つまらないことにこだわるやつだな。

「……俺が一年生の頃、遠足実行委員を涼すず莉りとやっていた時に、仕事をするのにこの空き部屋を借してもらってたんだ。その時に、合い鍵を作っておいた」

「か、勝手に学校の教室の合い鍵を作っていいんでしょうか……」

「バレなければ何をしても良いのだ」

　規模的にも、このこぢんまりとした個室はまさにレジスタンス活動に相応ふさわしい場所だと言えよう。乃々香も部屋を見渡して感心していたが──

「けほっ、けほ……と、とりあえず──お掃除しましょう！」
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「うーん、大分きれいになりましたね！」

　三十分後、マスクを着用し、エプロンとはたきのフル装備になった乃々香の八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍もあって、見違えるように活動室は綺き麗れいになっていた。今ではとても単なる倉庫には見えない……こともないが、部室と倉庫の中間ぐらいにはなったと言えよう。

「なんということでしょう、クソ汚かっただけの倉庫が、どことなくインモラルでアダルティな空気の漂う秘密基地に」

　俺は、ビフォーアフター風に大げさに呟つぶやいた。

「おじいさんも車椅子で入れますね！」

　乃々香もノリノリだった。

「ああそうだ、それから……」

　俺はテーブルに模造紙を広げると、マジックの蓋をきゅぽんと開けた。どちらも倉庫の物品を拝借している。

「何か、恋愛敗者同盟の標語を作ろう。その方が革命家っぽいからな。乃々香、何か書きたい標語はあるか？」

「『メロンパン』……？」

「ただの単語じゃねえか。もっと標語らしいやつ……そうだな、こんなのはどうだ」

　俺は、マジックできゅきゅきゅと思いついた文字列を書き込む。

【負け組だけど、負け戦じゃない】

「……こんな感じでどうだ？」

　俺は、自信満々で乃の々の香かに見せる。

「いいと思います！　雰囲気出てきましたね！」

「そうだ！　雰囲気は！　大事！」

　かくして、レジスタンスの本拠地がここに完成した。

　その時、コンコンと扉をノックする音が聞こえた。

「ほえ？　玲れい司じさん、誰か来ましたよ？」

「……ああ、心当たりがある。開けてくれ」

　そして、乃々香が扉を開けると──そこには見知った顔がいた。

「……やあ玲司。やってるね」

　ご存じ、新聞部の悪友、関せき口ぐちだった。

「集めといたよ。例のリストの生徒たちの情報」

「ありがとうな。さすが新聞部のエース記者だな。恋愛弱者だが」

「……うるさいよ。あんまりからかうと渡さないぞ、このファイル」

「はいはい。イケメンイケメン」

　ポマードポマードみたいな言い方で俺は関口を軽くあしらう。

　関口から渡されたものは、Ａ４サイズのファイルだった。その中には数枚のプリントされたコピー用紙が収納されていた。履歴書のようにまとめられたその紙には、誰かの名前、学年、趣味、特技の他、ご丁寧に顔写真まで付いている。

「それ、なんですか？」

　乃々香が不思議そうに尋ねてくる。

「涼すず莉りが落としていったゼロポイント問題児の名簿リストを関口に転送して、リストに載ってる生徒たちの情報を調べておいてもらったんだよ」

「へへん、新聞部の資料力、取材力はすごいんだからね」

　関口は自慢げに胸を張ってみせた。

「はわ～、すごいですね、関口さんの情報網……」

「ああ。こいつは、校内のあらゆる場所に隠しカメラを仕掛けてるからな。もちろん女子トイレにも」

「ひっ……!?」

　その瞬間、青ざめたように、がた、と乃々香が怯おびえて後ずさる。女子トイレ使っちゃったよ、とでも言いたげな怯え方だ。

「そんなわけないだろ！　流石さすがに盗聴器レベルで留とどめてるよ！」

　盗聴なら良くは無いがな。犯罪だけどな。

「あ、あはは……。できるだけおうちのトイレ使おう～……」

　乃の々の香かは苦笑いをするしかなかった。

「あ、でも……今回、調査の過程で問題があってさ」

　関せき口ぐちが、気になることがあるとばかりに切り出す。

「なんだよ」

「不自然なミスターＸがいたんだ」

「ミスターＸ？」

　関口は、謎に満ちた言葉とともに、リストの中の一部を指差した。

「ほら、ここ見てよ。元のリストには、問題児リストとして玲れい司じを含めて四人の名前が書いてありそうなスペースがあるのに、誰か一人の名前が黒く塗りつぶされてるんだ。袖そでケが浦うら涼すず莉りが、この生徒のことを隠蔽したとしか思えない」

「涼莉が隠蔽した、もう一人のゼロポイント生徒……？」

　違和感があった。あの職務に忠実な涼莉が、そこまでして隠蔽したい存在がこの学校にいるのだろうか？　よっぽど知られることがまずい人物。考えられるのは──生徒会の誰か身内あたりだろうか。

「まあ、いいや、とりあえず玲司とミスターＸを除いて、新聞部が調査できた二人の情報だけ解説するよ」

　俺と乃々香は二人で一枚の履歴書ファイルを覗のぞき込こんだ。

「まず、一人目が三年二組の常とこ滑なめ蒼そらさん」

　すごい名前だ。その履歴書に貼ってある写真には、黒髪ロングの女性の姿が写っていた。

「……データとしての特記事項は？」

「調査で判明したのはこの二つだけだね。すなわち──特徴は『ビッチ』。二つ名は『歩くハニートラップ』」

「ビッチか……」

「写真を見る限り、清せい楚そな大和撫子なでしこっぽい方ですけどねえ……何かの間違いじゃないですか？」

　乃々香が疑問を呈する。

「ま、直接話をしてみればわかるだろ。それで関口、もう一人は？」

　関口は、ファイルのページをはらりとめくった。

「それからもう一人は──一年五組の高たか石いし由ゆ美み。でもこっちは、不思議とこの名前での情報がほとんど入ってこなかったんだ。偽名でも使ってるのかも」

　こちらの写真には、いかにも外界を拒絶しているかのように笑顔もなく、色素の薄い青色髪をした幼げな少女の姿が写っていた。

「まさか。生徒名簿に偽名なんてあるわけないだろ」

「まあ、ないとは思うんだけどねー。あと、特技はハッキング、らしいよ。日本有数のハッキングコンテストで優勝してたり」

「ハッカーか」

　うまいこと味方に引き込めれば、何かと有用そうだが──

「とにかく、調査できたのはこの二人さ。あとは情報をどう使うか任せるよ」

「ＯＫ。助かったよ、関せき口ぐち」

　そして俺は、ガタリ、と立ち上がる。

「さあ乃の々の香か、まずは常とこ滑なめ先輩のところに行くぞ！」

「わ、わわわ、わたしもですか……？」

「ああ、同盟軍を増やしていくぞー！」

　乃々香の首根っ子を掴つかむようにして、俺たちは三年生の教室に向けて出発した。
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　俺たちは手始めに、三年生の教室があるフロアにやってきていた。三年生の教室は基本的に三階部分になる。

「さ、三年生の教室って緊張しますね……」

「俺には上海シヤンハイの下着工場ぐらい馴な染じみがない場所だからな」

「な、なんですかその例え……」

　それにしても、上級生のいるフロアに来ると、華やかな感じがする。どことなくいい匂いがする気もする。上級生の先輩ってだけで基本的に二割増しでエロいからな。なんだか歓楽街に迷い込んだみたいだ。

　俺たちはひとまず、手近にいた温和そうな男子生徒に訊きいてみることにした。この辺りのフロアでなら、俺がゼロポイントということもバレないだろう。

「あの、すいません。常滑蒼そらさんってこの辺にいますか？」

　俺がそう尋ねると、男子生徒は露骨に嫌な顔をした。

「常滑……？　ああ、あの歩くハニートラップか。悪いけど関わりたくないんだ、ごめんね！」

　そう言うと、逃げるようにそそくさと男子生徒は去ってしまった。

「……ノリが悪いな」

「聞き方がよくなかったんでしょうか……」

「そんなこと言われてもなあ……」

　やはり、情報収集にも向き不向きがあるのではないか。

「……乃の々の香か、次はお前が聞いてこい」

「えええー、わたしがですか!?」

「俺が聞くより、女子が聞いた方が親切にしてくれる男子は多かろう。ボーナスステージ状態の乃々香ならなおさらだ」

「が、がんばってみます……」

　そして、乃々香は付近にいる一人の男子生徒に目を付け、尋ねに行く。俺の時より、明らかに長い時間話を聞けているようだった。

　それから暫しばらくして、乃々香が戻ってくる。

「玲れい司じさーん、聞いてきましたー。色々わかりましたー」

　ぱたぱたと乃々香が駆け寄ってきた。

「よくやった。それにしてもずいぶん仲よさそうに話してたな」

「えっと、なんだかわたしが転校生だって知るなり、もう彼氏はできたのかい、今度ご飯に行かないかい、とかって慣れ慣れしく……」

　もう粉をかけられてたのか。やっぱり、ボーナスステージだ。ニューカマーは入れ食い状態だな。

「……まあ、でも情報をしっかり得られたのは助かったよ。今はもし可能なら誰かと付き合うのはしばらく待ってくれよな」

　俺がそう言うと、乃々香は少しびっくりしたような顔をした。

「そ、そんなこと、心配しなくていいんですけど……」

「……そうなのか？」

　それは置いておいて、俺は常とこ滑なめ蒼そら先輩の情報を、乃々香から聞く。

「えっと、どうやら、常滑蒼先輩はこの三年の間では、先ほどの【歩くハニートラップ】以外にも、このような二つ名で呼ばれている方のようです。なんでも、【妖怪・童貞おろし】と……」

　……童貞おろし。

「それは座ざ敷しき童子わらしみたいないい妖怪ではないのか」

「ど、どうなんでしょうか……」

「どう考えてもいいやつだろうそれは。童貞をおろしてくれるんだぞ！」

「え、ええと……わたしにそれはよくわかりませんね……。なんでも妖怪・童貞おろしは一階東側の階段下にある暗がりを、性的魅力を出しながら歩くと現れるらしいです」

　出現方法も完全に都市伝説か妖怪じゃねえか。

「どういう隠しキャラだよ……。しかし、性的魅力……？　どういうことだ……」

「どうすればいいんでしょうね、性的魅力、ええと、例えば、筋肉とか……？」

「いや、筋肉はフェチだろ。好き嫌いは個人差が大きい」

「はあ……」

「性的魅力だからな。……とりあえず股間でも膨らませておくか」

「って、きゃっ！　玲れい司じさん何を……」

　俺がズボンの中をごそごそとまさぐると、乃の々の香かが半分悲鳴を上げながら後ずさった。

「落ち着け。何もここでやましいことを始めようってんじゃない」

　俺は、股間の中というか、ポケットの内側で、縦にしてボールペンを入れていたのだ。これならズボンがパツンパツンに膨らむ。名付けるなら江え頭がしら方式フェイクイチモツだ。

「こうやって、勃起したように見せるだけだ。それも国宝級のビッグマグナムが」

「み、見せつけなくてもいいじゃないですかぁ……」

　乃々香は俺の方を見ないように指で浅めに目を隠す。

「……でも、それで大丈夫なんでしょうか？　性的魅力……。わ、わたしはあまり知識がないので。階段の下の暗がりに行くといいって言うのもどういうことやら……」

「まあ、行ってみればわかるさ」




　……ということで、俺たちは妖怪・童貞おろしに出会うために一階東側階段下にやってきていた。

「あの、玲司さん……武器がなくて本当に大丈夫ですか？　わたしのビニールバットお貸ししましょうか？」

　乃々香は、妖怪と対たい峙じするには武器が必要だ、と言い張り、特別活動室に一旦戻って物置部分にあった物品をわざわざ調達してきていた。だが、俺はそんな武器には頼らない。

「とにかく、だな。常とこ滑なめ先輩と思われる人物に会うために、性的魅力マックスな感じで行ってくるわ。おりゃあ！　ドーン！」

　俺は、ポケットの内側からボールペンを突き出し、股間を怒張させる。

「うう、慣れないなあ、その玲司さん」

　そんな乃々香の愚痴を背に、俺は股間をパンパンに膨らませ、前まえ屈かがみのまま噂うわさの暗がりへ向かってみた。おそるおそるという足取りで。

「おーい、常滑先輩、童貞おろしやーい……」

　そんな風に声を出しながら歩いていたが──突然、虚むなしさが襲ってきた。ぴたり。俺は歩みを止める。

「……ど、どうしたんですか、玲司さーん……」

「……馬鹿馬鹿しい。やっぱ、もうやめよう。そんなふざけた二つ名の人、いなかったんだよ──」

　そう言いながら、俺が乃々香に向かって振ふり返かえった、その瞬間だった。

「……わっ！」

　突然俺の身体からだがふっと浮く感覚があって、気が付くと暗がりに引き込まれていた。

「あれ？　こ、ここは？」

　突然暗がりに引き込まれたことにより、視界がまだ安定しない。ただ、熱い吐息が俺の顔にふうふうとかけられていることだけが理解できた。

　ひた……ひた……と汗か涎よだれかわからない水分が肩に垂れる。

「うふふ……匂いがしますわ……童貞さんの匂いが……」

「あ、あなたはもしかして……」

　ずい、と熱を帯びた女性の顔が目の前に現れた。そのままぐぐっと、間近に顔を寄せられると、吐息がさらに熱く、俺の頬ほおにかかる。

　少しずつ視界が取り戻され、目の前の怪異の正体が掴つかめるようになってくる。

　美しい黒色のロングヘアー。むちむちした肉感的な体型。垂れぎみの目と左目にある小さな涙ぼくろがまた妖艶な雰囲気を醸し出していた。

　胸は、風船でも入ってるんじゃないかと思うほどでかい。しかも、制服のはだけたＹシャツの隙間から谷間を見せつけてくる。

「で、出たーーーっ！　妖怪・童貞おろしだーーーーーー！　ちょ、ちょっとストーーップ！」

　俺は、用意してきた緑色のハンカチを闘牛士のように怪異の目の前でひらひらさせた。緑には心を落ち着かせる効果があるからだ。

「ふ、ふーっ、ふーっ。男根、男根、おろし男根っ……！」

　女性は息を荒くしながら目を見開いている。

　おろし男根ってなんだ。おろし大根じゃないんだから。もしかして童貞おろしの二つ名ってそういうことなのか。

　と、その時だった。

「れ、玲れい司じさんを返してくださーーい！　え、えい！」

　乃の々の香かが、念のために武器として持ってきていたビニールバットをフルスイングして、女性を叩たたく。

　ぽこん、という音がして、ノーダメージだった。悲しいほどに。

「ひゃあーーーー！　全然効かないですーーー!?」

「だ、だから乃々香、そんな武器じゃダメだって言っただろ！　バットで妖怪を殴って効果があるのは『コワすぎ！』シリーズぐらいだって！」

「いえ、まだです！　妖怪退治なら……たしか懐に……お札を持ってきて正解でしたっ、それーーっ！」

　乃々香は和風シューティングゲームみたいにお札を投げ始めた。

　ぺちん、ぺちんと女性にお札が当たる。

「さっきより効果あるわけないだろそんなん！」

　だが、そのお札のうち一枚が女性の顔に貼り付くと──

「きゃーーーっ！　冷たーーーい！」

「え？」

　突然効果が現れ、女性はよろよろとよろめくと、ガン、と壁に激突し、そのままぱったりと倒れこんでしまった。

「な、なんでだ……本当に妖怪だったのかこの人……？」

「あ……玲れい司じさん、わたし一枚お札と間違えて、熱冷ましの湿布を投げちゃったみたいです……！　でも、効果があったんなら大丈夫ですよね！」

「大丈夫かな……」

　俺たちは急いで女性を介抱することにした。





　　　　＊　　＊　　＊






　俺たちが床にきちんと寝かせると、ほどなくして女性は起き上がった。

「ううーん、今まで私はなにを……」

「五分、貴女あなたが正気に戻るまで、それだけの時間がかかりました」

「玲司さん、なんで避難訓練の校長先生みたいなこと言ってるんですか……。あ、あの、ここがわかりますか？」

　乃の々の香かが優しく、女性に問いかける。

「ああ……私、また性的なものを見て……見境なくなってしまったみたいですね……」

　そうしずしずと話す姿は、完全に大和撫子なでしこなんだけどな。

「……常とこ滑なめ蒼そら先輩……ですよね？」

「はい……そうです……」

　常滑先輩は、自分がやらかしたことに凹へこんでいるようだった。

「わ、私、また暴走を……ふ……ふえええええん！　ごめんなさああい！」

　そのまま泣き出してしまった。

「ちょ、ちょっと常滑先輩！　泣かないでくださいよ……」

　俺たちは周囲の目を気にしながら、常滑先輩をさらに暗がりの奥へと連れ込んだ。

「すん……すん……」

「は、はい、これで拭いてください……」

　俺は泣いている常滑先輩にポケットティッシュを差し出す。常滑先輩は、シュッ、シュッとティッシュを艶なまめかしく取った。

「ありがとぉ……」

　鼻に抜けた声がまたエロい。というか、ティッシュを触る手付きがナチュラルにエロい。

「私、三年の常とこ滑なめ蒼そらと申します……」

「それはさっき聞きました」

「私、妖怪呼ばわりされてますけど、人間なんですぅ……」

「それはそうでしょ……」

　存在感だけは殆ほとんど女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もみたいだったが。

「あの……なんで私が妖怪・童貞おろしや歩くハニートラップと呼ばれるようになったか、お話ししてもいいですか？　いいですよね……」

　そして、俺たちの返事や相あい槌づちを待ったりすることもなく、勝手に常滑先輩の身の上話が始まった。

「私……実家が東北の農家なんです。だけど、うちの家系には全然男性が生まれなくて……。跡取りに婿を取らなきゃいけないから、子供の頃からできるだけ早く殿方を誘惑しなさいってお母さんに言われて育って……所作一つ一つに男性を誘惑できるようにがんばってきたんです」

　それで、性的なものを感じるとスイッチが入ってしまうようになった、ということらしい。

「だけど……いざ、殿方を捕まえるぞと思ってうきうきしてこの高校に入ってきたら！　段階を踏まない不純異性交遊がいきなり禁止されるじゃないですか！　でも私、他にアプローチ方法なんて知らないし……周りには歩くハニートラップ呼ばわりされて……いつの間にか負け組になり、ニッチもサッチも……」
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「あ、そうか」

　この学校では、『健全な男女交際』にポイントが付与される。だが、不健全な交際に関しては、ペナルティが科されてしまうわけで。

　性交渉から入る恋愛……しかも、公衆の面前で誘われるようなそんな恋愛は、まったくもって『正しい恋愛』ではない。見えている地雷となるわけである。

　それを男子たちに忌避されているうちに負け組になってしまったのか。

　俺は、涙をすんすんとすする常とこ滑なめ先輩の艶なまめかしい姿を見て、生唾を飲み込む。

　これだけエロい身体からだをしていてエッチなことを誘ってくる先輩がいれば、他の高校なら引く手数多あまただろうに……。この高校に入ってしまったばっかりにこんなハメになっているのだ。常滑先輩は、完全にＬＰＰの被害者だと言える。

「人前では大人しくできないんですか？」

「その……私が性的なものを求めるのは発作のようなもので……極端に言うと、い、一本の棒や二つの玉を見るだけでスイッチが……」

　その時、常滑先輩の視線が、俺が手に持っていたボールペンに向かう。

「棒──────！」

　常滑先輩は俺の持っているボールペンを奪おうとしてきた。

「わー、ストップストップ！」

　なるほど、こういう暴走が魅力を台無しにしているわけだ。確かにこりゃ、この学校にいる限り、ゼロポイントの女である。

　常滑先輩に何を言っていいか俺が考えあぐねていると、乃の々の香かがフォローに回った。

「えーと、わたしはうまく言えないんですけど……げ、元気出してください！　世の中にはきっと常滑先輩みたいな方の需要もあると思います！　えーと、その、か、川崎にあるお祭りとか……！」

　それ、男根を崇拝するかなまら祭りのことだろ。どういう慰め方だよ。そこはせめて人間にしてやれよ。

「うう……ありがとう……今度行ってみるわぁ……」

　こっちもほだされるのかよ。そしてかなまら祭り行ったら行ったで大変なことになりそうだなこの人。

　だが、こうして凹へこむ常滑先輩を見て、俺は改めて決意した。

　正しい恋愛。生徒会が作ったそんな曖昧な指標で不幸になったこの人と一緒に、権力に抗あらがってみたいと。

「……ところで、常とこ滑なめ先輩にお誘いがあるんです。今、俺たちはＬＰがゼロポイントの負け組を集めているんです。このクソッタレな学校で生き抜くために」

「え……？」

「細かいことは──改めてお伝えしますが、よかったら、俺たちと一緒に行動しませんか？　この学校の特別活動室でいつも放課後に活動してるんですけど」

「ええと……」

　常滑先輩は一瞬迷ってから──

「よくわからないですけど、それはもうセックスのお誘いも同然ですよね？」

「違います！」

「それに繋つながる可能性はゼロではないですよね？」

「……じゃあそれでいいです、もう」

　歩くハニートラップであっても、俺が引っかからないように気を付けていればいいだろ、もう。

「なら、今度遊びにでも行きましょうかしら。うふふ……」

　常滑先輩は、妖艶に微笑ほほえんだのだった。





　　　　＊　　＊　　＊






　一旦常滑先輩と別れた俺は、乃の々の香かと今度は下級生教室のあるフロアに来ていた。

「はあ、常滑先輩、ゼロポイントなのがわかる大変な人だったな……。次は一年の高たか石いし由ゆ美みさんに会いに行くぞ」

「今度は下級生の子ですね……」

「それにしても、上級生教室は華やかな匂いって感じだったが、こっちは若々しいエネルギーが充満しているな」

「はい、とっても元気ですね～」

「例えるならオホーツク海まで北上した12月の寒ブリだな」

「また謎比喩っ！」

　そんな乃々香との漫才はさておき、俺たちは一年生の教室前で、やはり近くにいた男子生徒をつかまえて話を聞いてみることにする。今回も、対人交渉は乃々香の仕事だ。

「ごめんなさい、ねえキミ！」

「わ、な、なんですか」

　乃々香が、やけにショタっ気のある低身長の男子生徒に対して、髪を後ろに撫なでながら前まえ屈かがみになって話を聞こうとしていた。その姿だと男子生徒の視線からは、乃々香の胸が強調されていることだろう。

「わたしね、転校してきたばかりだから色々聞きたいんだ。一年五組の高たか石いし由ゆ美みさんって知らない？」

「僕も五組ですけど、高石……？」

　ショタ生徒は一瞬考えてから、思い出したように答えた。

「あ、もしかしてアルコのことかな？」

「……アルコ？」

　あだ名か何かだろうか。

「それが……自分のことを機械だと思い込んでる変な娘こがいるんです。僕たちは誰もまともに会話できなくて。というより──誰も近づかないってのもあるかもね」

　そう言いながら、ショタ生徒は、五組の中のある一点を指差す。

「ほら。あそこの席」

　男子生徒に指差された方を見る。そこには、青っぽく色素の薄い髪をサイドで結んだ小さな少女が教室の中で、目を閉じてじっと座っていた。

　肌は白く、透き通っている。胸の厚みこそ薄いようだったが、それもまた好き者の需要を呼びそうな感じだ。顔の作りはまるでアニメキャラみたいに整っていて、完璧に愛らしい。

　ただ服装がやや奇抜で、制服の腕にキーボードのようなものを取り付けてある。それから、首元のネックレスに……コンデンサーをぶら下げてるのか？　耳の後ろにもアンテナのような物体がついている。

　彼女の前には段ボール板が置いてあり、そこにはマジックでこんなメッセージが大きく書かれていた。

『充電中』

　そこで俺はようやく、少女が手にケーブルのようなものを握っていることに気が付いた。その紐ひもの先を辿たどると、机の上にモバイルバッテリーが置いてあった。

　つまり──自分で自分を充電してるつもりなのだ。

「マジかよ」

　これはヤバそうな匂いがぷんぷんしてきた。人として。

「ありがとうね、ボク」

　乃の々の香かがショタ生徒に礼を言って立ち去ろうとすると。

「あ、あああ、あの、おねえさん！　ボク！　おねショタとか大好きで！」

　ショタ生徒は意を決したように乃々香に話しかける。

「……え？」

「お、お姉さんが転校生でまだ恋人がいなかったら、ぼ、ぼ、ボクと……」

「はい、ストップストップ」

　俺は、面倒なことになる前に、ショタ生徒の口を塞いだ。

「もが、もがが！」

「乃の々の香か、お前は天然なんだからそう簡単に青少年の性癖を惑わせるな」

「は、はい……」

　ボーナス確変中の乃々香をあんまり人前に出すのもなんだか面倒なことが多そうだなあ、なんてことを俺は思ったのだった。

　さて、問題は通称アルコ……こと高たか石いし由ゆ美みである。高石さんはみじろぎもせず、モバイルバッテリーから延びたコードを握り締めていた。まるで瞑めい想そうする修行僧のように。

　俺たちは、その１年生の教室内に入り、意を決してその少女に話しかけることにする。

「……あの……高石さん？」

「…………」

　少女は答えない。ただ、静かに目をつぶったまま、モバイルバッテリーから延びた充電コードを握っている。

「あの」

「…………いま、充電中」

　それでも続けると、それだけをぼそり、と言った。

　常とこ滑なめ先輩もヤバかったけどこの子はもっとやばい。普段だったら、絶対関わらないタイプの子だ。
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「……えい」

　若干の苛いら立だちを覚えながら、俺は、その手に握っていたコードを引っ張り抜く。

「……あ」

　悲しげな声とともに少女はゆっくりとこちらを向いた。

「充電の中断を確認。だが、残存電力で活動に支障なしと判断」

　少女は俺たちの方に向き直る。

「……アルコに、何か用か」

「高たか石いしさん、だよね？　初めまして、二年の小お倉ぐら乃の々の香かです！」

　乃々香が元気いっぱいに挨拶する。

「俺は同じく二年の築つき島しま玲れい司じ。今、生徒会に抵抗する負け組を探してるんだ……っていうか、君、高石さんじゃないの？」

　俺たちがそう言うと、少女はむっとした表情をした。

「アルコは、アンドロイドだ」

「わたしはあいほんです！」

「……そういう話じゃないと思うぞ、乃々香」

　アルコは苛立ったように咳せき払ばらいすると、淡々と自己紹介する。

「由ゆ美みは便宜的に付与されている名前。アルコの正体は、政府によって作られた人型アンドロイドだ。真実の名前は『Ｒ５‐９６２４』。短縮によりアルコという愛称を得た。以後、必ずアルコと呼ぶことを要求する」

　完全におかしなことを言う人に出会ってしまった。自分を機械だとか言い張ってるせいで誰も寄りつかないという、さっきの男子生徒の言ってたことが完璧に理解できた。

「アルコは、自らの存在空間をアルコと定義する。アルコは、半導体とＩＣチップにより構成されている有機構造体であり……」

「そ、それより高石ちゃん、ちょっとお話を聞いてくれないかな？」

　転校から数日のくせに乃々香が先輩ムードを吹かせてアルコに優しく出てみるが──

「うるさい。アルコだ、『のの字』」

「ののじ────っ!?」

　開幕から後輩に妙なあだ名を付けられて乃々香が狼ろう狽ばい、絶叫、悶もん絶ぜつしていた。

「……なあ高石さん……聞こえてる高石さん？」

「…………」

　そして、今度は聞こえないふりに入ったようだ。【必ずアルコと呼べ】、だもんな。機嫌を損ねてしまったようだ。だが──どうやって機嫌を取ればいい？

　俺は思い付きで、ポケットから飴あめを取り出して尋ねてみる。

「……アルコ、飴あめ食べるか？」

「食べる」

「食うのかよ……」

　アルコは、飴の包み紙をくるんっと回して飴を取り出すと、もふもふ舐なめながらこう言った。

「食物の熱量を動力に変えてアルコは作動する」

　そういう設定なのか。

「あれ？　でもアルコちゃん、さっきモバイルバッテリーのコードを握ってませんでした？　結局電力で動くんですか？　食物で動くんですか？」

「……エネルギー補給方法は、ハイブリッド方式で変更される」

「いや、明らかに後付けだろそれ」

　自称人型アンドロイド、アルコの設定はわりかしガバガバだった。

　しかし──埒らちが明かないな、こりゃ。

「こりゃダメだ。電波すぎる。帰るぞ、乃の々の香か」

「え、どうしたんですか、玲れい司じさん？　ちょ、ちょっと待ってくださーい！」

　踵きびすを返して立ち去ろうとする俺を、乃々香が呼び止めた。

「あの、アルコちゃんを仲間に引き入れないんですか？　たぶん、良い子ですし……お人形さんみたいで可愛かわいいじゃないですか！」

「それでも──電波系だけはダメだ。これじゃあ恋人ができないのも完全に納得だ。電波系って言うからにはさ、受信してるんだよ。ヤバイ何かを。だから関わるだけ時間の無駄だし、昨今だと身の危険も──」

「……むかっ」

　アルコは、そんなことを口走ると、腕に付けてあるキーボードをじゃきん、と振り、かちゃかちゃと操作し始めた。

「……なにやってるんだ？」

「玲司とのの字はアルコを怒らせた。現時点より周囲の電子機器が大変なことになる」

　そうアルコが言うのと同時だった。

「……え？　わわわっ！」

　突然、俺の頭上でスプリンクラーが暴発して放水を始めた。俺と乃々香の姿をしとどに濡ぬらすその放水は、二分ほど続いて止まった。

「う、うう～、びちょびちょです～」

　全身からぽたぽた水を垂らしながら乃々香が悲痛な声を上げる。

「な、なんだ？　スプリンクラーの故障か？」

　俺が戸惑っていると。

「……ふふふ」

「アルコ……？」

　アルコは、にやにや笑いながら腕のキーボードを見せつける。

「そう、今のはアルコが実行した。アルコのハッキング技術に不可能の文字はない」

　そういえば、関せき口ぐちの持っていた資料によると、この少女は特技がハッキングだった。これだけ自由自在に機械を操れるのなら、本当なんだろう。

「恐れたか。人間。なら、他の生徒と同じように即刻アルコの前から去るといい。今まで、アルコに近づいた人間はみんな、そうやって逃げていった」

　アルコは、寂しそうにぼそりと呟つぶやいた。

「アルコは……人に恋をするより、プログラミングやハッキングや機械と遊んでる方が好き。ただそれだけのことが──なんでこの学校ではダメなのか、解せない」

　その言葉に、俺は──ハッとした。

　そうか。生徒会に恋愛を推奨されても、そんなことに最初から興味がない、全ての価値観が恋愛に置かれることに、耐えられない人間もいるのだ。

「……そうだよな」

「……？」

　確かに、電波系の問題児なのかもしれない。これではいくら人形みたいに可愛かわいくても、男が寄りつかないのも納得だ。

　だが、世間には様々な価値観がある。

　だからこそ、こいつを仲間に引き込む理由もある。

「……よし」

　そして、俺はある程度の作戦を脳内で組み立てると──

「すばらしい─────っ！」

　俺は、いきなり大声で叫びながら、両手でアルコの手を取る。

「……え？」

　アルコは、きょとんとした表情になった。

「俺、勘違いしてた！　お前みたいにすげえやつ、初めて見た！」

　まっすぐにアルコの目を見ながら、俺は誇張ぎみに精一杯の感動を伝える。アルコは目を逸そらしながら、少しだけ恥ずかしそうに赤面した。

「な、何だ、人間。気付くのが遅いぞ」

「アルコ、俺はお前のハッキング技術に感動した。お前が必要なんだ」

「そ、それは……」

　アルコは、頬ほおを赤らめて俯うつむく。

「お前が必要って……アルコ、そんなこと言われたの有機体構築以来だ……」

　俺は、今までより真面目な顔になって、アルコに言う。

「なあ、アルコ。お前さ、こんな『正しい恋愛』以外に価値を認めないような高校で、ずっと負け組扱いされて、誰にも話しかけてもらえなくて──嫌になってたんだろ？」

「……アルコの集積回路は感情という衝動を規定しない。よって、傷付いてはいない。生徒会にも……クラスの男子にも、女子にも、いらない子扱いされたが……傷付いてはいない。まったく。これっぽっちも傷付いてはいない。……本当に傷付いてはいない」

　そう言いながら、嫌なことでも思い出したのか、涙目で俯うつむいてしまう。相当傷付きやすいみたいだな、こいつ。

「……アルコは想起する。人間と機械は、所詮理解しあえないと」

「理解しあえなくてもいい」

「……え？」

　アルコは顔を上げる。

「俺はさ、この学校で負け組でもなんとか生きられるようになりたいと思ってる。だから……俺たちは、生徒会に反旗を翻そうとしてる人間の集まりなんだ。地下にある特別活動室に普段は集まってるんだけど、もしよかったら手伝ってくれないか」

　俺の言葉に、アルコは明らかに揺らいでいるようだった。

　そして──

「……わかった、行っても良い」

「え？」

「機械に人権を与えるための闘争を始めよう。アルコをわかってくれた人間は、玲れい司じ、お前が初めてだ。アルコ、玲司の言うことなら聞いてやる」

　こうして、自分を自分で機械と言い張る電波系ハッキング少女、アルコが仲間に加わったのだった。
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　時刻はもうすっかり夕方になっていた。

　今日は、なんだかんだで新しい仲間候補が増えた一日だった。しかも二人も。

　そんな満足感と共に、俺が一旦教室に帰って荷物をまとめていると、乃の々の香かも荷物を詰め終わったのか、声をかけてきた。

「……玲司さんっ」

「……どうした」

　乃々香の方を見ると、夕焼けを逆光にしてよく映えていた。

「一緒に帰りませんかっ」

　乃の々の香かは元気よく言った。

「……ああ、別に構わないが」

「それじゃあ、行きましょうっ！」

「あ、おいおい」

　俺は乃々香に手を引かれて教室を飛び出した。




　──俺は夕暮れ時の町並みを乃々香と二人で歩く。

　なんだか、まるでデートみたいだ、なんてことを思ってしまう。というか、こうやって二人で帰ることにも、本当の恋人だったら恋愛ポイントがつくのだろうな。

　だから──改めて、俺は乃々香に謝りたいような気分だった。

「……悪いな、乃々香。転校早々いきなり変なことに巻き込んで」

「いえ、全然っ！　楽しいですし、充実してますし！」

　乃々香は、楽しそうに、マシンガンのように喋しやべる。

「それにしても、常とこ滑なめ先輩はえっちなことから入ろうとするからダメ、アルコちゃんは機械いじりの方が好きだからダメなんて、難しいですよね、正しい恋愛って。そんなもの、本当にあるんですかね……？」

「少なくとも、生徒会の連中は決めてる」

「はー、難しいですね……それで負け組になっちゃうなんて……」

　そこで俺は、意を決して、乃々香に語りかけた。場合によっては、怒られることすら覚悟の上で。

「だけどな、俺とつるんでる限り、お前も彼氏が出来にくくなることは間違いない。負け組になるかもしれないぞ」

　そのことを、俺はもうずっと危惧していた。

　上級生の教室でも、下級生の教室でも、乃々香は本人が望みさえすれば、いつでも恋人が作れそうな気配はあった。俺や常滑先輩やアルコみたいな、『ボーナスステージから弾はじかれた連中』と違って、乃々香はまだボーナスステージのまっただ中にいるのだ。

　しかも、だ。

　はっきり言うが──乃々香は、可愛かわいい。十人中、九人はそう言うだろう。

　そんな乃々香を縛り付けることは──正しいことなのだろうか──

　なんて考えていると、乃々香は少しだけ神妙な顔になって、鞄かばんを身体からだの前に持っていき、こちらにくるりと振ふり返かえって言った。

「あの、わたしっ！　玲れい司じさんが、何かをしようとしているなら──」

　その顔が、夕焼けに照らされて桜色に染まる。

「わたしは、玲司さんのパートナーになってそのお手伝いができたらいいなって……思ってるんです。それはきっと……わたしにとって勝ち負けより大事なことなんです」

「……パートナー？」

「相棒というか、相方というか……ダメですか？」

「……いや」

　その笑顔があんまりに綺き麗れいだったので、俺は面食らいながら、答える。

「確かにな。今までの俺に足りなかったのは、パートナーなのかもしれない。お前が、楽しんでくれているなら俺も助かる」

　俺は、乃の々の香かに向けて右手をそっと差し出す。

「じゃあ改めて、宣言しよう。俺たちはパートナーだ」

　その手をじっと見てから乃々香が──決して逃がさないかのように、宙に浮いていた俺の手を捕まえる。

「……はい！」

　俺たちは、がしり、と手を組んだ。

「えへへ、なんだか楽しさ高まりんぐです。へへ～」

　乃々香は、またふわふわの語彙で自分の高揚感を表現したのだった。




　その時だった。
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「……あれ、あれって……」

「……？　どうしたんですか、玲れい司じさん？」

　俺は、乃の々の香かの背後。視界の端に、見覚えのある姿を見つけたのだ。

　道沿いにあるイタリアンレストラン。

　そのテラス席で、袖そでケが浦うら涼すず莉りが誰かと談笑しながら、カルボナーラを食べていた。

「涼莉……？」

　涼莉と一緒に食事をしている人物の姿を見る。

　年の頃にして二十代中盤ぐらいのイケメンだ。パリッとしたスーツを着ていて、サラサラに整えられた髪などから、一流商社マンってところだろうか。

「はわ～……あれ、涼莉さんの彼氏さんですかね？」

「……マジか」

　向こうはこちらに気付いていないようだったが、耳をすませると会話の内容が細切れで聞こえてくる。

「でも、なんで急に今日はご飯に誘ってくれたわけ～？　ねえ、今夜は泊まっていくんでしょ？」

　今までに聞いたことのない、デレデレした涼莉の甘い声と口調だ。そんな下半身をくすぐるような鼻に掛かった声で、泊まるだの泊まらないだの話をしている。

　よく見ると、涼莉の化粧も、いつもの一割増しで気合いが入っているような感じがある。それはまるで、決めに行くデートの時の、勝負化粧のように──

「涼莉さん、見た目はいかにもおしゃれなギャルさんって感じですからね～、きっとモテるんでしょうねえ……あれ、玲司さん？」

　無意識のうちに俺の身体からだから力が抜けていた。

「……はあ」

「わわわっ」

　俺は、気力をなくしてつい乃々香にもたれかかってしまう。

「ど、どうしたんですか玲司さんっ、空気の抜けたゴム風船みたいですよっ」

「……ちょっと色々あってな。俺は童貞だから刺激の強いものを見ると全身の力が」

「力が？」

　俺は手をぶらぶらさせながら言う。

「抜ける……」

「はわわっ、そういうものなんですね!?　な、なるほど……そういうものとして……そ、そういう時にはこうして支えればいいんですかね……？」

　乃々香は事実を受け入れようと、一生懸命俺を支えていた。

　俺は涼莉があんな風に笑うのを初めて見た。

　間違いなく、あれは俺に見せたことのない顔だった。

　涼すず莉りは世間一般の分類でいけば確かにギャルっぽくはある。あるのだが──自己の恋愛より、規律を優先させる女だと思っていた。

　クソ真面目に、理想の自己に並び立とうとしすぎてしまうような、儚はかなげな脆もろさを持った女だと思っていた。勝手にそう思っていたのだが──あれは完全に、『恋する乙女の目』だった。

「……なあ、乃の々の香か」

「な、なんでしょうか」

「ちょっと、今日は一人じゃ歩けそうにないんだ。帰るのに肩を貸してくれないか」

「は、はいっ」

　俺たちは、ふらふらと千鳥足で帰途についたのだった。




　ああ。ここまでわかりやすいと、我ながら嫌になる。

　俺が、こんなにも虚脱状態になる理由なんて。

　そんなの理由はたった一つしかなくて。




　たぶん俺は、袖そでケが浦うら涼莉のことが、今でも好きなんだろう。





[image: ]




　俺が常とこ滑なめ先輩とアルコに出会った次の日の放課後。

　俺と乃々香は、同盟軍拠点──特別活動室内のスペースを整理していた。

　ここの場所を二人にも教えておいたため、今日は改めて、グループの方向性を決める会議が行われる予定だった。

「オレンジジュース、と……あと、おいしいお菓子！　やっぱりオレンジジュースにはふ菓子ですよねえ、ふふふ」

　紙コップとオレンジジュースと駄菓子でもてなす準備をしている乃々香はやけに楽しそうだ。根本的におもてなしの精神が強いのだろう。その食い合わせは正直どうかとも思うが。

「さあ、後はやつらがちゃんと来るかどうかだが……」

「来ますかね……」

　ドキドキを隠しきれない、という感じで胸に手を当てて乃々香が呟つぶやく。

「来るさ。俺の勘が正しければ──普段虐げられている人種は、優しい言葉に弱いんだ」

「優しい言葉だったんですかね、あれ……」

　その時、コンコン、と特別活動室の扉がノックされた。

「失礼します～」というおっとり気味の声とともに。

　今の声は、常とこ滑なめ先輩かな？

　俺は少し緊張しながら応える。

「……どうぞ」

　間を置いてから、かちゃりと扉が開いた。

　誰が入ってくるか静かに見守っていると、ひょっこりと現れたのは──真っ黒で太い棒だった。

「……え？　ぼ、棒……？」

　俺と乃の々の香かがあっけにとられていると、続けてひょっこりと常滑先輩が顔を出した。

「……はい、もっこりはん」

　一発屋のお笑い芸人みたいな芸風だった。

「……これはなんですか」

　俺は、常滑先輩の手から黒光りする太い棒を奪い取る。心なしか、中でウィンウィンとモーターのようなものが動いている感じすらある。

「……棒です」

「こういう変な棒を持ち込むのはダメです。空港でも止められて恥ずかしい思いするやつでしょこれ。保安上の観点から持ち込み禁止」

「ひええん」

　思わず先輩に教育的にツッコんでしまう。

　だが、そんな俺たちの反応に逆に安心したのか、常滑先輩は改めて満面の笑みを見せた。

「えへへ。来ちゃいましたぁ」

「わーい、常滑先輩！　いらっしゃいませですー！」

　乃々香が嬉うれしそうに拍はく手しゆで出迎えた。

「正直ね、私、妖怪扱いされるのにも虚むなしさを感じ始めてて。まあ、ちょっと話ぐらいは聞いてもいいかなって」

「よく来てくれました！」

　俺は、常滑先輩の手を強く握った。びくん、と常滑先輩が身体からだを震わせる。

「ああん、男の子のぬくもりぃ……」

　埒らちが明きそうになかったので、俺は座布団を渡して、常滑先輩を椅子に座るように促す。

「はい、とりあえず腰掛けてください、常滑先輩」

「腰振ってください？」

「いちいち余計なこと言って話を長くしないでください」

　そして、常滑先輩はパイプ椅子に腰掛ける。むちむちの太ももを受けてパイプ椅子がギシィと軋きしんだ。

　常とこ滑なめ先輩は辺りを見渡して言う。

「でも殺風景な部屋ねえ」

「その辺りは善処します。現在進行形で模様替え中なので」

　乃の々の香かが旗を引っ張り出す。

「国旗でも飾りましょうよ！　何か常滑先輩好きな国ありますか？」

「スウェーデンがいいわねぇ。フリーセックスの国だから」

「国際的に怒られますよそのうち」

　俺がげんなりしていると──また、ノックの音が聞こえてきた。

「……はい」

　俺の返事の後、ゆっくりと扉が開いて──

「…………」

　そーっと覗のぞき込こむように一人の少女がゆっくり顔を出す。アルコだった。

「来てくれてありがとうな、アルコ！」

　俺がそう声をかけると。

「……塵じん埃あい過多。体内機構に悪影響と思われる」

　そう言いながらすーっと顔を引っ込めていった。

「あわわ、アルコちゃん……一緒に遊びましょうよー。おいしいお菓子もありますよ！」

　乃々香がそうやって誘うと。

「……おいしいお菓子」

　再びすっと顔を出す。

「でも、アルコは人間の味覚に合わせるのは複雑すぎるから……」

　すすすと引っ込んでいった。

「もぐら叩たたきかよ！」

　それにしても、俺は思う。

　なんでこんな濃い面子メンツばかり揃そろってしまったんだろう……。ボーナスステージの恩恵にすら与あずかれないような連中だからか……。
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　アルコと常滑先輩を加えた俺たち四人は、テーブルを囲んで座っていた。

「まあ、とにかく来てくれてありがとうな、アルコ！」

「……あくまで暫定処理にすぎない。人間の視察である」

　そう言うものの、アルコはどこか嬉うれしそうな顔ではにかんだ。おいしいお菓子を口いっぱいに頬ほお張ばりながら。

「……さて。ここでゼロポイントの問題児四人が揃そろったことで、俺のプロジェクトはいよいよ実現に向かう。涼すず莉りのリストによればあと一人、正体不明のゼロポイントがいるらしいのを除いてだが……」

「……リスト？　正体不明？」

　アルコが怪け訝げんそうな顔で尋ねてくる。

「ああ。実は今回お前たちを集められたのは、生徒会の袖そでケが浦うら涼莉から手に入れた『生徒会への反乱分子』リストのお陰でな。それによると、あと一人この学校に生徒会の言うことを聞かないゼロポイントの生徒がいるらしいんだが、名前がわからないんだ」

「……ブラックボックスマン。なるほど」

　アルコは何か勝手に二つ名を付けて納得したようだった。関せき口ぐちはミスターＸって呼んでたけどな。

「まあ、それより本題に入ろう。ようこそ負け組諸君、恋愛敗者同盟へ。改めて、俺がリーダーの築つき島しま玲れい司じだ！」

　俺は三人に向けて宣言する。俺が悦に入っていると、ひそひそとみんなが話し始めた。

「……ねえアルコちゃん乃の々の香かちゃん、いつ築島くんがリーダーって決めたの？」

「記憶皆無。既成事実の捏ねつ造ぞうと思われる」

「そんな……いくら玲司さんでもそんな非道なことするわけありませんよ！　それじゃあただ権力が欲しいだけの欲望オバケじゃないですか！」

　ぺたぺたと付箋でも貼り付けるみたいに俺の悪評が重ねられていく。さすがにひどすぎない？

　俺はこほん、と咳せき払ばらいをして改めて宣言する。

「まあ、俺が始めたことなので俺がリーダーというものは揺るぎないとして……。いいか、俺たちはあの生徒会の横暴なＬＰＰ（恋愛ポイントプログラム）によってヒエラルキーから弾はじき出された、恋愛格差社会的弱者である！　その負け組の、負け組による、負け組のためのレジスタンスをここに結成したいと思っている！」

　俺が自信満々で言うと、ぱちぱちぱちと心のこもっていなそうな拍はく手しゆが飛んできた。

「はい、拍手やめていいですよー」

　小声で言ったのは乃々香だ。ていうか今の拍手ヤラセだったのかよ。

「さしあたって、今後の活動方針をみんなで決めたいと思うが──」

　そこに、常とこ滑なめ先輩が手を挙げた。

「……あの、築島くん」

「なんですか？」

「このグループに入る前後で、私に何か変化はあるかしら？　わかりやすい特典、メリットとか」

「……メリットか。はっきりとは言えないが、この同盟は……そうだな。労働組合のようなものと考えてくれ。みんなは、いつまでも恋人ができず、ポイントも貯たまらないが、かといって生徒会からの支援も受け入れたくはないというへそ曲がりの集まりだろう？」

「アルコは不快感を記録」

　アルコがぷう、と頬ほおを膨らませた。

「だが、俺たちがグループで行動するとどうなるか？　少なくとも、情報共有、生徒会への牽けん制せい、交際相手を選ぼうとしているカムフラージュなどになり生徒会のうるさい干渉から解放される可能性があるぞ！　この先は君の目で確かめよう！」

　俺は大丈夫なのか疑わしいゲーム攻略本みたいなノリで締めた。

「……といってもねえ。負け組同盟って、なんだか傷の舐なめ合あいみたいな感じでいやねえ。違う舐め合いならいいのだけど」

　しっくり来ていない様子の常とこ滑なめ先輩。

「……先日はノリで承諾したが……やはりめんどくなってきたかも」

　アルコも、なんだか乗り気でなさそうだ。

　まずい空気を感じる。このままじゃ、最初で最後の会合、ということにもなりかねない。

　なので俺は、行動に出た。

「……お前たちは、負けっぱなしでいいのか!?」

　俺がそう叫ぶと、二人はビクンと反応した。

　一度手ひどく負けた人間は、どんなに時が経たっても、その痛みが消えるわけではない。感覚をマヒさせているだけなのだ。だから、後はその事実を思い出させるだけだ。

「このままでは、いつまで経っても生徒会からの、そして全校生徒からの嫌がらせはますます加速していくことだろう。だが、それは一人だから潰されるんだ。複数で固まっていれば、無残に潰されることはない」

　常滑先輩とアルコの二人は、顔を見合わせる。俺は、改めて頭を下げる。

「頼む。しばらく、騙だまされたと思って俺たちと行動を共にしてくれ」

　すると、常滑先輩とアルコは、暫しばらく悩んだ後……。

「しょうがないわねえ。まあ、暇だし？」

「……了承した。アルコにとっても有益な取り引きの可能性がある」

　二人はそう言い、揉もめ事ごとの予感は無事に収束したのだった。

「あ、あの、玲れい司じさん……」

「なんだ、乃の々の香か」

　乃々香がおずおずと聞いてきた。

「この同盟って、名前とかあるんですか？　恋愛敗者同盟でいいんですか？」

「一応俺にも腹案はあるが……何か希望する案がある人はいるか？」

　俺がそう言うと、アルコが挙手をする。

「アルコ、なにかあるのか？」

　アルコはノートをちぎって、何か書き込むと俺たちに向けて提示した。

「……同盟の名前、これがいいと思う」

　見せてもらった紙にはこうだ。

「マシーンズ（全員機械）」

「俺たちは別にマシーンじゃねえよ！」

　次に乃の々の香かが手を挙げる。

「ええと……わたしの提案は……みんなで仲良く、村社会を築いていこうっていう気持ちを込めて……『なかむら』ってのはどうですか？」

「知らない人出てきた！　誰だよ！」

　乃々香も、意外と天然ボケなのである。

「……セックス大名！」

　隙あらば挟んできた今の提案は常とこ滑なめ先輩案。もちろん却下だ。どっから出たんだよ大名って。

「あ、あのみなさん、いっそのことまとめてみませんか？　わたしたちのユニット名は、合わせて……『セックスマシーン中村』とか」

「めちゃくちゃサブカル界かい隈わいにいそうな人名が誕生してる！」

　俺は、まとまらない議論に頭痛を覚えながら、諦めるようにペンを取り、ノートに思い付いていた同盟名を書き込む。

「とりあえず……俺の案を書いておくな。これでいいだろ。何かもっといいのがあればそれにするってことでさ」

　俺は、それをみんなに見えるように高く掲げた。

『ルーザーズ・ユニオン』

「負け犬ルーザーズたちの、同盟ユニオン」

　俺が意図を説明すると、みんなも口々に「ルーザーズ・ユニオン」と声に出す。そして、お互いに顔を見合わせる。中々、感触は良さそうだった。

「……どうだろう、乃々香」

　俺が水を向けると、乃々香は満面の笑みで応えた。

「いいと思います！　すごく、すごく！」

　こうして、俺たち同盟の名前は『ルーザーズ・ユニオン』に決定したのだった。
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「さあ、始めるぞ、時代の申し子、維新の豪傑、『ルーザーズ・ユニオン』の新たなる歴史を。俺たちが、あの生徒会に目にもの見せてやるんだ！」

　口に出すと我ながら少し楽しい気持ちになってきた。だが、俺の盛り上がりをよそに、まわりはまだ冷めたままだった。

「……でも築つき島しまくん、私たち……具体的に何をするの？」

「常とこ滑なめ先輩の危惧ももっともだ。俺たちはただなんとなく負け組の反乱分子というだけで集められて、まだ結束も目的意識もくそもないだろう。そこで──俺たちの今回の作戦は、これだ！　乃の々の香か、レジュメを配ってくれ」

「は、はい！」

　乃々香の手によってレジュメが配られ、みんなが興味なさそうにペラリとコピー用紙をめくる。

　そこには、大見出しでこう書いてあった。




『ルーザーズ・ユニオン結成記念大懇親会！　まずはなかよく！』




「……まるで小学生の遠足のしおりみたいなタイトルね」

「……仲良くって」

　常滑先輩もアルコも呆あきれ気ぎ味みだった。

「……まあ、簡単に言うと、生徒会に抵抗するもなにも、とりあえず俺たちには団結力が足りない。だからとりあえずは仲良くなりましょうって感じのイベントだな」

「……ただ遊びたいだけじゃない？」

「……違う！　断じて違う！　しかも俺はこれは極めて合理的な作戦だと思っている。だいたいみんな、どれぐらい異性と話した経験値を持っているんだ？」

　俺がそう聞くと、場の空気が一瞬で変わった。聞かれたくないことを聞かれると、人間はフリーズしがちである。

「……常滑先輩は、ビッチぶってるけど、どうなんですかそこんとこ」

「わ、私はしょっちゅう暗闇に引きずり込むとこまでは行くわよ」

「拉致しようとするのは会話とは言いません！」

「性感帯とかも聞くわよ？」

「ますますそれは初対面の人に聞くもんじゃないです！　アルコは」

　アルコは興味なさそうに言った。

「アルコは人間存在を俯ふ瞰かん的てきに凝視する行為の研究の最中と言える」

「要するに、見てるだけってことだろ」

　思った通り、どいつもこいつも、コミュニケーションに問題のあるやつらばっかりだ。

「わ、わたしは勇気がないので……」

　乃の々の香かも恥ずかしそうに言った。

「……と、まあ、な？　俺たちが負け組になっている一因には、絶対的な経験のなさもあると思う。そこで、この部活でもしばらくは、懇親会がてらコミュニケーション力も磨いていけたらと思う」

「それは……どうやって」

　乃々香の質問に俺はにやりとしてしまう。

「この学校の近くの遊び場と言えば一つだって言ったろ。ラウンドツーだ！　ボウリング場で楽しく遊んで親睦を深めるぞ！」
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　そして俺たちは、早速アミューズメントパーク──学校近くのラウンドツーに来ていた。

　大きな建物を眺めながら、アルコが感慨深げに呟つぶやく。

「……本当に来た」

「……どうしたアルコ？」

「放課後に誰かと遊びにくる行為は、初めて」

「そうか……」

　誰かと放課後遊ぶだけで感慨深くなってしまう。そんな価値観の中で生きてきたんだなあ。

「まあ、俺は関せき口ぐちとかと遊びに来たことはあるから色々教えてやるよ。交流会だからな。たっぷり交流しようぜ！　今日はとりあえず──ボウリングだ！」

　ということで、俺たちは複合施設の中、ボウリング場がある階にエレベーターで上がる。エレベーターを降りた瞬間、ガランガラン、コーン、という特有の騒音とワックスの匂いが鼻に付いた。

　いくら数少ない学生のたまり場とはいえ、生徒たちはゲーセンの方にも分散されるため、混み具合、レーンの埋まり具合は半分ぐらいというところか。さほど待たずに済みそうなのは僥ぎよう倖こうだった。

「……マザーサーバ検索。Wi-Fi経由でネットワークに侵入できるか試行……」

　アルコは到着するなり息を吐くように袖のキーボードを操作してハッキングできる場所を探していた。歩く不正アクセス禁止法だなこいつ。

「まあ、そこでまず申し込みして靴を借りよう」

　早速俺たちは、受付でお金を支払い、ボウリング場で貸し出している専用のシューズを借りる。

「わあ、玲れい司じさん見てください！　ジョリンコですよジョリンコ！」

　乃の々の香かがジョリンコ靴にテンション上がっていて、意味なくベリバリ剥はがしたりしている。小学生男子かよ。だが、それにアルコも同調して一緒にやり始める。

「支払いはまかせろー」

　バリバリ。

「アルコも靴で遊ぶのやめろ！　さ、靴を借りたらみんな、ここで球を選ぶ」

　今度は球選びタイムである。俺は大理石柄の14ポンド。みんなは11～12ポンド前後の女性用ボウリングの球を……。

「うふふ……この穴、すごい素敵……」

　常とこ滑なめ先輩が意味もなく興奮しながらじゅっぽじゅっぽとボウリングの球の穴に指を出し入れしていた。

「やめてください、意味のないことは。あれ？　乃々香は？」

「……のの字はトイレに行った。荷物を持ったまま」

　そんな言葉からしばらくして、トイレからぱたぱたと乃々香が駆けてきた。

「玲司さーん、着替えられましたー」

「着替え……？」

　乃々香は体育の授業で使った体操服に着替えていた。

「え、いりませんでした？　運動する格好がいいと思って……」

「真面目通り越してアホか！」

　いや、それはそれでビジュアル的にいい感じではあるのだが。
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　今回のボウリングは、一応交流が目的、ということでコンビを組んでチーム戦をすることになった。

　グッパー分けの結果、先攻は俺と乃々香のペア、後攻が常滑先輩とアルコのペアに決まった。さあ、俺たちチームの一投目は乃々香だ。

「……う、うまく投げられるかなあ……」

　不安そうな言葉とともに乃々香はレーンの前に立つ。

　ボウリングの球を持つさまが、まるでつまようじに黒ごまだんごを刺したみたいにアンバランスだ。そんな乃々香が、ふらふらとした足取りでレーンを歩んで行き──

「ちんからほい！」

　呪文でも唱えるみたいな掛け声とともにぎこちなく振りかぶって投げると、ごとん、と垂直に落下したボールはすぐにガーターレーンをガラガラと転がっていった。

「ああ、だめでした……」

「……だめだな、こりゃ」

「ご、ごめんなさい、玲れい司じさん……」

「……まあいいさ」

　涙目で訴える乃の々の香かが可愛かわいかったので、俺にはそれ以上責めることはできなかった。

「……そうさ。俺がカバーすればいいんだよな。ペアだもんな」

　そして、俺は袖まくりをしながら立ち上がる。いざ、振りかぶり──

「おりゃああああああああああ！」

　手を放すと、球は３メートルほど先で側溝に落下した。

「築つき島しまくん、全然カバーできてないじゃない」

「……玲司無能」

　情けないリーダーを責める視線が痛い。

「まあ、こんなこともあるな……」

「そ、そうです玲司さんっ、明日はホームランですよ！」

「よし！　はあい、それじゃあ、次は私ねえ」

　常とこ滑なめ先輩が嬉き々きとして球を構える。だが明らかにその球の大きさは過剰……っていうかあのボール、俺のより等級が上じゃないか？　そんなわけで、これまたふらふらとした足取りで歩んだ常滑先輩は、めちゃくちゃなフォームで球を放り投げる。

　投げる時にガバガバの胸元から、黒いブラがちらちらと見える。そして──案の定ボールは２メートルほどでガーターに吸い込まれていった。

「ああん、殿方の大きな玉って、本物でないとうまく触れないわあ」

「それが言いたかっただけですかクソビッチ先輩。まともに投げられるやつがいないのか、このユニオンは！　さて次は──アルコだが」

「アルコ、投球する……計算上ストライク……ほあ」

　これまた気の抜けた掛け声とともに、ボールは転がり始めて30㎝ほどの所でガーターゾーンに吸い込まれていった。

「……こんなはずでは」

　ここまで全員投げて、まさかのまともに投球できた人間ゼロ。ダメなやつらは何をやってもダメだとでも言うのか。

「やった、アルコちゃんは30センチぐらい！　私の方が２メートルぐらい進んだから勝ちね！」

「……くそう」

　ボウリングの競技目的が変わっていた。ピンを倒す競技から、どれぐらい遠くまでレーンの上を転がせるかという競技に。

「でも、ゼロはゼロだからなお前ら！」

　すると、アルコがにやり、とほくそ笑んで言った。

「……大丈夫だ」

「何が？」

「現実が逆らうなら、アルコの計算に現実を合わせればいい」

　そして、アルコは腕のキーボードをしゃきん、と伸ばして、カカカカ、と手早くコマンドらしきものを打ち込む。

　すると、スコアを表示していたディスプレイにあったＧが、みるみるうちにストライクマークに変わった。

「さっきトイレに行った時にこのあたりのコンピュータのサーバに侵入した。いつでもスコアを操作可能……アルコらしい完璧な作戦」

「ボウリング場のシステムをハッキングするな！　嬉うれしいかそんなでスコア稼いで！」
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　それから一時間ほど経たち、懇親ボウリング対決は、最終フレームへと差し掛かっていた。

　乃の々の香かの最後の投球である。

「ほあああ……」

　ゆっくりと乃々香が両手でテイクバックして──

「ますかるぽーね！」

　意味不明にチーズの名前を叫びながら放った球は、ごてん、と垂直に落ち、ゴロゴロとゆっくり転がっていく。とうとう最後まで成長しなかったな──と思っていると、あれよあれよと球はダイヤモンド中央に向かって転がっていき──ガシャン、と派手な音を立て、10本全てのピンが倒れた。

「わあ、当たった！　やりましたー！　ストライクです！」

「はあ!?　信じられん……なんでその投げ方で真ん中に行ったんだ!?」

　奇跡である。乃々香の天然っぷりは物理法則すら無視するのか。

「わーい、玲れい司じさーん！」

　乃々香が、投球スペースからスキップしながら戻ってくる。そして、満面の笑みで俺に向けて掌てのひらを差し出す。

「やったな！」

「はーい！」

　俺は、乃々香とハイタッチを決める。ばちん、と俺の手が小さな手と勢い良くぶつかり綺き麗れいな音を立てた。

「…………」

　俺は、自分の手をじっと見つめた。

「どうしたんですか玲れい司じさん？」

「い、いや、なんでもない」

　女子とハイタッチしたのが何となく嬉うれしかったから、なんてことは、言えない。

　そのまま乃の々の香かは常とこ滑なめ先輩たちの方にもハイタッチをしにいくが──

「いえーーー……い……？」

　常滑先輩はスマホをいじり、アルコも退屈そうにそっぽを向いている。ハイタッチスルーだった。

　乃々香は落ち込みつつも、俺に声をかける。

「ううう……玲司さん、最後の一投お願いします！」

「え……？　あ、そうか」

　ボウリングは最終フレームテンフレでストライクを取ると、おまけでもう一投ぶん追加されるわけだ。

　ちなみにここまで、俺たちチームのボウリングのスコアは、『48』という稀まれに見る低スコアを叩たたきだしていた。10フレーム平均で、５本倒れていないわけである。

「……改めて見ると、普通に投げられてすらいないのねえ」

　常滑先輩が哀れみの入り交じった表情を見せた。

「俺は頭脳派タイプなんですよ。それに……これで俺が８本倒せば勝ちです」

　対する常滑アルコチームのスコアは25。

　ここで俺が８本以上倒せば、次に向こうが３連続ストライクで30点取ったとしても勝利が決定するわけである。

「……８本倒すぞ……８本……」

　俺は最後の一投を投げるために球をスイングバックする。

「頑張ってください、玲司さーーん！」

　乃々香の応援が響く。なんだか、すべてが上う手まく行く予感を背に──

「おりゃあ！」

　俺は球を思い切り放り投げる。

　リリースは良い感覚だ。そして、ボールは右のダウンレーンマークの間をかすめ──直撃！　小気味よい音を立てて、ピンは全て倒れた。

「よっしゃあ！」

　俺は思わずガッツポーズを作り、意気揚々と座席へと帰る。

「ゲームセット！　お疲れさまでした！」

　俺は三人とハイタッチを試みる。

「いえーい」

「いえーい☆」

　乃の々の香かは笑顔でタッチしてくれた。だが──

　またも常とこ滑なめ先輩とアルコの二人は、無反応。

　俺は……溜ため息いきを吐つきながら思わず二人に言ってしまう。

「あ、あの、常滑先輩とアルコ、とりあえずチームとか関係なく、ハイタッチの雰囲気だったら、ハイタッチしてくれませんかね？　懇親会なので……」

「……え？」

　スマホをいじっていた常滑先輩とアルコは顔を見合わせる。

「そう言われても、アルコはブラインドタッチに忙しいし」

「わたしはセルフのパイタッチを少々」

　二人は何かと誤ご魔ま化かそうとする。

「なんだよ、なんでそんなに協調性がないんだよ──」

　このままでは交流どころではない、と思った俺は、ちょいちょい、と乃々香を手招きして小声で囁ささやきかける。

「乃々香、近ちこうよれ」

「しゅたっ、はい、なんでしょうか」

　俺が悪代官風に呼び寄せると、乃々香は、くのいちのようなノリで近寄ってきた。

「このままじゃ、あいつらとの懇親が成立しない。そこで──お前をこのユニオンのコミュ将に任命する。コミュニケーション将軍でコミュ将だ」

「コミュ将……つ、強そうですね。無双しそう」

「コミュ将に頼みがある。あの二人ともっと打ち解けてやってくれないか」

　俺よりは、女同士の方がわかりあえるものがあるだろう、という判断である。

「ええええ……や、やってみます……わ、わかりました！」

　乃々香はたたたた、と戻りがてら、常滑先輩とアルコに声をかける。

「あ、あの、お二人にちょっと、お伺いしたいんですが」

　お、コミュ将、横からいったー！

　俺はまるでレスリングの試合を実況するアナウンサーのような心持ちでそれを見守っていた。さあ、横からどうやってコミュを取る……!?

　そう思っていると、乃々香は自分の鞄かばんをがさごそと漁あさり、袋入りの何かを取り出した。

「メ、メロンパン食べます？」

　メロンパンいつでも持ってるんだな、こいつは……。

「アルコは拒否する」

「うーん、太っちゃわないかしら？」

　リアクションでもボコボコだった。

「ひうう……いいですよお、わたし一人でもそもそ食べてますから……」

　そして、本当に涙目でメロンパンを自分で食べ始めた。

「もそ……もそ……」

「……つ、使えない……」

　今や乃の々の香かは完全にもそもそとメロンパンを食べるだけの生き物と化していた。

「はあ……のど渇いたので、わたし、飲み物買ってきますね……」

　乃々香はどことなく落ち込んだ様子で席を離れていった。




　俺は、残された二人に近寄って話しかける。

「……あの……乃々香があなたたちと仲良くなりたいって言ってるんですけど……もうちょっと心を開いてはくれないですかね……？」

　常とこ滑なめ先輩は、頬ほおに手を当てて悩み込みながら言った。

「うーん……でもなかなか、人見知りなのよねえ、私」

　ビッチ（志望）なのに……。一方アルコも。

「アルコには、人間と交流する言語と感情は規定されていない。だから仕方が無い」

　ダメだな、こりゃ。

　ルーザーズ・ユニオンプロジェクト、もしかして早くも頓挫したのだろうか。

「……それじゃあ、二人は乃々香と仲良くなりたくはないってことでいいんですね？」

　俺がそう問うと、常滑先輩とアルコは顔を見合わせる。

「仲良くなりたくないわけじゃないのよ。その……やり方がわからないだけで……」

「……アルコも、完全に拒絶しているわけではない。ただ、目的地までのルート探索に時間がかかっている」

　ああ。わかった。結局、不器用なだけなんだろう、こいつらも。

　他人事にしてみたが、不器用なのは俺も同じだ。

　負け犬だから不器用なのか、不器用だから負け犬になったのか。

　それは判然としないが──なんとか、こいつらと仲良くなれないものだろうか……？

　そう思案していると。

「イエーーーーイ！　ストラーーーイクゥ！　ガハハハハ！」

　突然、ガシャーンとピンが倒れる音と、耳障りな馬鹿笑いが隣のレーンから響いてきた。

「……あれは」

　数人の男女グループがそこに居たのだが、中でも馬鹿笑いを響かせているのは、金髪と丸刈りの男子二人組。

「……玲れい司じ、あれ」

　アルコが、小さな声で、不安そうに俺に話しかけてくる。

「ああ、わかってる。生徒会のやつらだ」

　見れば、一目でわかる。襟を立てた、他の生徒よりも高級な素材の白い制服。そしてなにより、腕につけた腕章が嫌らしく自己主張をしている。

　俺たちは、多かれ少なかれやつらにトラウマを持っているから、腕章をつけているかどうかに敏感なのだ。

　恐らく、やつらも俺たちと同じようにボウリング場に遊びに来て、偶然にも俺たちの隣のレーンに配置されることになったのだろう。生徒会と言いつつ、下品な声の大きさや、周りを鑑みず足を開いて座るところなど、立ち居振る舞いはもうチンピラと変わらない。

　二人がその傍らに侍はべらせているのは、生徒会の人間ではなく、学校の中でも綺き麗れいめそうな女子だった。女子たちの様子を見ると、あまり楽しそうではない。権力者に接待するみたいに嫌々付き合ってる感じだ。

「あー、マジやってらんねーよな」

　丸刈りが女子の肩に嫌らしく手を滑らせながら、後ろに大きく身体からだを反らせる。

「ねえ、安あん藤どうくん、いいの？　いま、イベント準備の仕事があるんじゃ……」

「あ？　ラヴァフェスの準備なら、誰かがやるっしょ。別にいっしょ、俺がサボっても」

　投球を終えて戻ってきた金髪がそう言いながらコーラを一気に飲み干す。

　俺は、その光景を見て誰にも聞こえないように舌打ちをした。

　いけ好かねえやつらだ。

　生徒会には、涼すず莉りみたいに真面目に仕事をしてるやつより、ああいう輩やからのが多い。

　チャラくて要領のいいやつが美お味いしい思いをして、涼莉みたいに真面目なやつが割を食う。まったく腐った世の中だ。

　そういえば、集団の中に涼莉はいないように見える。良かった、あんな連中とつるんでたら涼莉までセクハラ被害に合うぞ。

　なんて胸を撫なで下おろしていると、まさにその名前がやつらの口から出るのが耳に入ってしまった。

「そういえば、袖そでケが浦うらは？　雑用なんかあいつにやらせときゃいいじゃん」

「いや、それがさ、あいつなんか今日は体調不良で休みだって」

「肝心な時に使えねえやつだな、まったく」

　……涼莉が体調不良？　あまりに根詰めて仕事をするやつだから、俺はつい心配してしまう。というか──昨日男と楽しそうにパスタを食っていたというのに何があったんだろう。

「あいつは効率度外視して真面目に仕事しすぎなんだよ。特にゼロポイントのやつらを気に掛けたりとかさ。だから、いつまでも下っ端なんだよな」

「でも、袖そでケが浦うらのやつ、あんな硬い性格だけど、見た目と身体からだだけはいいじゃん？　なんとかあいつもモノにしたいけどなー」

　俺はその言説にまたカチンとくる。俺に力さえあれば、お前らが涼すず莉りをそんな目で見るんじゃねえ、と怒鳴り込みたい気分だ。

「……ねえ、築つき島しまくん」

「わかってます、常とこ滑なめ先輩。これ以上は不愉快になってきた。乃の々の香かが飲み物を買ってきたら、場所を移しましょうか──お、来た来た」

　そして、乃々香がにこにこしながら紙コップを持ってこちらに向かってきたその時──事件は起こった。

「ちょま、ちょま～！」

「きゃっ！」

　生徒会の連中を避けようとした乃々香が、金髪の方にいきなり進路を塞がれたのだ。

「あんれー？　きみ、今俺たちを見て、避けようとしなかった？」

「そ、そんなことは──」

　まるで煽あおり運転するドライバーのような因縁の付け方だ。

「てか君、うちの生徒だよね。俺たちのこと知ってる？　生徒会のメンバーなんだけどさ」

　そう言いながら金髪は腕の腕章をひけらかすように誇示してみせる。

「あの、わたし転校してきたばかりで……」

「え、転校してきたばっかってもしかして君──」

　そう言いながら、やつらはアプリで照会を始める。

「あー、やっぱそうじゃーん。転校生、小お倉ぐら乃々香ちゃん！　俺、アプリで顔写真見て君のこと可愛かわいいと思ってたんだー。ねえ、ちょっと俺らと一緒に話してこうよ」

「あ、あの、わたし、自分の友達と来てて……」

「いいじゃん、いいじゃーん」

　乃々香は押しに弱いのか、生徒会の連中に肩を掴つかまれ、強引に座らされてしまう。まるで地引き網で捕獲されたホタルイカだ。

「あいつら……クソ強引だな……」

　せっかく、不愉快だから帰ろうと思っていたのに、これではもうしばらく時間がかかってしまいそうだ。

　常滑先輩が俺に相談してくる。

「ねえ、築島くん、なんとか……できないかしら？　乃々香ちゃんに聞いたけど……こういう時に悪知恵の働くのが築島くんなんでしょ？」

　乃々香、そんなこと言ってたのかよ。だが、その言葉を聞いて俺は、ありったけの勇気を振り絞って言った。

「──おい、みんな」

「……なあに、築つき島しまくん」

「みんなの学園生活で、今までにもこういうことはあったはずだ」

　俺たちは各々、思い出していた。屈辱の日々を。

　初めて、世界に悪意があると認識した日。

　地面を舐なめさせられるような思いを味わった日。

　負け組でいさせられ続けることが決定した日。

「黙って耐えてきたんだろう？　何な故ぜだか、教えてやろうか。それは俺たちが、たった一人ぼっちだったからだ」

　そう、それは俺も同じだった。

「だけど今日の俺たちは違う。何のために俺がこのメンバーを集めたか？　それは──」

　俺は拳を突き出す。

「戦うためだ」

「戦うため……」

　アルコが、ぼそり、と反復する。

「俺たちは、これ以上負け犬にならないためにここに集まった。今こそ、立ち上がる時だ」

「……わかりました」

　常とこ滑なめ先輩が立ち上がる。

「了解、アルコもハイパワーモードで手伝う……のの字のため……頑張る」

「ああ。乃の々の香かを、取り戻そう」
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　俺たちは一旦、やつらに警戒されない距離まで離れて、様子を窺うかがう。

　遠くから、乃々香が無む理り矢や理り隣に座らされているのが見える。ゲラゲラとバカ笑いしながら。

「くそっ、腰に手を回しやがって。このままじゃＮＴＲ一直線じゃねえか。で、どうやって、助けるかだが……」

「築島くん、何か策を思いついたの？」

「……ああ。アルコ。今お前が動かせる電子機器を教えてくれ」

　アルコはこくり、と頷うなずき、俺が今ノートに簡易的に作ったボウリング場の見取り図を指で差していく。

「ここの、スプリンクラーと、トイレ。上水道周りなら」

「……なるほど、これが使えるんだな……ってことは、自販機の前にやつらをおびき寄せられれば……」

「玲れい司じはおびき寄せる手段を有する……？」

　アルコがそんなことを言う。その時、常とこ滑なめ先輩が自慢げにでかい胸を張って言った。

「……わたしが色仕掛けでおびき出すわ！」

「でも常滑先輩、色仕掛けでおびき出すってどうやって……」

「なめ先、何かあったら危ない……」

　常滑先輩は、ふっふっふと笑った。

「歩くハニートラップという二つ名がようやく生かせる時が来たのよ。大丈夫、そう酷ひどいことにはならないでしょ、今までの経験から」




　ということで、俺たちは少し遠くから、常滑先輩がやつらに近づいていくのを見守っていた。

　常滑先輩は、やつらの席に近づくと、生徒会の連中に聞こえるようにそっとささやく。

「……あーあ、暑くなってきちゃった」

　いきなり不自然に胸元を開けにいった。

　なんてわざとらしいシミュレーション技術なんだ。ネ○マールもびっくりだ。

「……なんだ、てめえ？」

　金髪が怪け訝げんそうな表情で常滑先輩を見上げる。

「ねえ、お兄さんたち、ワンナイラブしない？」

「……なんだあ？　頭のネジの外れた痴女か？」

　あれを見たら俺もそう思う。

「まあ、そんなにヤリてえってんなら……いいけどよ」

　丸刈りの方がガッと常滑先輩の腕を掴つかむ。

「ひえ？」

　その反応になぜか常滑先輩が驚いた顔を見せる。ハニートラップしてるとは思えない反応だ。

「あ、ああああ、あの、ほんとにやるんれすか？」

　舌が回っていない。相当焦っていることが見て取れた。

「当たり前だろ、俺たちは生徒会だから大丈夫だって」

「え、あ、その、私、本当にそこまでやるとは──きゃ、きゃ、きゃああっ！　助けて！」

　常滑先輩はパニックになって逃げだそうとした。そして、常滑先輩が闇雲に振り回した手足が──

「あだっ！」

　金髪の顎にクリーンヒットする。

「い、いてえなこのアマ……！　お望み通りに犯やってやらあ！」

「きゃあああ！」

　常とこ滑なめ先輩は逃げるように、席から駆け出す。

「おい、待てこら！」

　それを追って生徒会の二人が走り出し──

「今だ、アルコ！」

「……任せろ」

　やや強引だったが（というか色仕掛けとしては失敗していたが）、結果的に、やつらを狙いのポイントまでおびき出すことに成功していた。

　その機を見て、アルコはピポピポと腕のキーボードをいじる。

「……噴射」

「わっ！」

　スプリンクラーから水が勢い良く吹き出し、チンピラたちの上に一斉に降りかかる。

「わわわっ……クソ、何だよ！　いきなりよう！　故障か？」

「おい安あん藤どう、この水……」

「あ？」

「臭くねえか？」

　辺りに異臭が漂っていた。どことなく、スプリンクラーから出た水が、緑色がかっている。

「作戦成功。スプリンクラーから、トイレ消毒用の水を放出した」

「よし、でかしたぞアルコ！」

「ふふん」

　アルコは自慢げにない胸を張った。

「べっ、べっ！　目に入った、目に！　すげえ染みるんだけど！」

「だ、ダメだ、俺ちょっと目洗って口ゆすいでくるわ！」

「お、俺も──」

　かくして──生徒会のチンピラどもは、逃げるようにその場からいなくなった。

「あーーっはっは！　大成功だな！」

　愉快になった俺は、アルコに尋ねる。

「……恐ろしいな。ハッキングって、パソコンを使わなくてもできるようなものなのか？」

「アルコは、大抵のＩｏＴ（インターネット接続）された機械になら入れる。セキュリティが強固でも事前にＵＳＢメモリでも差してＯＳに細工をしておけばなんでも可能になる」

「そこまで行くと『蜘く蛛もの巣を払う女』のリスベット・サランデルみたいなはちゃめちゃハッキング技術だな」

　あの映画を観みた時はそれがありならなんでもありじゃんと思ったものだ。

　さておき、俺たちルーザーズの力でチンピラ共に一泡吹かせてやることはできたわけだ。そして、乃の々の香かを救出することも──と思っていると、さっそく解放された乃々香が、俺たちに向かって駆け出してきた。

「れ、玲れい司じさん！　こ、こわかったですうううう！」

「わっとと」

　そのまま、乃々香は俺に抱きついてきた。ふにょん、と柔らかな感触が俺の全身に覆おおい被かぶさってくる。

「それから、ありがとうございます、みなさん……！　この！　ルーザーズ・ユニオン！　最高のみなさんです！」

　助けられた乃々香が、また刷り込みされたヒヨコみたいに俺たちをキラキラした目で眺めていた。

「……ふふ、うまくいったわねえ、よかったわねえ」

　いつの間にか、作戦を完璧にやり遂げたような表情で、常とこ滑なめ先輩も俺たちの隣に戻ってきていた。結果的にＭＶＰではあるが。そして、常滑先輩とアルコはお互いに顔を見合わせてから──

「……はい、乃々香ちゃん」

「……のの字」

　二人は乃々香に向けて片方の掌てのひらを広げて、上に掲げた。

「……え？」

　何を要求されているのか、わかっていない乃々香。

「……言わせないで。さっきの分よ」

　その照れ臭そうな常滑先輩の言葉で、乃々香は全てを察したようだった。そして、嬉うれしそうに──

「はいっ！」

　ぱしーん、という小気味よい音を立てて、二人と同時にハイタッチしたのだった。
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「さて、乃々香も助けたし、生徒会の連中が便所から戻ってこないうちに逃げるぞ」

　俺がそう言った瞬間だった。

　ガヤガヤと入り口の方から声がする。

「えっと……何かしら？」

　常とこ滑なめ先輩が胸の谷間からオペラグラスを出す。そこ、四次元的なポケットか何かと間違えてねえかな？

　だが、オペラグラスを下ろした常滑先輩の態度と表情が変わる。

「……これはまずそうね」

「なんですか？」

「……鬼き頭とう生徒会長が来たわ」

「はぁ!?」

　俺が入学式の日、このプログラムが始まることを告げていたその人物こそ、三年の鬼頭龍りゆう之の介すけ生徒会長。二年にして生徒会長になり、ＬＰＰを提案・実現した鬼頭会長は、学校始まって以来の秀才であり、昨今の生徒会による学校の支配を完成させた──校内に限って言えば、独裁者であった。所有ポイントももちろん１位。そりゃ、自分で作ったポイントプログラムだもんな。

　そんな鬼頭会長に絡まれたら、一般生徒はただでは済まない。一番強いラスボスが中ボス戦の後に現れてしまった気分だ。

「みんな、隠れて！」

「……って……わっ！」

　俺は、常滑先輩に引ひき摺ずられて、今まで座っていた椅子の横、生徒会の連中の死角になる場所に引きずり込まれる。

　そこに、ぼそぼそと話をしながらトイレから生徒会の下っ端二人が戻ってくる。

「くそっ、やつらどこ行きやがったんだよ、腹立つわ」

「あー、くそ、あの女、結構可愛かわいかったのによ」

　その発言を、俺たちは椅子の裏側から聞いていた。

　すると。

「……おい、お前ら何をしている？」

「……え？」

　ツカツカと、長い足を伸ばして鬼頭会長が二人のところに歩いてきていた。

「き、鬼頭会長！」

　あまりに大物が現れたことにビビったのか、生徒会の下っ端二人は、青ざめたような表情になって、へこへこと手を擦り始める。

「なんでもないですよ、ちょっと……へへへ」

　さっきまで女子にセクハラをしていた時とは完全に違う、権力者に媚こびへつらう時の声だ。

　鬼頭会長はびしゃびしゃの足下を見ながら言う。

「……何があった？」

　その声には、慈悲は感じられない。まるで地獄の底から響くような声。心胆を寒からしめる声とはこのことであろう。

「これは、スプリンクラーが急に動作して……」

「……その前に、セクハラ被害があったと、ここにいた女子から聞いているが？」

「そ、それは……」

　金髪はたじろいでしまう。先ほどまでやつらにセクハラされていた女子たちが、いつのまにか鬼き頭とう会長の後ろに隠れるように佇たたずんでいた。

「貴様ら、調子に乗りすぎだ。ラヴァフェスを控え、今、うちの高校はＬＰＰを外部にアピールするのに大事な時期なんだ。問題を起こすな、とあれほど言っただろう。安あん藤どう。永なが渕ぶち。お前ら二人を、生徒会からの除名処分とする」

「……へ？」

　これに慌てたのは生徒会の二人だ。

「そんな！　いきなり除名って、なんとかそれだけは……」

　二人がなんとか慰留しようとしても、鬼頭会長は首を縦に振らない。

「……消えろ、今すぐに俺の目の前から。それから──」

　鬼頭会長は、スマホを操作する。
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「貴様ら二人の所有恋愛ポイントから１０００００ポイントを減算しておく」

　それを聞いて、二人は膝から崩れ落ちた。

「そんな……」

　一方、生徒会の連中にセクハラされていた女たちもほっとひと息ついたのか、鬼き頭とう会長に頭を下げる。

「あ、ありがとうございました、鬼頭会長！」

「……勘違いをするな。俺には信念がある。必ずこのＬＰＰを成功させ、将来的に文科省で上に行く。その前に余計な騒ぎを起こされては堪たまらないだけだ」

　言っていることは筋は通っている。

　だが──それを見て俺は思う。なんて非道なやつだ。あそこまで簡単に、躊ちゆう躇ちよなく部下の首を切れるだろうか。

　まあ──今の俺たちには微み塵じんも関係ないところだがな。

「……今のうちだ。逃げるぞ、みんな」

　俺たちはそっと立ち上がり、鬼頭会長の背後からこそこそと逃げ帰ろうとする。だが、そうことは上う手まく運ばなかった。

「……おい、お前ら！」

「ひっ！」

　背中に目でも付いているのだろうか、こそこそ帰ろうとしていたのに一喝され、俺たちはびくん、と背筋を震わせる。

　鬼頭会長が振り向き、こちらに歩いてきた。

「……お前らはここで何をしていた？　なぜ、こそこそ逃げ帰ろうとしている？」

　間近に、鬼頭会長の顔が近づいてくる。流麗な金髪と、恐ろしく整った顔だが、それが逆に冷徹な印象を抱かせる。

　まるで、殺人ロボットでも目の前にしているようで、俺はぞっとする。

「ふ、普通にボウリングをですね、ええ……」

　言葉が上手く出てこない。

　本当の権力者というのは、こんなに圧を持っているものなのか。

「俺から逃げられると思った時、胸を撫なで下おろしていただろう。やましいことがなかったはずがない」

　こいつ、何もかもお見通しなのだろうか。先ほどのスプリンクラー騒ぎが俺たちと関連付けられると、まずいことになりそうな予感がしたが──鬼頭会長はふ、と鼻で笑った。

「……まあいい。今は貴様らを潰す理由もない。立ち去れ」

　まるで見逃されるように、俺たちは掌てのひらで払われる。

「……行きましょうよ、玲れい司じさん」

「……あ、ああ」

　かくして俺は乃の々の香かたちにひっぱられ、その場を後にする。後から、俺は背中まで冷や汗でぐっちょりになっていたことに気が付いた。

　生徒会長・鬼き頭とう龍りゆう之の介すけ。

　いけすかないやつではあったが、絶対に敵にはしたくないやつでもあると──そう思ったのだった。





　　　　＊　　＊　　＊






　その帰り道。俺たちは気持ちを切り替え、鬼頭会長のことなど忘却の彼方かなたに追いやり、ラーメン屋に寄って夕食のラーメンで初勝利を祝った。

　川沿いの夜道を、みんなで和わ気き藹あい々あいと盛り上がりながら進んで行く。

「ぷはーっ、食ったなー！」

　祝勝ムードからか、最高に楽しい食事会だった。

　何より、俺たち負け組が、ついに生徒会に一泡吹かせることができた。それが嬉うれしいのだった。

「わたし、今からみなさんにメロンパンをおごってもいいです！」

　乃々香はメロンパンを奢おごる宣言をしたが、乃々香以外、ラーメンの直後にメロンパンを食べる気には誰もならなかったようだった。

「でも、楽しい一日だったわ。築つき島しまくんには、こんなに腹ボテにさせられちゃうしね、うふふ」

　常とこ滑なめ先輩も妊娠したみたいにパンパンの腹をさする。単純に食いすぎ。

「でも、生徒会長はやっぱ怖いやつだと思ったよ。簡単に部下の首を切るしさ」

　身内に対してもあそこまで厳しいのだ。

　俺たちが睨にらまれたら、ひとたまりもないだろう。

「ま、とりあえずは生徒会に一泡吹かせられたし、しばらく大人しくしてるか」

「アルコ、またボウリング行きたい」

　アルコは子供みたいに大喜びしていた。

「ああ、そうだな」

「こんなに楽しかったの、有機体構築以来初めてだ！」

　俺も同感だった。この学校に通い、負け組になってから、楽しいことなんて起きないと思っていた。だけど、こんなに満足度高い日を過ごせるなんて──




　そんな風に思っていた、その時。

「……はあ」

　俺は、河原に大きな溜ため息いきを吐つきながら、傷心しているような顔見知りの少女がいるのを見つけてしまった。あれは──袖そでケが浦うら涼すず莉りだ。

　そういえばあいつ、今日は体調不良とか言ってなかったか？　なんで、あんな所にいるんだ──と、俺は後ろ髪を引かれる思いに捕らわれる。

　今日の集まりは、最高に楽しかった。このまま、ルーザーズのみんなと一日を終わらせるのが一番いいとはわかっていた。

　だけど──

「──ごめん、みんな」

「え、何？」

　突然立ち止まった俺に、みんなが意外そうな顔をする。

「ちょっと、用事が出来た。先に帰っておいてくれないか」

「……玲れい司じさん！」

「悪い！」

　乃の々の香かの声を背に、俺は河原に向かって、小走りで駆けて行った。





　　　　＊　　＊　　＊






　涼莉は、堤防の上から、今にも入じゆ水すいしそうなくらい沈鬱な表情で川を覗のぞき込こんでいる。時々溜め息なんか吐いているのがまた暗い印象だ。俺はそんな涼莉にそっと近づき──声をかけた。

「……危なっかしいぞ、気を付けろ」

「……え？　あ……玲司……？　きゃっ！」

　声をかけられた弾みに涼莉はバランスを崩す。

「っておい、バカ！　気を付けろって言ったそばから！」

　俺は涼莉の身体からだを掴つかんで引き戻そうとする。

「わ、わ、わ！」

　が、逆に掴み返され、俺は身体の持って行き場を失い、涼莉もろとも川に引きずり込まれてしまう。大きな水しぶきが上がった。

「…………ぶはっ！」

　混迷と息苦しさの中、俺は水から顔を出した。

「なんだ、そこまで深くないじゃん……涼莉、大丈夫か……って」

　涼莉は頭からぽたぽた水を垂らしながら、放心したような表情で青ざめていた。

　びしょ濡ぬれになった制服のＹシャツが柔肌に貼り付き、透けたブラが浮き上がっていた。

　なんだか、見ているのが悪いような気がして、目を逸そらしてしまう。

「……なにやってるんだ、馬鹿。水浴びなら家でしろ──」

　だが、涼すず莉りは俺の顔を見ると──

「う、うう……」

　まるで世界が終わったように顔を歪ゆがめる。

「ど、どうした、おい……？」

　俺が問いかけると、涼莉はすとん、と俺の胸に頭を押しつけてきた。

「す、涼莉──？」

「う、うえ……うええええん」

　そしてそのまま、大きな声を出して泣き出してしまった。




　涼莉を川から引き上げて、話を聞いてやれるようになるまでにしばらくの時間がかかった。

「……なにがあった。体調を悪くして生徒会活動も休んだって聞いたぞ」

「どうしても学校に行けなくて、物思いに耽ふけってたの、ちょっと……」

　涼莉は、最初はしぶっていたが、やがてぽつぽつと話しはじめた。

「…………あたしにはね……兄さんがいるの」

「へえ。それで？」

「その兄さんが……兄さんが……結婚することになったの」

「おっ！　めでたいじゃねえか。それでなんで泣くんだよ」

　俺がそう言った瞬間、涼莉は一気に感情をマックスまで振り切らせた。

「ちっともめでたくないわよ！　あたしは……兄さんが……兄さんのことだけがずっと好きだったんだから！」

　その言葉は、俺にとっては衝撃的だった。

「……え？　好きって……それ、さ。兄妹きようだい的なアレだよな？」

　俺がおそるおそる尋ねると。

「……ううう……だったら、こんな風にさめざめ泣いてないわよ……」

　俺は悟った。これはガチだ。俺は、もしかしてと思って尋ねてみる。

「もしかして昨日、お前そのお兄さんと一緒にレストランでカルボナーラ食ってなかったか？」

「えっ、なんでそれを……そうだけど……。兄さんが、話があるからって、ウキウキして行ったら、結婚することになったって言われて……」

　やっぱりそうだ。アレは涼莉の彼氏ではなく兄だったのだ。とはいえ、涼莉の恋も本気だったなら、恋する乙女の目だったことも間違いなく、複雑なところだが。

「うう……もう、何年も、何回も告白してきたのに……」

　そう涼すず莉りは泣きながら語った。

　……その発言を聞いて、俺の中でピンと来たことがあった。

　涼莉が兄に本気で告白を続けていたなら。他の誰かと交際したり、告白を受け入れている暇がないはずで。

　もしかしたら、涼莉が持っていたリストで塗りつぶされていた、この学校にあと一人いる、謎のゼロポイントの負け組とは。

「……もしかして、思ったんだが」

「……なに？」

「涼莉、お前、恋愛ポイント持ってないんじゃないのか？」

　そこで、涼莉はびくん、としたが──

「う、ううええええん！　だって、兄さん以上に素敵な人間なんてこの世界にいないんだから、他の人なんて好きになれないんだからしょうがないでしょ！」

　ついに白状したのだった。そういうことだったのか。

　俺たちが探していた、この学校にいる恋愛ポイントが貯ためられないもう一人の負け組。それは『極度のブラコン』、涼莉だったのだ。

「それより玲れい司じ、ここで何をしているの……？　新しい男女交際見つけようとしてる……？」

　涼莉は、こんな時にまで生徒会の職務を遂行しようとしてきた。

「いや、それがさ。最近、俺以外の負け組とつるんでてさ。その帰り道にお前を見つけたから寄ってみたんだ」

「そう……まあいいけど、ちゃんとポイントを貯める努力もしてね……って、いたっ」

　涼莉がそっと立ち上がった瞬間、足を押さえて蹲うずくまった。見ると、くるぶしのあたりが切れて、血が出ている。さっき川に飛び込んだ時に切ったのだろう。

「いたた……」

「お前、怪け我がしてるじゃねえか」

　手間のかかるやつだ。俺は溜ため息いきを吐つくと──涼莉に背中を差し出した。

「おい、涼莉。俺の背中に乗れ」

「……え？」




　月明かりと街灯に照らされる道。

　俺は涼莉を背負って、病院までの道をとぼとぼと歩いていた。最初の頃は背中でまだすん、すんと泣いていた涼莉も、次第に落ち着いてきたようだった。

「……ねえ、玲司」

　涼すず莉りは、ぼそり、と呟つぶやくように話しかけてくる。

「……なんだ」

「やっぱり、玲れい司じはバカにする？　兄さんが好きで、兄さんを諦められないあたしのこと……」

「……バカにしねえよ。するわけねえ」

　誰かのことを諦められないなんて、俺が笑えるわけがない。

「……ありがと」

　涼莉は温かな声で答えた。いつもの冷たい声とは、完全に正反対の印象だった。それからまた少しだけ沈黙があって。

「失恋を忘れる手段って──どうすればいいんだろう？」

　それを、俺に聞くのか。

「今の俺みたいにすればいいんじゃないのか。仲間と、バカみたいにはしゃいだり、さ」

「仲間なんて……あたしにはそんな友達……いないから」

「だから最近、俺はそういう場所を作ったんだ」

　その言葉の後、涼莉はしばらく何かを考え込むような沈黙を経て。

「……ねえ玲司。負け組で集まってるって、さっき言ってたけど……あたしがなくした問題児のリスト、拾ったの玲司でしょ……？」

　涼莉も、リストをなくしたことに気が付いていたのか。まあ、物理的になくなっているわけだから、当たり前か。

「……ああ、そうだ。探してたか？　悪いことしたな」

「ううん、別に新しくプリントしたし……落としたのはあたしだから。別に怒ってないよ」

「……そうなのか？」

「こういうことがあっても他の人にあたしが負け組だってバレないようにって、わざわざ黒く塗りつぶしておいたんだけど……あんまり意味なかったね」

　涼莉はそう言った。

　恐らく、涼莉がゼロポイントを取り締まる側に回っているのも、それを隠すという目的があるのだろう。

　ある意味では、涼莉だって、このＬＰシステムの被害者なのかもしれない。

「涼莉はさ、人の恋愛にポイントをつけて、無む理り矢や理り恋させるような……そういうのがいいことだと思っているのか？」

「……そんなわけないじゃない」

　やっぱりな、と思った。涼莉だって、その程度のことはわかっていたのだ。

「……恋愛って、だいたいが勘違いとか、のぼせちゃうとか、そういうことから始まるものじゃない。恋の仕方だって、相手だって選べないのに、正しく人を好きになる方法なんてわからないよ……」

「……本当だよな。それがわかれば、俺だって負け組にいないよ」

　そんなことを涼すず莉り本人に話していることが、なんとなくおかしく思えて仕方なかった。

　それから、しばらく沈黙が続いて、それを破ったのは涼莉だった。

「……負け組の仲間か……いいな」

　涼莉は、心から寂しそうな声で、ぽつんと呟つぶやいた。

「……なあ涼莉。暇だったら、今度お前も遊びに来てみるか？　クセの強いやつばっかだけど、悪いやつはいないから……。あのさ、一年前俺たちがいた、特別活動室覚えてるか？　今、あそこに……集まってるんだ」

「……そうなんだ。あたしたちの、思い出の場所だね」

「……ああ」

　そこでもし、また涼莉と笑い合えたら、なんていいのだろうと思う。

「メモしておくね。気が向いたら行くかもしれないから……その時は、よろしくね」

　涼莉は静かな声で言った。

「でも、こうやって背中に揺られてると……やっぱり、兄さんのことを思い出すな」

　屑くずみたいな星が、俺たちの頭上でチカチカと瞬いている。一方、俺は自らの手で涼莉の恋を聞いている今の現状に少しだけ、やさぐれた気持ちになる。俺の憂鬱ごと、星が落下してしまえばいいのに。
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「……温かいね、背中って」

「……そうか」

　なんで俺が最初に涼すず莉りに惹ひかれたか、思い出したような気がした。

　ゼロポイントの負け組だからって、決して俺を見下したりはしなかったからだ。

「誰かからもらった体温が、ずっとあたしに残れば……いいのにな……」

　やがて、俺の背後から、吐息が聞こえてきた。

　柔らかな感触と、華やいだシャンプーの香りが俺の鼻び腔こうと感傷を擽くすぐる。

　俺も、少しだけ思った。

「まったく。同感だよ」

　一年前にもこうやって、涼莉を背中に背負ったことがある。

　涼莉の温ぬくもりは、あの時の俺が覚えているものと全く一緒だった。
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　ボウリング場で生徒会の連中に一泡吹かせたその翌日の放課後。

「……玲れい司じさん、れーじさーん、聞いてますか？」

「ん？　ああ、乃の々の香かか」

　俺が特別活動室で一人考え込んでいると、乃々香が俺の目の前でぶんぶんと手を振っていた。

「そんなに集中して何考えてたの、築つき島しまくん？」

　常とこ滑なめ先輩もアルコも心配そうな顔で俺のことを見ていた。

「いや、何って、今後の身の振り方を──」

「玲司、自首するのか。食い逃げと見た」

「そんなことしてねえよ！　いや、そのさ。俺たち、昨日、ああやって集まって、ボウリングして遊んで、生徒会のやつらをぎゃふんと言わせて……すげえ楽しかったなって思ってさ」

　俺の発言に、みんなも静かに頷うなずいた。

「……俺たちは、負け組だから、誰ともつながれないんだって思ってた。だけど、こうやって負け組のままでも、卒業までみんなで楽しく遊べるなら──それでいいんじゃないか？」

　俺は今まで、自分たちを負け組にした生徒会になんとか復讐してやろうと思っていた。

　だが──今は少し違う。その考えを改めるに至った理由の一つには、間近で見た鬼き頭とう会長の冷徹さもある。これからやつと対立するようなことになれば、みんなを危険に晒さらすことも考えられる。それなら、こうやって卒業まで静かに楽しく過ごした方がいいのではないだろうか。

「あ、というか、私考えたんだけど」

　常滑先輩が手を挙げて発言する。

「この部活内で、ローテーションで付き合ってるという申請をすれば、少しずつでもポイントが増えて、みんなＬＰ貧乏脱出できるんじゃないかしら？」

「虚偽申請ギリギリのラインですけど……ありかもしれないな。ワークシェアリングみたいな感じで、ポイントを回しあって」

「うふふ、なんだかハーレムみたいね？　もちろん付き合ってる設定期間の時は本番ありよね？　全員組んずほぐれつで」

　常滑先輩は舌なめずりするように艶然と笑った。

「……なめ先の目的は明確に予想可能。その行為はＮＯとする」

　アルコが自分の身体からだを腕で守るように抱きしめながら、釘くぎを刺した。

「ふあ～……わたしが玲れい司じさんと、試しに……」

　乃の々の香かもぽけーっと何かを妄想しているようだった。

「まあ、実際にローテーションで付き合うかは今後考えるとして──なんとなく、俺たちが卒業まで平穏に暮らすための希望が見えてきた感じがするな。あ、あとそれからみんなに聞いておくけど、いつかこのユニオンに新メンバーが加入することとかあってもいいか？」

　俺は、涼すず莉りのことを思い出していた。もしあいつがこのユニオンに入ってくれるというなら、さらに楽しくなりそうな予感がしていた。

　だけど、もしかしたら、みんながダメだと言うかもしれない。それなら仕方ないが──そんな不安を感じていると、みんなは顔を見合わせ──乃々香が笑いながら言った。

「玲司さんが大丈夫ならわたしたちは大丈夫ですよ！」

　常とこ滑なめ先輩とアルコも賛同するように深く頷うなずいた。

「……ありがとう」

　俺は、ここに来て、ようやく自分の居場所を見つけたような気がしていた。

　負け組、負け組と罵られて……俺は焦っていた。だけど……。

　その時だった。

　扉から、コンコン、とノックする音が聞こえてきた。

「……あ、もしかしたら！」

　俺は扉を開けに向かう。

「実は昨日、その俺たちと同じゼロポイントのやつに、もう声をかけてあったんだ。良かったら一度活動室に遊びに来ないかって。みんなも仲良くなれるといいけど──」

　俺は涼莉の顔を期待して扉を開いた。

　その瞬間、あまりの出来事に思考がフリーズする。

　そこにいたのは、予想外の人物だったからだ。

　生徒会長の鬼き頭とうが、不気味な笑みを浮かべながら仁王立ちしていた。

「……石の下の虫のように負け組が集まってるようだな」

　血の気が引いた。うっかり、犯罪者に向けて玄関の扉を開いてしまったような気持ちだ。

「……な、なんだよ、お前」

　思わず俺の方も反抗的な態度が滲にじみ出でてしまう。

「……ちょうどいい。築つき島しま玲司。今から、ついてこい。お前一人でだ」

「……俺一人？」
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　鬼き頭とうは、振ふり返かえることもなく、俺の前を歩いて行く。学校の中のどこかに向かっているようだが、なんだか、わざと遠回りしているような心持ちもする。

「……どこまで行く気なんだよ」

　それがしばらく続き、俺がしびれを切らして尋ねると、

「じきだ」

　鬼頭は答えた。鬼頭はほくそ笑みながら、訥とつ々とつと語り始める。

「……この学校には勝ち組と負け組がいる。そして、その勝ち組側に俺たち生徒会、負け組側にお前らがいるわけだ」

　そう話す鬼頭の傲岸不遜っぷりに俺は辟へき易えきしていた。

「だから、『ラヴァーズ・フェスティバル』を開くことにしたのだ。あれのメインイベントは、ランキング１位の生徒……つまり俺の表彰だ。誰がこの学校の頂点に立つのに相応ふさわしいか皆に知らしめるためにやるものだ。校内は常に、ポイントランキング１位の人間が統治すべきだ」

　自分で作ったポイントシステムで１位になって満足してりゃあ世話ないよな。

「……何が言いたいんだよ。いい加減、俺を連れ出す目的を言え」

「慈悲だよ。今日はお前に、勝ち組の世界というのを見せてやろうと思ってな。着いたぞ」

「……え？」

　そして、鬼頭が立ち止まる。

　そこには、俺が今まで見たことのない、真っ赤に塗られた重そうな扉があった。

「ここは……」

　俺が尋ねると、鬼頭はこともなげに答えた。

「生徒会役員室だ」

　ギギギと音を立て鬼頭会長はその赤い扉を開いた。

　その中に入った俺は驚きよう愕がくした。

　涼すず莉りなんかが実務をしていた生徒会室とは、部屋の質──ＶＩＰ度がまるで違う。

　赤い絨じゆう毯たん、ロココ調の家具、いかにも金のかかっていそうな調度品に溢あふれている。柔らかそうなふかふかのベッドまで置いてある。

　その中で異様に目に入るのは、巨大なサーバーとパソコン。校内で何か重要な役割を担っているのかもしれない。

　部屋の奥には、大きなガラス張りの窓があり、上半分は開かれていた。

「……貴族の暮らしかよ」

　そういえば、校舎を正面から見た時に、ガラス張りの時計塔が中央に伸びているのだが、今までその内部を気にも留めていなかった。こうなっていたのか。

「学校を支配するのに、ここに住んでいた方が都合が良いんだ。……見ろ。勝者の部屋から校庭が一望できるぞ」

　窓の外では、生徒が豆粒ほどの大きさになって帰途についている。もちろん、その８割程度がカップルで、二つの豆粒が寄り添っている感じだ。

「このＬＰＰは──我ながら非常にいい施策だった。誰もかれも、我々の管理下でつがいになっている」

「家畜を管理するみたいな言い方だな」

「違いない。その意図でやっているんだからな」

　そして、鬼き頭とうは窓を背にして、俺の方に振ふり返かえる。窓から差し込む風に吹かれて、やつのサラサラの金髪が後ろから前へと靡なびく。

「……世の中は勝たなければ意味はない。そう思わないか」

　鬼頭は、藪やぶから棒ぼうにそんな問いを投げかけてきた。

　俺は、少しだけ考えてから──自分の中に浮かんだ答えを絞り出す。

「……うまく言えないが、今はそうは思わないな。楽しければいい。俺たちは負け組で楽しくやっていくことにしたんだ。お前らの倫理に巻き込まないでくれるか」

　俺がきっぱりと言い放つと、鬼頭は机から手元に書類を引っ張り出してこう言った。

「……実は先日のボウリング場での一件だが、詳しく調べてみたところ、どうやらうちの元生徒会連中がスプリンクラーの水を被かぶる前に、ちょっとした揉もめ事ごとがあったらしいな」

「……！」

　やはり、そこに行き着いたか。しかし、あそこで生徒会の連中を水浸しにしたのが俺たちだと、もうバレているのだろうか？　それならなぜ、問答無用に俺たちを処分しないんだ……？

「…………先に手を出してきたのは、あいつらだ」

　俺は、正当防衛を主張することにした。

「ああ。認めよう」

「……え？」

「あの事件では、我々にも非がなかったとは言えない、という結論に達した。それに、やつらはもう生徒会から除名したしな」

「……随分素直に認めるんだな」

　俺は、拍子抜けしてしまう。もしかしたら、この鬼頭生徒会長、鬼畜だという噂うわさの割に、実は話せるやつなのか？

「だが──お前たちにも非はある。それは──お前たちが我々にハーレムと勘違いさせるような集団を作ってしまったことだ」

「いや、俺たちはただつるんでるだけで──」

「体裁が悪いんだよ。例えば──ローテーションを組んで順番に付き合うとか、そういうことを考えでもしたら、我々の施策が立ちゆかなくなるものでね」

　俺たちが考えるようなことは、既に生徒会側でも考慮済みだってことか。

　そこで、鬼き頭とうは自分のスマホをポチポチとタッチすると、俺にその画面を見せる。

「……なんだ、それは？」

　そこには、ルーザーズ・ユニオンのみんなの名前が書いてある。

　小お倉ぐら乃の々の香か、常とこ滑なめ蒼そら、高たか石いし由ゆ美み。

　見出しには──交際申請ページ、と書いてあり、それぞれの「交際相手」欄が空欄になっている。

「これは、お前らの名簿だが──交際相手欄が空欄になっているだろう。この中から、誰か一人を選べ」

「選ぶ、って──」

　俺は、鬼頭が何を言っているのか判じかねていた。

「お前、この場で、この中の誰かと交際しろ」

「……はっ？」

　鬼頭の言っていることが理解できない。

「言っただろう。お前らが適当にグループで恋愛ポイントを回すことは許されない。だが、この中でお前が誰か一人を選べば──交際の意思ありとして、そいつとお前だけには、ポイントを付与してやろう。お前と、この中の誰か一人を、負け組生活から救うことができるのだ」

　誰か一人を……救える？

「悪い話ではないだろう？　俺がお前ら負け組を、こっそりと救済してやろうと言うんだ。さっきも言ったが──これは慈悲だ」

「待てよ。選ばれなかった二人はどうなる？」

「無論、負け犬のままだ。だが、誰も救えないよりは、お前含めて二人救った方がよくはないか？」

　突然突き付けられた、究極の選択。

　俺は、ルーザーズの誰と付き合えばいい？

　乃々香と付き合った時のことを考える。あのノリが良くて可愛かわいいやつと付き合えたら、どんなに毎日が楽しいだろうか。

　アルコと付き合っても、まるで妹ができたみたいに楽しい日々が送れるだろう。

　常滑先輩と付き合ったら──大変だろうけど、毎日ドキドキできたりして。

　乃々香、常滑先輩、アルコ。俺はこの中で誰と一番付き合いたいかを、一瞬考えてから──

「俺は──」

「ん？」

　そっと、鬼き頭とうにスマホを突き返す。

「……誰も選ばない」

　その答えに、鬼頭は、はあ、と大きな溜ため息いきを吐ついた。

「もしかして、こんな負け犬どもとじゃあ、リスクがなくても付き合うのが嫌か？」

「……違う。みんなのことが大事だから拒否するんだ」

　俺たちは、一緒に抗あらがうと決めたのだ。

　ルーザーズのみんなは、それぞれの理由を持って、恋愛ポイントのやりとりから降りた人間だ。生徒会の価値観から降りた人間だ。だから──勝手に裏切ることはできない。

「……つまらんな。せっかく人間関係の崩壊が見られると思ったのにな」

「……は？」

　鬼頭がパチン、と指を鳴らす。

　すると、生徒会役員室の奥にあるもう一つの扉が開き、そこに別の部屋があったことに気がついた。

　そこには──ルーザーズの面々が不安そうな面持ちでこちらを見ていた。

「……お前ら……なんで」

　その疑問に、みんなより早く鬼頭が応えた。

「さすがに貴様でも、ここに来るのにやたらと遠回りしていたことは気付いただろう？　その間に生徒会の部下にこいつらをここに連れてこさせておいた。俺たちのやりとりも間近で見ていたわけだ」

　乃の々の香かたちが、どぎまぎしながら言った。

「れ、玲れい司じさん、わたしたち、あの、いきなりここに連れてこられて、玲司さんの選択を見てろって言われて……」

「何もかもわからないまま、凝視、していた」

「……でも感動したわ、築つき島しまくんの選択。私たちみんなが大事だって」

　そんな俺たちに、鬼頭が言う。

「お前の選択は実につまらなかった。これをやるとな、人間の本質が炙あぶり出だされて面白いんだぞ。仲間を売った後で、仕方なかったとかなんとでも言うんだ、普通は」

　つまり、最初から、俺たちの人間関係に亀裂を入れようとしていたということか。

「……なんでこんなことをしたんだ」

　俺が抗議すると、鬼頭は両手を大きく広げながら言った。

「……そんなの決まっているだろう？　我々は負け組に『楽しく』やられたら困るからだよ。負け組連中がつるみそうになった時、俺はいつもこうやって潰してきた」

「……なんだって？」

「敗者が汲きゆう々きゆうとしていてこそ、我ら勝者は自らの立場に安あん堵どし、優越感を得ることができるのだ」

　なんて──趣味の悪い野郎だ。

「だが、もう仕し舞まいだな。おい、やれ」

　そう鬼き頭とうが呟つぶやいた瞬間だった。今までルーザーズのみんながいた部屋の奥から生徒会の部下たちが雪な崩だれ込こんできて、突然俺の肩を掴つかんで身動き取れなくした。

「なっ、なんだお前ら、放せっ……クソが！」

　抵抗しようとしたが、そのままなすすべもなく俺は床に押しつけられる。

　すると──鬼頭は、上履きも脱がず、俺の頭に自分の足を乗せてきた。

「これで示しがついたよ。君たちは晴れてＬＰＰと生徒会転覆を企たくらんだことになった。反生徒会勢力として、大手を振って処分できるわけだ」

「なん……だとっ──！」

　そうか。やつらの狙いが読めた。

　俺が誰か一人を選んでいれば、ルーザーズは内部から瓦解する。

　だが誰も選ばなければ、反生徒会勢力として、ペナルティを与える。

　どちらに転んでも、やつが勝つようにできていたのだ。

「汚ねえぞ……嵌はめやがったな鬼頭ぉおおおおお！　なんでこんな回りくどいことしやがった！」

「それはな。王はなるべく自分の手は汚さないものなんだよ」

「玲れい司じさん！」

　やはり同じように押さえつけられている乃の々の香かが心配そうに叫んだ。

　そこに、ぱたぱたと駆けてくる足音がして──馴な染じみ深ぶかい声と共に、扉が開かれた。

「会長っ……！」

　息を切らしながらそこに現れたのは──袖そでケが浦うら涼すず莉りだった。

「お願いしますっ……！　その人たちを助けてください！　私が、恋愛セーフティネット担当として責任を持って面倒を見ますから！」

　息を切らしたまま、涼莉は必死で訴える。

「何を言っている。こいつらは、生徒会の治安を乱そうとした。独裁国家なら、処刑ものだぞ？」

　俺は、踏みつけられたまま答える。

「うるせえ！　やるなら俺を処分すればいいだろ！　俺が全部悪いんだよ！」

「……ほう。自分が犠牲になると？」

「玲司さん！」

「黙ってろ乃の々の香か！」

　俺は、ぎりぎりと会長を睨にらみ付つける。

「反抗的な目だな……しかし……涼すず莉り、不穏分子の炙あぶり出だし、ご苦労だったな。この築つき島しま玲れい司じとお前に繋つながりがあると気付いてから、お前の机の中にあったメモを探ることで、こいつらの本拠地を突き止めることができたよ。ゼロポイントのブラコンだからと言って、切り捨てずに飼っておいて良かったな。これからもせいぜい生徒会の仕事に邁まい進しんしてくれたまえ」

「……！」

　その発言を聞き、自分が利用されていたと知った涼莉が絶句した。

　話せるやつかもなんて思ったのは間違いだった。鬼畜。こいつは、鬼畜生徒会長だ。

「さて、とりあえず築島玲司君にはペナルティとして──そうだな。今後誰とも恋愛に発展する可能性がおきないよう、負け組だということを校内中に認知してもらわないとならない。お望み通り、お前だけの処分にしてやろう」

「……俺に何をさせる気だ」

　すると、鬼き頭とう会長は少しだけ顎に手を当てて考え込んで──言った。

「明日から一週間、負け組としての立場を決定づけるような格好で登校してもらう。その上で、放課後は奉仕活動だ。覚悟しておけよな」

　そう言いながら、やっと鬼頭は俺の頭から足を外す。ほとんど蹴りつけるような勢いで。

「かはっ！」

　俺は、床に這はいつくばりながら、鬼頭の姿を下から睨み付ける。

　ひどい屈辱だった。

　なぜ──やつらが作ったＬＰＰに、ここまで苦しめられなければいけないんだ。

　その時、俺の覚悟が決まった。

　もう、穏やかに暮らすなんていうのはやめだ。願うことは、ゴリゴリの、ハードコアの、徹底的な復讐。それしかない。この学校を、完全に革命する覚悟だ。

　俺は、ただ歯を食いしばって、その腹案を練り始めたのだった。




　告示




　２年１組　築島玲司




　上記の者を、生徒会活動の風紀を乱す行為を行った旨にて、以下の処分とする。




・一週間、指定の格好での登校（最低限、校門前から校舎内）

・一週間、放課後は校内清掃などの奉仕活動
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　かくして、生徒会に逆らって、負け組のまま青春を謳おう歌かしようとした俺に懲罰が執行されることになった。

　朝、家を出ようとすると、母が声をかけてきた。

「……あら、玲れい司じ、今日は随分早いのね」

「……ああ。予習しないと」

　俺は、家を出た所で角を曲がり、公園の公衆便所に入る。

　着替えるのだ。やつら指定の衣装に。




　時々、世界の理不尽について考えることがある。

　なぜ、世界はこんなにも容赦がないのか。

　憎まれっ子世に憚はばかる、というのだろうか。あまりにも悪が裁かれていないと感じる。

　だから──

「……やってやる」

　俺は決意を込めて、白いタイツを穿はく。

「やってやるって言うんだ」

　世界を革命するために、耐え難きを耐え、忍び難きを忍んで。

　そうやって、忍んだ先に、守れるものはなんだ、ポイントか。プライドか。

　違う。自分のささやかな世界だ。

　自分のささやかな世界を守るために、牙を研ぎ続ける狼おおかみの存在を、やつらはまだ知らない。

　躊躇ためらいながら、思い切り息を吸い込み、風船状のビニールに空気を入れて膨らませる。そして俺は、やつら指定の衣装に着替えていく。




　俺は今日から、勝ちにいく。

　臥が薪しん嘗しよう胆たんして、勝ちにいく。

　勝たなきゃ意味がないんだ。

　だから──今は耐えろ。

　耐えて──この世界をぶち壊すのだ。
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　俺の視界に、ゆらゆらと股間にゆれるアヒルの黄色い嘴くちばしが見える。

　周囲からは、クスクスと笑う声が聞こえてくる。

「…………」

　俺の格好はと言えば。

　全身が白づくめのタイツに、股間には風船で膨らませたアヒル。顔には白塗りと頬ほおにピンクのチーク。『白鳥の湖』というか……今どきビートたけしでもやらなくなった、ベタな恥ずかしいコスプレである。

　その格好で強制的に言わされる言葉は──

「あ、へんなおっずさん。へんなおっずさん」

　変なおじさんのモノマネであった。普通に歩くことも許されず、二つずつ柏手を打ちながらじりじりと進む。

　一歩進むごとに、人間としての尊厳が奪われ、第三者との恋愛可能性が消滅していくのがわかる。

「あ、そうですわたすがぁぁ！　変なおずさんです！」

　俺は絶叫しながら、感情を殺して歩く。

　本当は、怒りで心中が波立ってるのだ。だが、この状況で怒りが役に立つだろうか。

　世界史に、「カノッサの屈辱」という事件がある。

　神聖ローマ皇帝が、ローマ教皇に破門を解いてもらうため、カノッサ城の城門前で三日三晩立ち尽くして赦免を請うた事件だ。

　さしずめこれは、那な須す川かわ高校の屈辱とでも言うべきか。




　校庭を歩く俺の姿をバカップル共が指差して笑っている。

　嘲笑、軽蔑、揶や揄ゆ、いくつものマイナス感情がこちらに向けられる。

「……理り子こっち、見てよあれ。生徒会に逆らったゼロポイントのやつだよ」

「わあ、恥ずかしいね、ひろくん。生きてるのが恥ずかしくないのかな？」

「ああはなりたくないよなあ」

「こわーい、やばやばのやばだよあれえ。よかったねえ、わたしたちラブラブのずっきゅんで」

　バカップルが、ホラー映画でも見ているかのように、次々とくっつき始める。

　俺はお前らがイチャイチャするための人柱じゃねえぞ。

　俺は変なおじさんを連呼したまま、校舎への道を歩く。こんな時ばかりは、無駄に長い校庭の桜道が忌々しく感じる。

　なんとでも言うといい。好きなように笑えばいい。

　そう割り切って歩いていた──その時だった。

　俺の前に、三つの影が立ちはだかった。

　その姿を見て、俺は目を見開く。

「……みんな？　……か？」

　それは、ルーザーズのみんなだった。

「玲れい司じさんっ！」

「……玲司」

「築つき島しまくん」

　しかも──それぞれがいつもと違う、異常な格好をしている。乃の々の香かはスク水、アルコはロボット風のコスプレ、常とこ滑なめ先輩は薄い布きれみたいな服。

　まるで季節外れのハロウィンでも始まったみたいだった。

「……どうしたんだよ、お前ら」

　動揺しながら俺が尋ねると、乃々香が恥ずかしそうに身体からだをくねらせながら答える。

「その……わたしたちも、自主的に恥ずかしい格好をしようかなって……」

「だいたい乃々香、そのスク水、誰のだよ」

　乃々香のスク水はよく見るとピチピチで、ふとももや肩口からムチムチと音がしそうなほど肉がはみ出ていた。

「ちゅ、中学生の時のなので……は、恥ずかしいです……」

「そんなに太ったのか？」

「背が伸びたんですっ！」

「じょ、冗談だよ」

　それにしても、ちょっとエロすぎて、まだボーナスステージにある乃々香だから、こんな格好をしていてもモテちまう可能性があるな……。

　俺は隣に目をやる。

「アルコは、ロボットのコスプレか」

「……喜べ。恥という概念が、アルコの回路に生まれた記念日だ」

「それ、恥ずかしくないだろ。やりたくてやってるだろ」

「ぐ、愚弄するな！　アルコは、メモリ４ＧＢ以下のパソコンを同類とは認めていない。つまり、アルコにとってこの格好は、カニがカニカマの格好をするぐらい恥ずかしい」

　どういう感覚だよ。恥の概念なのか、それ……？

「それで、常滑先輩は」

　薄い布しか纏まとっていない、現代に現れた天女（と言う名の露出狂）だった。

「うふふ、露出プレイ……」

「……常滑先輩こそそれ、やりたくてやってるでしょ」

　常とこ滑なめ先輩は観念したように言った。

「ええ、そうよ！　なんなら、たまにこの格好家でしてるし！」

「完全なる趣味じゃねえか！」

　すると、アルコが鞄かばんの中から常滑先輩に大きな何かを取り出す。

「……そうなると思ってた、なめ先はこれを着るといい」

　最初俺は、モコモコのダウンジャケットでも渡しているのかと思った。

「え、アルコちゃん、これ何かしら？」

　アルコは静かに答える。

「……おすもうさん風肉襦じゆ袢ばん」

　なんでそんなものを持っているんだ。

「露出の真逆じゃない！　うう……恥ずかしいわあ……」

　その恥の概念もわからないんですけどね。

　しかし、もっとわからなかったのは──

「でも、お前らなんのためにこんなことを……」

　せっかく、俺が一人犠牲になって、みんなに被害が及ばないようにしたのに。

「私たち、話しあって決めたのよ」

「わたしたち、一緒に戦います」

「……アルコ、玲れい司じを一人にさせない」

　そんなみんなの言葉を聞いて、俺は。

「…………」

「どうしたんですか、玲司さん？」

「……ああ、ちょっと日差しが眩まぶしくてな」

　涙が零こぼれ落おちそうになるのを誤ご魔ま化かして上を向いていたのだった。

　俺は、一人で戦おうと思っていた。

　この屈辱を一人で乗り越えようとしていた。

　でも、今みたいにみんなとくだらないやり取りをしているうちに、いつの間にか恥ずかしさもそこまでのものではなくなっていた。

　一人じゃなければ、乗り越えられる。

　それはまるで、希望みたいじゃないか。

「それより玲司さん、遅刻しちゃいますよっ！」

「……！　あ、ああ」

　そして、俺たちは誰が見ても恥ずかしい格好で校庭を行く。

　行く先々で、誰もが俺たちを指差して笑うことだろう。

　ゼロポイントの連中が、あまりにモテなくて、虐げられて、ついにおかしくなったのだと噂うわさするだろう。














　見ろよ。ルーザーズ（負け犬）どものお通りだ。

　ペナルティに耐えるのは、一週間。

　一週間後に、必ず目にものを見せてやる。
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　学校へ登校しない、ある晴れた週末の昼下がり。俺は、メモを片手に街を放浪していた。

「……この先のはずなんだが……」

　今回の作戦を形にするために、俺はアルコと密にコミュニケーションを取る必要があった。そこで、暇な休日にアルコの自宅を訪問しようとしていたのだが──アルコ手書きの地図が、異常にわかりづらいのだ。

　みみずののたくったような線で描かれた、まるでキュビズムの絵画のような図形の重なりにしか見えない。

「あいつ、こういうとこだけなんでこんなアナログ人間なんだよ……お、あった。ここかな？」

　俺は、『高たか石いし』という表札を確認してピンポンを押す。

「……玲れい司じ？　向かう」

　アルコの声だった。

「……いやー、アルコ、お前の地図下手すぎ……わっ！」

　アルコに出迎えてもらった俺は、驚きよう愕がくした。

　髪を濡ぬらしたままのアルコが、バスローブ一枚羽織った状態で出迎えてきたからだ。

「お、お前、何だよその格好！」

　俺が狼ろう狽ばいしながら聞くとアルコは、こう言った。

「……玲司の来訪遅延につき、機体洗浄していた」

　要するに、風呂に入っていたってことだな。

「だからって、その格好で出るのは無防備すぎだろ！　もし俺じゃなかったらどうするんだよ……」

　アルコを見ていると、無性に胸の中が掻かき乱みだされることがある。それは、自分より幼く危ういものを見ている心配感だろうか。

　それから、五分ほどアルコが服を着るのを待って、俺はアルコの家の中に上がることにした。

「……待たせた」

　アルコは、白のタンクトップを膝近くまで下ろしていて、身体からだに合っていないのかぶかぶかだった。最初は下を穿はいていないのかと思ってよく見たら、ジーンズの短パンだったぐらいだ。とにかく、そのくらいラフな格好で現れた。

「……おじゃましまーす……」

　と上がったところで、台所にニヤニヤしている妙に色っぽい大人の女性がいた。顔つきにどことなく、既視感があるような──

「……あなたが、由ゆ美みの先輩の人？」

　その女性は、俺に尋ねてきた。

「あ、ええと、そうですけど……」

　俺が戸惑っていると、アルコが不機嫌に応えた。

「……由美ではない、アルコ」

　その発言を、女性は気にも留めない。

「なんだか最近、由美と遊んでくれてるみたいでありがとうね。この子、『由美』でしょう？　だから、イタリア語の『弓』──『アルコ』って名前で呼んでたら、本人もその気になっちゃったみたいで」

「黙れ、工学的に母とされる人」

　アルコは、ここまでアットホームな事実を暴かれてもまだ自分がロボットだと言い張り続けるようだった。

「でも由美ねえ、あなたと会ってから、学校に行くのが楽しそうになったのよ。これからもよろしくね」

「は、はい……」

「……いいから。玲れい司じ、二階に上がろう」

　そして、不機嫌そうなアルコに背中を押されて俺は二階に上がった。
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　自分の部屋に入るなり、アルコは、ぶかぶかのタンクトップを揺らしながら自分の部屋のパソコンの前にどっかりと座った。

　アルコの部屋は、パソコン関係の機材ばかりで、足の踏み場もなかった。

「……なあ、お前無防備すぎるだろ。気を付けないと、その隙間から見えるぞ」

「……何が」

「乳首が」

「……別に。誰かがアルコに発情しようとも、アルコが人間に発情しなければ過ちは起きない」

　無関心のようだった。そりゃそうだけどさあ……。
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「それより何用、玲れい司じ」

　アルコから本題に入るように促された俺は、企画書をアルコに手渡した。

「これを見てほしいんだ」

「これは……」

「復讐作戦の計画書だ。実現可能だと思うか？」

「これは、もしかして……」

「もしかしなくても、そうだ。この学校の恋愛ポイントシステムを破壊する」

　アルコは、パソコンに向き直ると、キーボードを叩たたいて何かの画面を出した。地図のように見える。

「それは……？」

「生徒会役員室の間取り図だ。実は、アルコも生徒会室のパソコンを……破壊できないか調べたことがある」

　そりゃあ、一度や二度ぐらいあるだろうと俺も考えていた。これだけ悩まされてて、そのハッキング技術があるなら──

「今まで、二百回ほど試行したが、全て失敗してきた」

「試行回数想像以上だな！」

「その結果、あの生徒会のパソコンをハッキングするには、直接ハック用の【種】を本体に植え付ける必要があるとわかった。つまり、パソコン本体にＵＳＢメモリを差す必要がある。それでも、基本的にＬＰＰのシステムには電子マネーと同様のセキュリティが設定されていて、元のデータを弄いじるのは難しい。だから、そこまでしても、見かけ上のデータや出力先をごまかすことがせいぜいだと思う」

「見かけ上……致命的にシステムを破壊することは不可能だって言うのか？」

「……難しい。いずれ修復されることがわかっているランキングの操作程度しか不可能」

「なるほど。でも逆に言えば、一時的にランキングや見かけのデータを混乱させることはできるかもしれないってことか。充分さ。頼む、アルコ。その【種】を作っておいてくれ」

「……承った」

　そして、アルコはパソコンに向かい作業する……かと思いきや、急にこちらを向いてこんなことを尋ねてきた。

「……玲れい司じ、聞きたいことがある。人を好きになるとは、どういう感じだ」

「……なんだよ、藪やぶから棒ぼうに」

「理解不能だから、興味を覚えた。アルコの仮説では……脳のバグなのではないか、と考察している。人間はそのために死んだり殺したりまでする」

「……なるほど、脳のバグか。言い得て妙だな」

　他のことが手に付かなくなる。自分の命よりも、優先順位の高いものができてしまう。

　その手のことは確かに、バグのように思えるが──アルコは続けた。

「バグなのに、誰もがそれを重視している、解せない」

「そうだな。恋愛ってのは、いわばバグだけど──」

　俺は、上う手まい例えを探そうとする。

「ＦＦとかやったことあるか？」

　アルコは静かに頷うなずく。

「ファミコンのＦＦ３に出てくる飛空艇とか、あれめっちゃ速く飛ぶけど、実はバグなんだ。だから、まあ──バグはバグだが……なんだか、力が出たりすることもあるんだ。お前が思ってるほど、たぶんそんなに悪いものじゃない、と思う」

　自分の経験を振ふり返かえりながら俺は答える。

「……そうか」

　アルコは納得しきらない様子で疑問を飲み込もうとしている様子だった。

「お前にもっとわかりやすく教えてやれたらよかったんだけどな」

　俺はアルコの頭にぽん、と手を置く。

「……気安いぞ、人間」

　アルコは不機嫌な顔をして、だが少しだけ間を置いてからにこり、と笑ってこう言った。

「……でも玲司だけは許してやる」
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　一週間が過ぎた。

　俺たちは、毎日の屈辱に耐え、ペナルティ期間を凌しのぎきったのだった。

　もっとも、周りのやつらの俺たちに対する興味も日に日に減っていたわけだったが。

　そして俺たちは──改めて特別活動室の中に集まっていた。

「……みんな、耐え難きをよく耐えてくれた」

「おつとめごくろうさまでした、ですね！」

　刑務所から釈放されたようなニュアンスで乃の々の香かが労ねぎらってくれた。

「アルコは元々人間に期待していなかった、問題は無い」

「ありがとよ」

「まあ、私はそこそこ興奮してたし？」

　常とこ滑なめ先輩はそうだろう。三日目ぐらいから力士の肉襦じゆ袢ばんでもむしろ裸を見られているのと同じ境地に至っていた。

「それより、緊急会議を行う」

　俺は、部員たちの顔を見渡しながら言った。

　そう、俺がアルコと進めてきた復讐計画もガッツリ進行していたのだ。

「やっぱり、俺たち負け組には復讐しかない。今こそ、恋愛ポイントゼロからの脱出計画、それも──完全なる革命を実行しようと思う。乃々香、計画書を」

「はいっ！」

　乃々香が、全員にＡ４のレジュメを配布した。みんなで、それにパラパラと目を通し始める。

「……この案、成功しますかね」

　乃々香が、ぽつりと呟つぶやく。

「成功するかどうかは、チャレンジしてみないとわからない。だが、もし成功したら──徹底的に、やつらの尊厳を地に落としてやる」

「築つき島しまくんもそこそこ性格が悪いわねえ……」

　常滑先輩が感心しているのかそうでないのか微妙な困惑を見せた。

「でもこれ結構危ない橋じゃないですか……？　見つかったら、ポイントペナルティどころか、退学まであるかも……」

　乃々香が心配そうに言った。

「それでもやるしかない」

　失うものはもう何もない。この学校の、恋愛ポイントシステムを、破壊するのだ。
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　深夜。俺たちは、黒ずくめの服を着用し、校舎の前に集まっていた。

「……あはは、本当にスパイみたいですね、わたしたちの格好」

　そんな俺たちの姿を見て、乃の々の香かがおかしそうに笑う。

「……さあ、学校に忍び込む前に改めて説明するぞ」

　俺たちが、一週間かけて練った計画はいよいよ実行段階。

　俺は、アルコから借りたＵＳＢメモリを一同の前に翳かざした。

「このＵＳＢメモリを生徒会の持っているＰＣに差せば、条件はクリアだ。恋愛ポイントプログラムを牛耳るメインパソコンに、ハッキングの【種】が植え付けられることになる」

　端的に言えば、グーバーってやつだ。差すだけで色々便利なことが起きる魔法のＵＳＢメモリを映画業界用語でそう呼ぶ。

「すごいわねえ。本当にそういうことができるのね」

「……アルコの専門分野だ。造作も無い」

「アルコの話によると、このＵＳＢを差してからプログラムを入力すれば、三十分もあればハッキング作業完了らしい。……ということで、侵入するぞ」

「あたぼうよ」

　アルコがキーボードを操作して、メインドアのホームセキュリティを解除する。それから、アルコがゆっくり扉を押すと、ギイ、といとも簡単に校舎の扉は開いた。

「……セキュリティも近年頼りすぎだよな、コンピュータに」

「でも、本当に大丈夫なんでしょうか……」

　乃々香が不安そうに尋ねてきた。

「何が？」

「誰かに見つかりませんでしょうかね……」

「まあ、俺の緻密な計画があるからな。ババッと侵入して、誰かに見張ってもらってるうちに、【種】を仕込んで、さっと帰る」

「清すが々すがしいほど大ざっぱな計画ねえ……」

「それに、わたしたちみんなで侵入する意味ってあるんですか？」

「見張りを交代でできるだろ。それにミッションインポッシブルとかのチーム感に憧れてたんだよな、俺」

「それだけ!?」

　とにかく、俺たちは、深夜の学校に忍び込み、生徒会役員室に侵入した。

　生徒会役員室に侵入した俺以外のみんなは、驚いたことだろう。

　ベッドには鬼き頭とう生徒会長が、すやすやと眠っていたからだ。

「れ、玲れい司じさん、鬼頭生徒会長が」

　俺だけは、その展開を予測していた。なぜなら、最初にこの部屋に招待された時、やつの発言からピンと来たのだ。この学校を統治するのには、ここに住んでいるのが一番良い、と。パソコン本体に辿たどり着つくまでのセキュリティを手薄くしているのも、自分自身が見張っているという油断によるものだろう。

「……大丈夫だ。象が暴れても目が覚めないぐらい強い睡眠薬を飲ませてるから」

　今日の昼、関せき口ぐちがいる新聞部を通じて試供品ということで睡眠薬入りの栄養ドリンクを会長に飲んでもらっていたのだ。

「そ、そうなんですかね……」

「うわあ、見て築つき島しまくん、生徒会長、ファラオみたいに手を組んで寝てるわあ。夜よ這ばいしてる気分ねえ」

「……変に触らないでくださいよ」

　そして、俺たちは、部屋の片隅に置いてある一台のデスクトップパソコンの前に立った。

「……これが恋愛ポイントプログラムのパソコンなのね」

「間違いないでしょう。わざわざ、鬼頭会長が一番近いところで見張っているパソコンだから」

　そして、俺はポケットからアルコの作成したＵＳＢメモリを取り出す。

「よし、差すぞ」

「あわわ、あわわ。わ、わたしはなにをすれば……」

　乃の々の香かが勝手にテンパっていた。

「そうだ、忘れてた。見張りだ。誰か来ないか、入り口で見張っててくれ」

「え、いいですけど──」

　と、その時だった。ガタン、と扉の方で音がして、誰かが入ってきた。

「しまっ──！」

　俺の全身から血の気が引いた。大きなミスを犯した。この建物に入った時から、チームを分散して誰かを見張りに立たせておくべきだったのだ。

「……え、誰かいるの──？」

　女性の声が聞こえ──逃げる間もなく懐中電灯が俺たちの姿を照らした。

　俺は観念した。終わりだ。最悪の結果になってしまった。

　ペナルティどころか、不法侵入で退学まであるんじゃないか──などとバッドエンドパターンが脳裏にフラッシュバックして──

「……あれ、玲司？」

　俺の名前が呼ばれたことに、俺はもう一つ驚いてしまった。

「……涼すず莉り？」

　そこに現れたのは、袖そでケが浦うら涼莉だった。




「はあ……あなたたち、自分が何をしようとしてるかわかってるの？」

　十分後。

　俺たち四人は生徒会役員室の床に正座させられていた。

「涼莉こそ、なんでこんな深夜に」

「あなたたちみたいな不届き者がいるからじゃない」

「でも……そのパトロールって、いわば夜勤みたいなもんだよな。学生でそんなことしなきゃいけないなんて、やっぱお前立場が弱いんだな」

「……うるさいわね。仕方ないじゃない。ゼロポイントって会長にバレて弱みを握られてるんだから」

　涼莉は、大きな溜ため息いきを吐つくと、目を逸そらしながら尋ねてきた。

「……ちなみに……あなたたちが立ててたのはどういう計画なの？」

「え……？」

　なぜ、それを聞きたがる？

　なんだか、涼莉は問答無用で断罪しようという雰囲気ではない。なんだかんだ、俺たちのやろうとしたことが気になってはいる様子だった。

「……玲れい司じさん、どうしますか？」

「……正直に教えよう」

　俺は、袖ケ浦涼莉のことを知っている。たぶんこいつなら、事件のことを口外する心配はないだろう。俺は見つかったのが涼莉で良かったとさえ思っていた。

「アルコの作ったこのＵＳＢメモリを差すと、見かけ上のパソコンの数値を変更できるようになる。具体的に言うと──全校生徒の恋愛ポイントを『マイナス』に変更できるようになる。するとヒエラルキーは逆転し、今『ゼロポイント』の俺たちが天下を獲とってモテモテになるということだ」

「……そんな手が」

　姑こ息そくだな、とでも思っているのだろうか。

　俺は──涼莉の心を揺さぶって、勝負をかけることにした。

「なあ、涼莉」

「……何？」

「あの日、河原で怪け我がして俺に背負われた日……お前言ったよな？　人の恋愛に点数をつける。自分のしていることが正しいとは思ってないって……」

「…………」

「協力してくれないか？　俺が、この学校を変えてやる。ポイントが完全に逆転すれば、涼すず莉りももう堂々と生きられるようになるんだ」

　俺がそう言うと、涼莉は何かを決意したように──くるりと身を翻した。

「……涼莉！」

　涼莉は足を止め、長い沈黙の後、静かに語った。

「……あたしは、何も見なかった。そういうことにしておく。生徒会の仕事をすることから逃げられないあたしにとって──それが妥協案」

「……涼莉？」

　涼莉は、ちらりとこちらの方を見てから、物憂げな表情になった。

「……こないだは、ごめんね。あたしが残したメモのせいであんたたちが捕まって、面倒なことになって」

　そのことをまだ気にしていたのか。

「いいさ。恩に着る」

「ゼロポイントの仲間たち、か。そんな集まりがあれば、あたしも……もう少し、生きやすかったのかな」

　そして、涼莉は寂しそうな表情を見せて、生徒会役員室からそっと立ち去っていった。

「……ほっ。なんとかなりましたね」

　乃の々の香かが胸を撫なで下おろす。

「ああ。涼莉のためにも、この作戦、絶対に成功させよう」

　俺たちが負け犬でないってことを、証明できるから。

「さあ、アルコ！　ＵＳＢを差すぞ！　プログラミング頼む！」
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　それから、時間にして三十分程度かけて──アルコは、ＵＳＢメモリを差したＬＰＰのメインパソコンに向かって全力でコマンドを打ち込み続けていた。

「どうだ、アルコ。行けそうか？」

　俺が尋ねると、ちょうどアルコは一仕事終えたように大きな息を吐き、拳で額の汗を拭った。そしてくるり、と振ふり返かえる。

「プログラム、入力完了。あと、エンターキーを押すだけで革命は完了。最後の一太刀は、玲れい司じが」

　アルコは、パソコンの前からすっと自分の身体からだをどかした。

「……ありがとう」

　そこを残してくれるアルコの優しさに感謝して、俺はキーボードの前に移動する。

「このエンターキーを押せば、俺たちの革命は完了する。今までの、虐げられていた暮らしは完全に逆転するはずだ。みんな、覚悟はいいか？」

　俺はルーザーズのみんなを見渡して言う。

「わたしはＯＫです！」

　乃の々の香かがいつものように、朗らかに言う。きっと、世界が終わる時にだって笑ってそう言うだろう。

「わたしも、これ以上妖怪扱いは嫌だもの」

　常とこ滑なめ先輩のそれは自分にも責がありそうな感じもするけど、いいや。

　アルコも、静かに頷うなずいた。

「アルコも、生徒会が嫌いだから。玲れい司じに任せる」

　俺たちの意思は一つだった。

　決めたのだ。自分たちで復讐すると。

　それなら、もう迷うことはない。

「……行くぞ」

　俺は、万感の思いを乗せてエンターキーを押した。

　黒バックに白字のプログラムが、画面一杯に広がる──
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　たとえどんなことが起こった後でも、毎日朝だけは変わらずに来るのが俺たちの世界だ。そのことは、時に救いにも絶望にもなるな、なんてことを思う。

「ふわあああ……」

　窓から差し込む光を顔に受け、俺はゆるやかに起床した。

「……美しい朝だ」

　むくりとベッドから立ち上がった俺は、そのまま大きなガラス窓のそばに立ち、見下ろすように校庭の様子を観察する。

「……もう、ぱらぱらと登校してきているな」

　校庭には、もうどこを見渡してもバカップルなどおらず、ぽつぽつと点在するように生気の無い生徒が一人で登校してきているばかりだった。この距離だと、まるで人間がボードゲームの駒のように思える。

　こんな光景を日常的に見ていたら、さぞかし性格が歪ゆがむことだろうな。かつてこの部屋で寝泊まりしていた、鬼き頭とうのように。

　そう、最近の俺は──鬼頭の代わりに、生徒会役員室のＶＩＰルーム（ふかふかで柔らかいベッド）に寝泊まりするようになっていたのだ。

　そんな今の俺の脳裏に浮かぶ言葉はただ一つ。

「はははは！　今日も革命、絶好調！」




　革命七日目。

　あの日、生徒会室で俺たちがスイッチを押して、恋愛ポイントを司つかさどるパソコンをハッキングしてから、既に一週間が経過していた。

　恋愛ポイントシステムの崩壊により校内にパニック状態が発生したのは、すぐ翌日のことだった。

　どの生徒も驚いたことだろう。登校してきてスマホでマイページにログインすると、誰もかれも恋愛ポイントがマイナスになっているのだ。

　全員がマイナスになるとは言ったが、正確には俺たちがあの日いじったのはポイントそのものではなく、全ての生徒の『交際人数』だった。それをいじることで、今までに誰かと付き合った期間が長ければ長いほど二股を長期間かけていることになり、ポイントを持っていれば持っているだけ余計にマイナスになったわけである。

　そして、翌日以降もポイントシステムは修復せず、交際日数によってマイナス倍率がかかっていることが認知されたため、校内ではカップルの破局が続出。

　三日間で、校内のおよそ８～９割のカップルが交際を解消したとみられていた。




「おはようございまーす、玲れい司じさん……」

　その時、ガチャリ、と扉が開き、眠そうな目を擦こすり乃の々の香かが入ってきた。ガラス張りの窓越しに校庭を覗のぞき込こんでいる俺の姿を見て、さぞや驚いたことだろう。

　俺は全裸だったからだ。

「ふわあああああ！　玲司さんなんで全裸なんですかあああ！」

　甲高く乃々香の悲鳴が校舎に響き渡った。

「せっかく学校に寝泊まりするんだったら普段できないようなことをしようと思ってな。ロハスだロハス」

「それはロハスって言いませんー！」

「それより、おはよう乃々香」

　俺は爽やかな笑顔を見せて乃々香におはようを言う。全裸のままで。

「お、おはようございます……真・生徒会長さん」

「はははは。その呼称もすっかり慣れたな。ちゃんと中黒を意識して発音してくれよな。新でもあり真だからな」

　そう。恋愛ポイントプログラムが崩壊し、旧生徒会は権力を失った。その結果、実権を握ったのが──この俺だった。

　何をかけても０ポイントだった俺が、相対的に一気にＬＰランキングの１位へと浮上したのだ。

　そして、鬼き頭とうが普段から口にしていた『ポイントを一番持っている者こそトップに相応ふさわしい』という言葉に後押しされ、俺は『真・生徒会長』を名乗り学校トップに君臨。鬼頭の仕事を引き継いだ上で、『真・生徒会』を再編、組織していた。

「それより乃の々の香か、旧生徒会のやつらの消息に関する情報はどうだ？」

　俺は、服を着ながら乃々香に尋ねた。

　俺が学校トップに君臨した時から、鬼頭らをはじめとする旧生徒会の連中は行方をどこかにくらまし続けていた。涼すず莉りもまた、同じように。

「うーんと、関せき口ぐちさんはじめ色々な方に尋ねて回ってるんですが、はっきりした情報はないですね……学校にも来てないらしいですし」

「……そうか、不気味だな。なんとしても見つけなければ。草の根分けてでも、校庭中の岩をひっくり返しても見つけるんだ！」

「そんな、フナムシじゃないんですから……」

　校内では、旧生徒会の連中はＬＰ集計用のパソコンを誤って破壊したことで、責任に耐えかねて逃走した、という根も葉もない噂うわさが有力となっていた。

　だが、俺は真実を知っている。

　恋愛ポイントシステムの根幹──基礎ポイントが容易にいじれるわけはないことぐらい、やつらだってお見通しだ。恐らく、鬼頭たちは時間を稼いでハッキングされた内容を解析し、データを修復しようと考えているに違いない。

　そのポイントシステムが修復されたら──俺の天下は終わりだ。

　そう思うと、ガクガクと手足が震えてくる。

「玲れい司じさん──怖いんですか？」

「……怖いさ。……歴代の革命家もこんな気分だったんだろうな」

　なぜ、革命政権が長続きしないのか、理由の一端がわかったような気がした。武力で奪い取った政権は武力で奪い返されるからだ。

　だから、今のうちに足場を固めなければならない──

　なんて考えていると、朝の予鈴のチャイムが鳴った。まもなく今日の授業が始まるのだ。いちおうここは学校なので、とりあえず俺たちは教室に向かわないとならない。

「さあ乃々香、登校するぞ！　教室に向かいがてら、校内を視察のために闊かつ歩ぽしながらな！」

「は、はい！」




　制服を着込んだ俺は、勢いよく扉を開く。

　そこで目に飛び込んできた校内の様子──もう、どこにもバカップルはいない。すれ違う誰もが、生気の無い表情で身を縮こまらせ廊下をひっそりと歩いていた。国民総陰キャ化とでも言おうか。

　寂れた商店街のように閑散とした廊下を、俺と乃の々の香かは練り歩いていく。

「いやあ、通りやすくなったな、学校の廊下が！　道が広い広い！　江戸時代か？」

「でもなんだか、これはこれで殺伐としてますね……前とどちらがいいんでしょうか……」

「こちらの方が良いに決まっているだろう。なにしろ、もうコンプレックスに悩まされることもないし、俺たちは今や勝ち組──」

　そんな話をしていると、俺の姿を見つけたのか、女子生徒の黄色い声が廊下の隅から突然飛んできた。

「きゃーっ！　真・生徒会長さんよ！」

「凄すさまじく颯さつ爽そうと歩いてらっしゃるわ！」

　歩いてるだけで騒がれるとか、俺はレッサーパンダかよ。と少しばかりイラッとしたが、俺は愛想笑いを振りまき手を振ふり返かえす。地固め中の今のうちはあまり反感を買うような行為をしてはならない。

「……ははは。諸君、元気にやってるか？」

「真・生徒会長さん、今度デートに誘ってよお！」

「機会があったらな！」

　王族のように手を振りながら、俺は黄色い声に応えていく。決して気分は悪くないが、窮屈な感じだ。

「す、すごい人気ですね、玲れい司じさん……」

「政治家になった気分だな」

　今までの、虐げられていた暮らしと対比してみると、まるで違う人生を生きているようだ。

　そんなふうに時々声援に応えたり握手に応じたりしながら、俺たちは朝視察における巡回コースの一つ、昇降口に辿たどり着ついた。

　ここ数日の傾向から考えると──今日は三十通くらいかな？

「おおお！」

　俺は、自分の下げ駄た箱ばこを覗のぞき込む。

　思った通り、溢あふれんばかりの交際申し込みの手紙が、下駄箱の中に大量に届いていた。

「どれどれ……ひい、ふう……昨日より増えているみたいだぞ。ははは。よりどりみどりで困ってしまうな！　なあ乃々香！」

　俺が手紙を両手いっぱいに取り出し、上機嫌に乃々香に話しかけると、乃々香もパタン、と自分の下げ駄た箱ばこを閉じているところだった。だが、その手には何も握られていない。

「あれ乃の々の香か、お前は交際申し込みは来てなかったのか？」

「あー、なんだかたくさん来てましたけど、今は忙しいので……あとで全部落とし物として職員室に持っていきます」

　乃々香はなんだか興味なさそうに答えた。

「なんだ、もったいない。まあ、革命前からもともと乃々香はボーナスステージに入ってたし珍しくもないのかもな。しかし、いい男とかもたくさんいるだろうに」

「興味……ないですから」

　そう言うと、乃々香はこちらに向けてたたたと走り寄ってきた。

「……そうか」

　しかし、まさかこんなに学校が楽しくなるなんて、一週間前までは、欠片かけらも思っていなかった。

　ビバ・ボーナスステージ！

　今、俺こそが、俺の立場こそが、この学校における最高のボーナスステージなのだ！
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　教室付近に来ると、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「新聞ー、校内新聞だよー。最新のランキングも載ってるよー」

　関せき口ぐちが、校内新聞を手で配っていた。

「おっす、関口。精が出るな」

　俺が声をかけると、上機嫌そうな関口がにやりと笑った。

「よっ、真・生徒会長！　革命のおかげで、美お味いしい思いをさせてもらってるよ！」

　今回の革命によって、デジタルの信頼度も下がり、アナログの校内新聞が情報供給源として復権しつつあった。お陰で、新聞部の権力もうなぎ登りだとか。

「ほら、これ最新の新聞。玲れい司じに頼まれた記事も載ってるよ」

「おう、悪いな」

　そして、俺は関口から手渡された新聞を読む。一面には、目立つ場所に現在の恋愛ポイントランキング上位者が掲載されていた。




『１位　築つき島しま玲司』




「……何度見てもいいものだなあ」

　自分が１位になっているランキングというものは。しかも顔写真入りだぜ。少し目付きが悪いのが気になるが。ちなみに、ゼロポイントという部分は恥ずかしいので隠してもらっていた。

「これもう少し、凶悪じゃない顔の写真はなかったのか？　ほとんど指名手配犯じゃねえか」

　俺はにまにましながら、関せき口ぐちに尋ねる。

「無む茶ちやいわないでよ。結構気を使って選んだんだよ」

「でも、確かに成金っぽい写真ですね。暗い玄関先でお札を燃やして靴を探してそうです」

　乃の々の香かが口を挟んできたがどんなイメージなんだ俺は。

「ところで関口、俺が頼んだ例の企画告知は何面に掲載されてる？」

「二面の見開き！　見てみてよ」

　そんな関口の声を聞き、俺は校内新聞の中面をばさりと広げてみた。

「……あの、玲れい司じさん。例の企画告知って……何ですか？」

　乃々香が、首を捻ひねりながら横から尋ねてくる。

「ふふふ。聞いて驚け。非モテフェスティバルだ！」

「……え？　ひ、非モテ……フェスティバル？」

　乃々香は、自分が聞いた言葉を信じられない、といった感じで聞き返してきた。

「見よ！」

　俺は、乃々香に新聞の見開きページをぺらりと見せてやる。

　そこにはこう書いてあった。




　企画進行中！　非モテフェスティバル




　当方、真・生徒会では、今まで旧生徒会が開催を予定していた『ラヴァーズ・フェスティバル』を、内容を変更し『非モテフェスティバル』として改めて開催させていただくこととなりました。




　なお、開催予定のイベントは以下のように変更となります。




　校内ベストカップル選手権→自分で録音したカッコいい寝言選手権

　アチアチ☆愛の二人羽織ゲーム→アチアチ☆うどん早食い競争

　未成年の主張、大告白大会！→朝まで語ろうスター・ウォーズ（ＥＰエピソード４～６）




「玲司さん、こ、これは……」

「生徒会がもともとやる予定だったラヴァーズ・フェスティバルのステージを流用して、非モテフェスティバルを実行することにしたのだ！　非モテの祭典をな！　ＬＰランキングに革命が起きている今のうちに、新たな価値観を固めてやるのだ！」

「こ、この企画、盛り上がるんでしょうか……？」

「盛り上がるに決まってるだろ！　ちなみにどれも陰キャ的価値観を肯定してくれるようなプログラムになっている。非モテ的価値観では寝言を録音するのがカッコいいことだしスター・ウォーズはＥＰエピソード４～６しか認めないんだ」

「それは、玲れい司じさん個人の価値観では……」

「乃の々の香か、ちなみに司会進行はお前がやってくれな」

「なんでわたしが───!?　やりませんよ!?」

「そう心配するな乃々香。非モテフェスティバルは必ず成功する。させてみせる」

「いえ、とくにそういうことを心配してるわけではないんですが……」

　そんな話をしながら、俺と乃々香は教室に入り、窓際の席に座る。その仕草を、クラスのみんなが息を呑のんで見ているのに気が付いた。

　今までは陰に咲いていた俺たちが、今では何をしても注目されるヒエラルキーの最頂点である。

「しかし──ここまでうまくいくとは思ってなかったな」

「はい……でもみなさん、ここまで持っているポイントだけを見て人間関係を作ってたなんて……わたし、ちょっとショックです。まるで、ポイントと同時に、校内に存在する愛すべてが消きえ失うせてしまったみたいで……」

　乃々香は、今まで自分が信じていたものは何だったのか、とでも言いたそうな様子で答えた。

「しかたないさ。乃々香だって男子のちんちんの大きさで態度を変えるだろう？」

「かかか変えませんっ！　外からわかりませんよ！」

「……それより乃々香、本当に非モテフェスティバルの司会進行、やらないのか？」

「本気だったんですか……やりませんよ……わたし、そういうの向いてませんし……」

「仕方ないな。乃々香がやらないならアルコや常とこ滑なめ先輩に交渉してみるからいいさ」

「……たぶん、アルコちゃんと常滑先輩も断ると思いますよ……」

「……そうかな？」
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「拒否する」

　乃々香の見立ては正しかった。放課後、アルコの教室に行った俺が話を持ちかけるなり、アルコは一切の躊ちゆう躇ちよを見せずにそう言い切った。

「なんでだよ……いいじゃん。お前も勝ち組に入ってから、美お味いしい思いをしてるんじゃないのか？　少しは恩を返してくれよ」

　俺は、アルコの座席の周りを見渡す。そこには、男どもからと思われる貢ぎ物の基板やＰＣ周辺機器が無造作に積まれるようになっていた。

「うおっ、これハイエンドグラボじゃん、いいなー」

「……勝手に置かれてくから積んでるだけ。それに玲れい司じは勘違いをしている」

「勘違いって何がだよ」

「……アルコたちは、そういう思いがしたくて玲司に協力したんじゃない」

　アルコは、憮ぶ然ぜんとした表情をしている。

「ただ、今までの学校がおかしいと思っていた。それだけ。それに──」

　アルコは言いい淀よどんだ。

「なんだよ。言ってみろよ」

　俺が促すと、アルコは明らかに不機嫌に言った。

「……玲司は、変わった。前と違う」

「俺は別に変わってねえよ」

　俺の返答に納得できていないかのように、アルコは不満を漏らす。

「だいたい最近、ルーザーズ・ユニオンの本拠地に玲司の姿はない」

「ああ、そりゃあ、忙しいんだよ！　今の俺はなんつったって、真・生徒会長だからな！　生徒会役員室にいくらでも仕事が……あ！　もしかしてお前……寂しいのか？　ほーれほれ」

　俺は、ぷにぷにぷにとアルコの頬ほおを突つつきまくる。ビニール風船のようで柔らかくて気持ちが良い。

「……やめい」

　アルコは、できるだけ無感情でいようと努めているようだったが、それでも僅かな表情の変化は見て取れる。

「やめ……ええい！」

　アルコは不機嫌なままに俺の手を払はらい除のける。ふるり、と青白いツインテールが左右に揺れた。

「あはは、悪かったなアルコ。なんならお前も真・生徒会役員室に来てもいいぞ……って、なんだよ」

　そのアルコの表情からは、俺の悪ふざけなんかを超えた怒りが読み取れた。

「……人間は愚か。だから、革命はいつも失敗する。トップが代わっただけの革命なんて、何も──意味がない」

　そうアルコは吐き捨てると、モバイルバッテリーを握り、自席での瞑めい想そうに戻った。

「なんだよ……俺はもう行くからな」

　俺は、喉の奥に棘とげが刺さるような苛いら立だちと共に、その場を後にした。
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　アルコに断られたその足で、俺は常とこ滑なめ先輩の教室へと向かった。その途中で、男子生徒たちのこんな会話が耳に入る。

「なあ、聞いた？　セレブビッチの話」

「ああ、ＬＰをくさるほど持ってて、童貞が好みだって。童貞をグッドルッキングガイと呼んではべらせてるらしいぜ」

「うひょー、俺たちもグッドルッキングガイになって、恩恵に与あずかりたいぜ！」

　ポイント強者になった結果、常滑先輩はついに都市伝説の妖怪から、セレブビッチへと昇格していた。恐れられるものから憧れられるものへの昇格。

　良かったなあ、常滑先輩……。

　……ってセレブビッチってなんだ。妖怪と大して変わらねえだろそれ。

　常滑先輩はまだあそこにいるだろうか、と俺は、一階階段下にある例の常滑先輩出現スポットに向かい、小さな声で呼びかけてみた。

「……常滑先輩、先輩」

　すると、暗がりからぬるりと、常滑先輩が出てきた。召喚獣かよ。本質は何一つ変わっていない。

「……いやあ、常滑先輩、すっかり校内の雰囲気が変わりましたね。先輩、世間じゃまるでセレブみたいな扱いに変わってましたよ」

　だが、常滑先輩はどこか浮かない顔だ。

「……でもね、なあんか、面白くないのよねえ」

「あれ、そういえばグッドルッキングガイをはべらせてるんじゃないんですか？」

「……あんなの嘘うそよ全部。言い寄ってくる子は増えたけど、全部あしらってるわ」

「え、じゃあ誰にも手を出してないんですか？」

「……まあねえ」

　そう言って常滑先輩は溜ため息いきを吐ついた。その常滑先輩のアンニュイさは、まるで身体からだの火照りを持て余す有閑マダムのようだった。

「築つき島しまくんだけよ。私が安心してこんなことできるの」

　そう言って築島先輩は、俺の胸板を指でなぞった。色気を醸し出すかのように。

「ですよね。もう、わかってますよ。先輩がビッチぶってるだけの、ピュアビッチだってことは」

「あはは。そうね」

　築つき島しま先輩は、朗らかに笑うと、俺の胸板から指を離した。

「でも、とりあえず妖怪扱いだけはまぬがれてよかったですね。セレブビッチでいいのかわからないけど」

　俺が言うと、常とこ滑なめ先輩は真剣に尋ねてきた。

「ところで築島くんは、真・生徒会長になってから幸せ？」

「……え？　当たり前でしょう。待ち望んでいた、勝ち組に入れたんですから！」

　大富豪で言えば、革命が起きた状態。

　最弱カードが最強カードに裏返ったのだ。

　それなのに、何が不満なのだろうか。

「……そう。それならいいけど……ううん。きっと、私はそういう問題じゃないのよね」

「……どういう問題ですか？」

「今になって気付くのもあれだけど──」

　常滑先輩は、思い出し笑いするように、口に手を当て、クスリと微笑ほほえんだ。

「たぶん私、みんなとバカ騒ぎをしている、それだけで良かったのよね」

　その姿だけは、本物の大和撫子なでしこみたいで、今日イチで綺き麗れいだな、なんてことを少し思った。

「それより先輩、非モテフェスティバルってのをやりたいんですが、司会進行やりませんか？」

「……嫌」

　その拒否の速さはアルコに劣らない速さだった。
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「……なんだよ、みんな掌てのひらを返しやがって」

　アルコにも常滑先輩にも非モテフェスティバルの司会進行を断られた俺は、仕方ないから適当に言い寄ってくるその辺の女子にでも任せようと考えつつ、廊下を闊かつ歩ぽしていた。

　それにしても、だ。アルコも常滑先輩も、なんだかつれない。

「……はーあ、なんでこうなってんだろうな」

　俺は、校庭の隅にある自販機で缶コーヒーを買うと、それを持って校舎裏にある人気のない丘にやってきた。

　ここからだと、学校の様子が一望できる上に、外からは木や茂みに隠れて見えづらく、一人になりたいという俺の欲望を満たしてくれるお気に入りの場所だった。丘の途中には大きな横穴が空いていて、戦時中の防ぼう空くう壕ごうとしても使われていたとか。

　俺はその防ぼう空くう壕ごうの手前に座りこむと缶コーヒーを開け、それを飲みながらゆっくりと物思いに耽ふける。

「……俺が革命を起こしたのは、みんなのためでもあるのによ」

　ルーザーズのみんなのことを想う。俺たちは誰もが、正しい恋愛、正しい生き方、そんなものから弾はじき出された連中だ。だからこそ……と思ったのに。

　冷たい顔されちゃやるせねえよなあ。

　なんて思っていたその時。

「……え？」

　ガチャガチャという音とともに、段ボール箱一杯のミネラルウォーターを持った人物が丘の下から上がってきて、俺と眼めが合った。しかも、それはよく知っている顔で──

「よう」

　俺は、突然現れた袖そでケが浦うら涼すず莉りに、手を挙げて挨拶した。しかし、確か涼莉のやつも行方がわかっていなかったはずだが──

「ちょ、ちょっ！　玲れい司じっ!?」

　涼莉は段ボールを地面に置くと、バタバタと駆け寄ってきて──

「ふ、ふ、伏せてっ！」

「わわわっ！」

　俺は飛びつくようにのしかかってきた涼莉に押し倒され、身体からだをすっぽりと草むらに埋める。

　とすん、と身体に軽い体重がかかり、金色のポニーテールが俺の目の前で揺れた。

「……す、涼莉、なんだよいきなり」

「し、静かにして……」

　涼莉が真上から俺を組み敷く。俺の両手を押さえる細い腕が、俺の腕に汗とともに絡みついている。俺の心拍数は一気に跳ね上がる。

「む、胸が……当たってる……」

　ちょうど俺を隠すように覆おおい被かぶさっている涼莉の胸部が、俺の顔にぐいぐい押しつけられていた。

　そこでやっと、俺とあまりにも距離が近いことに気が付いたのだろうか、涼莉の顔は真っ赤に染まっていくが、俺から身体を離そうとはしない。涼莉は目を逸そらしたまま、小声で言った。

「バ、バカッ……！　み、見つかるから黙ってて……あんっ！　そ、そんなに動かないで玲司……」

　そんなに近いからいけないんだろ。でも、見つかるって、誰に……と思っていると、それから一、二分後。

「ったく、鬼き頭とう会長も人遣いが荒いんだよなー」

「でも、俺たちの復権ももうすぐなんだろ？　とりあえず耐えんべ」

「だなー」

　そんな会話を交わしながら、数人の生徒が防ぼう空くう壕ごうの中へと入っていく。腕には、お決まりの腕章。そいつらが居なくなった後、涼すず莉りは俺から身体からだを離して、はーっと息を吐いた。

「はあーっ、なんとかやりすごせた……。もう。玲れい司じのスケベ」

「さっきの、旧生徒会だよな。こんなところに隠れてたのか」

「……今、会議中だから、見つかったら大変なことになるから……」

「会議って、何の」

「……恋愛ポイントシステムの復旧の目め処どがついたって。鬼頭たちは、あんたにリベンジするつもりよ」

　涼莉は包み隠さずに言った。

「どうして、庇かばってくれたんだ。お前、鬼頭側についてるんじゃないのか？」

「なんでって、それは……」

　涼莉は、頬ほおを赤らめて言う。

「……あ、あたしには、あんたしか友達、いないもの……」

　涼莉は、消え入りそうな声で言った。

　正直だな。

「教室でも浮いてたが、生徒会でも浮いてるタイプか」

「はっきり言わないでよ……」

「お前、小料理屋で唐揚げが出てきたら勝手にレモンかけるタイプだろ」

「勝手に決めつけないでよ！」

　だが、俺のセリフに対し、涼莉は反論してからさもおかしそうに、笑い始めた。

「あはは。融通の利かない女だってのは、さんざんあんたに言われてたっけね」

　そう笑いながら涼莉は言う。

「……ユーモアも足りないぜ。俺なしだと。なあ、涼莉」

「……なに？　玲司」

「お前、俺たちの真・生徒会に入らないか？　この前、俺たちのところにも遊びに来たいって言ってたろ」

　俺は、涼莉は仕事に関して人並み以上にできるやつだと思っている。実際、一年前にこいつと遠足実行委員の仕事をしていた時も、こいつに任せればうまくいくところが多かった。だから、こいつさえいれば、俺の計画ももっとスムーズになると思ったのだが──

「……今は、無理」

　涼莉は少しだけ考えてから重苦しく答えた。

「そもそも、どうしてまた鬼き頭とうと一緒に行動してるんだよ。お前も、ポイントシステムが本当にいいものかわからないって言ってたろ」

「……あのさ。あたしなりに、答えは出してみたんだ。色々、目一杯頭を使って」

「……聞かせろよ」

「革命が起きた後、あたしにこんなことを言ってきた一年生のカップルがいたの。その子たちはこう言ったわ。革命が起きて世の中大変になってるけど、私たちはポイントがどんなにマイナスになったって、別れませんって。ただ、好きな気持ちがあればそれでいいんですって」

　驚いた。この学校にまだ、そういう気骨のあるカップルもいたのか。

「それを聞いてあたし、なんだか泣けちゃって。大義とかのために働くんじゃなくて、小さなとこで、目に見える誰かを助ける。そういうことに、あたしの力を使っていこうかなって思って。そのつもりだったら、旧生徒会が動きやすいのよ」

　涼すず莉りは、どこまでもまっすぐに笑った。

　いつだってそうだ。

　こいつはたとえ、明日世界の終わりが来るとしたって、最後の一日まで自分以外の誰かのために働いていることだろう。

　そして、その姿が眩まぶしかった。

　恋が、足りないものを埋め合わせる行為だとしたら、間違いなく、袖そでケが浦うら涼莉はひねくれすぎた俺の世界には存在しない太陽だったから。

「……わかったよ。なあ、涼莉」

「……なに？　玲れい司じ」

　その時の俺は、どうしても【それ】を聞いてみたいという欲望に耐えられなかった。

「俺は……俺はこの学校で一番のポイント持ちになったぞ。だから──」

　それを言って、どうにかなると本気で思っていたわけではない。ただ、聞いてみたかったのだ。

「今俺が告白してたら、結果は変わってたか？」

　いきなりこんなことを言い出すとは思っていなかったのか、涼莉は少しだけ言いい淀よどんでから──

「……ううん」

　それだけを短く答えた。

　俺の中に、苦い敗北の記憶が蘇よみがえる。

　あの日、涼莉に告白した時に交わした会話の言葉。

『それは──俺の持ってる【恋愛ポイント】がゼロだからか？』

　あの一年前から俺の時間は止まってしまっていたから、そこだけを変えて、もう一度チャレンジしてみたかったんだ。なのに──

「なんでだよ！」

　俺は、声を張り上げてしまう。

「昔は、恋愛ポイントがゼロだったから納得できたさ。でも今は、俺はこの学校で一番の勝ち組になったのに──」

「……え？」

　涼すず莉りは、寝耳に水とばかりに驚きの表情を見せてから、呆あきれたように言った。

「玲れい司じ、そんな勘違いしてたんだ……あたしは、あんたがポイントゼロだから断ったわけじゃないよ」

「勘……違い？」

　涼莉は、曇りのない笑顔でこう言った。

「なんだかんだ言って、これでもあたし、玲司が幸せになったらいいなって思ってるんだよ。──だけどたぶん、今のあたしには、玲司を幸せにすることはできないから……ごめんって、あの時はそう思って静かに俯うつむいてたんだ」

　その言葉を、俺はほんの少しの痛みの中で聞いた。

「とにかく、ごめん、今はちょっと無理かな。まだ」

　涼莉は、自分の胸をぎゅっと押さえる。制服のＹシャツを握り締めるように。

「だってここに、兄さんが棲すんでるんだもん」

　涼莉は、幸せそうに目を閉じる。それは、美しい祈りのようだった。

「しばらくは一生懸命働いて……失恋のことはいつか忘れられると信じるだけ」

　涼莉は、はっきりと答えた。

「……そうか」

「じゃあ、そういうことだから──鬼き頭とうが近々動くと思うから、気を付けてね」

　そう言うと、涼莉はミネラルウォーターの入った段ボールを両手で持ち上げ、防ぼう空くう壕ごうの中へと消えていってしまった。

　すらりとした身を翻して。こんな状況であっても、涼莉の目はまだ、輝きを失っていないようだった。濁りきった俺の目と違って。
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　俺は、茫ぼう然ぜん自じ失しつしたまま生徒会役員室の扉を叩たたいた。

「……玲司さん？　お帰りなさーい」

　中では、デスクで乃の々の香かが何か事務作業をしているようだった。

「くそっ！」

　俺は無性にむしゃくしゃしてゴミ箱を爪先で蹴り上げる。

「れ、玲れい司じさん……？」

　乃の々の香かが心配そうに俺の名前を呼ぶ。

「ポイントゼロって見下されてた俺が、今ではラブレター一日三十枚だぞ！　この学校でランキング１位だぞ！　なのに、なんで！」

　まるで、俺が今までやってきたことに何の意味も無いと言われたような。インチキで得た栄光に価値は無いと言われたような。過剰反応かもしれないがそんな気分だった。

「俺は、全てを手に入れたんじゃ、勝ち組になったんじゃなかったのかよ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！」

　俺は、ふかふかのベッドに備え付けられている枕を持ち上げると、振り回して羽毛布団に何度も叩たたき付つける。

「……れ、玲司さん……」

　乃々香が心配そうに俺の顔を見つめている。

「え？　……きゃっ！」

　俺は──すさんだ気持ちのまま、強引に乃々香をベッドに押し倒した。

　柔らかな肉体の感触と、仄ほのかに汗ばむ肌と、シャンプーの匂いが俺の理性を吹っ飛ばそうとする。

「……連中も、こんな感じだったんだろうな。権力に任せて、近くに女がいたら、やりたいように──」

「あ、あの、れ、玲司さん……？」

　乃々香は、何が起きたのか理解できないというような様子で、ベッドの上に栗くり色いろの髪を広げ、目を潤ませながら不安そうな表情をしていた。

「…………」

　俺たちは、そのまましばらく見つめ合う。

　乃々香からは、ごくり、と唾を呑のむ音が聞こえる。

　だが、いつまで経たっても乃々香が拒絶する様子はない。

「わ、わたしは、いいですよ。玲司さんだったら──」

　俺の目を見ず、壁の隅を眺めながら乃々香はそっと呟つぶやいた。

「……乃々香」

　このまま、勢いに身を任せることもできただろう。

　俺はその言葉を受けて──

「違う」

「……え？」

　乃々香から身体からだをそっと離した。

[image: ]

「……拒絶しろよ。拒絶してくれよ。負け組の気の迷いなんか」

　俺と乃の々の香かは、お互いに身体からだを起こす。

「あの、玲れい司じさん、違うって……」

　感情に任せて誰かを抱くのは、俺の中では違う気がしたのだ。俺はベッドを抜け出し、つかつかと扉に向かって歩く。

「玲司さん！」

　遠くから乃々香の声が聞こえる。

「……乃々香、本当に悪かった。ごめん。ちょっと外の空気を吸ってくる。頭冷やしてくるよ」

　俺の心はボロボロだった。今はただ、この世界で一人になりたかった。
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「あああああああああ！」

　叫びながら俺は校庭をがむしゃらに疾走する。とにかく走りたかった。

　そして──身体を痛めつけたい気分だった。

　あと少しで激情に任せて、乃々香に取り返しの付かないことをしてしまうところだったという自己嫌悪の波に溺れながら。

　昔の俺は生徒会や、バカップルへの憎しみで動いている時があった。

　だけど、今思えばあの時間はまだ心地良かったのかもしれない。

　誰かを強く憎むということは、誰かを憎んでいる自分というアイデンティティを得ることだからだ。

　目的を達成した今の俺はボーナスステージにいる。だけど──何な故ぜかわからないが、あの頃より幸せの欠片かけらも見つかりそうになかった。

「クソッ！　何なんだよ、俺は！　何様のつもりなんだよ！　はあっ、はあっ、はあっ……」

　わけもわからず走っているうちに、だんだん目眩めまいがしてきた。脳に酸素が回っていないのだろう。

　体力の限界がきて、俺は校舎から校門に向かう途中の道で、力尽きてぱったりと倒れ込んだ。空には、抜けるような青空が広がり、そこを一羽の鳥がのどかに通過していった。思えば、乃の々の香かに初めて会ったのはこの辺りだったな。

「……幸せって、どこにあるんだよ……」

　俺は息を切らしながら耳をすます。

「……やけに静かだな、クソが」

　今ではもう、校内から、バカップルの声は聞こえなくなっていた。

　これが俺の望んだ世界のはずだ。なのに……何一つ満足感がない。そんな理由、本当はわかっていた。だって、俺が欲しがっていたものは──

　いいさ。もう、眠ってしまおう。

　できればこのまま、目覚めなければいいと思いながら。





　　　　＊　　＊　　＊






「……玲れい司じさん」

　俺は、自分を呼ぶ声に気付き、瞼まぶたを開けた。いつの間にか、少し眠ってしまっていたらしい。

　乃々香の姿が、目の前にはあった。俺は、乃々香の膝に頭を抱えられていた。

「……乃々香」

「いきなり玲司さんが走ってっちゃうからびっくりしました。疲れましたよね。はい、タオルです」

　乃々香は、ニコニコしながら白い布を差し出す。

　俺はそれを、まだ夢の中にいるような光景だと思って見る。

「……乃の々の香か……」

　頭が働いていない。だから俺は──

「おっ……俺は──！　お前を押し倒してっ！　酷ひどいことを──！」

　乃々香に謝ろうと、頭を下げた。必死で下げた。下げ続けた。すると、乃々香は──何も言わずに、俺の頭を撫なでた。

「よし、よし」

　そんな、優しい声を浴びせながら。

「……俺はバカだ……」

　目の前が、水滴で滲にじんで見えなくなる。

「玲れい司じさん？」

　俺は恥も外聞もなく、乃々香の胸の中でボロボロと涙を流していた。

「勝ち組になったらなにもかも満たされると思った。だけど──違った。俺は──ただ」

　息を吸ってから一息に言う。

「ポイントなんか関係なく、たった一人に愛されたかっただけだったんだ！」

　ずしんと、言葉にすると重いものが自分の肩にのしかかったようだった。

「数字なんかじゃない。俺が負け組でも、俺のことを見てくれて、それでもいいって言ってくれるようなやつに会いたかったんだ」

　一万人の好意なんか要らない。たった一人に愛されていれば、負け組でも良かったのに。

「だから、今、そいつに告白してきたんだ。だけど、そいつは今は無理だって言った。だから俺は、この学校でずっと負けたままなんだ……」

　俺の目から流れ出る涙が止まらない。だが。

「あの……」

「……ん？」

「玲司さん、一つだけ……はっきり言わせてもらっていいですか？」

「……ああ。何を」

　すると乃々香は俺の耳の側そばに口元を当てて、すうっと息を吸い込むと──

「玲司さんの軟弱ものーーーー！」

「ひっ！」

　突然乃々香が大声で叫び、鼓膜が破れるかと思った。

「な、なんだよ、の、のの、乃々香！」

　俺は心臓をバクバクさせながら跳ね起きる。

「人生なんて、負けてからが本番じゃないですか！　一度も負けたことのない人なんてこの世界にいないんですよ！」

「……負けてからが本番……？」

「わたしには……正しい恋愛も、勝ち組の定義もわかりませんよそんなの！　だけど……わからないから探すんでしょう！　幸せを！　正しい恋愛なんてできなくて、だけどそれでも、誰かを好きになってしまったらしょうがなくて」

　乃の々の香かは、静かに自分の唇を噛かんだ。

「……なあ乃々香。どうすれば……どうすれば、俺は勝てる？」

「たぶん、勝利条件は一つじゃないんです」

　きゅっと俺の頭は抱えられた。

「一緒に見つけましょう。わたしたちがしないといけない恋愛って何なのか、どうすれば本物の恋愛が見つかるのか」

　その言葉を聞いて、俺の心は──まるで岩塩が溶けていくように満たされるものを感じた。

「そうか。そうだよな。乃々香……ありがとうな」

「いえいえ……それに、玲れい司じさんの告白を受けた人の『今は無理』ってその言葉……ただのタイミングの問題だと思うし……だから……」

　そう話しているうちに乃々香の顔は俯うつむき、声がだんだん小さくなって聞き取れなくなる。

「え、なんだって？」

「わーわー、な、なんでもないです！　それにほら、たぶん、玲司さんを心配してたのはわたしだけじゃありませんよ。後ろ見てください」

　乃々香はやけにニコニコしている。

「……え？」

　俺は不思議に思い、乃々香の指差す方を振り向く。

　そこには、アルコと常とこ滑なめ先輩がいた。呆あきれたように、それでも心配そうに、俺を見つめていた。

「……みんな、来てくれたのか」

「玲司が思い詰めてたと、のの字から聞き、捜索していた」

「やっぱり、なんだかんだ放っておけないのよねー」

　二人はそんなことを呑のん気きに言ってくれた。

「ほら、みなさん、心配なんです、玲司さんのことが」

「……ありがとう」

　ルーザーズのみんなを見ていると、思わず目頭が熱くなってきて……。

「俺、みんなのことが大好きだ」

　言いながらまた泣きそうになってしまう。

「えへへ、どういたしましてです」

　乃々香が嬉うれしそうに俺の手をぎゅっと握った。

　俺の中で、鼓動が速くなる。




　──その時だった。

　突然、ざざっ、という足音がして、俺たちの周りを複数人の男が取り囲んだ。

「きゃ！」

　乃の々の香かが小さな声で悲鳴を上げる。

「……な、なんだお前らっ！」

　俺は、みんなを庇かばおうと手を広げる。

　だが、そいつらは、逃げられないように俺たちの周りをしっかり塞いでいた。

　そいつらの腕を見て俺は気付く。腕章をしている。旧生徒会の連中、それも鬼き頭とう派だ。

「築つき島しま玲れい司じだな。今すぐ、校庭のステージまで来てもらう！」

　俺たちの手に、有無を言わさず縄が掛けられた。





　　　　＊　　＊　　＊






　俺たちルーザーズは、旧生徒会の連中に後ろ手に縛られ、戦場で捕まった捕虜のように一列に並ばされ校庭に連れてこられていた。

「……ああん、もっときつく縛ってくれますぅ？」

　常とこ滑なめ先輩がこんな状況でも悦よろこんでいた。自分からきつく縛ってくれって言う捕虜がいるかよ。

　俺たちが校庭の中央付近に近づくと、そこにはなぜか既に多くの生徒が集まっていて、ざわめきの声も一際大きくなる。

「おい、あれ真・生徒会長だ……」

「ってことは新旧対決かよ」

　新旧対決──？

　そこで俺は、校庭に設置されていた非モテフェスティバルに使うイベントステージの上に立っている男の姿を見た。

　鬼頭龍りゆう之の介すけ・旧生徒会長の姿を。

　やつは俺の姿を見るなり、見下ろすように顎を上げ、薄く微笑ほほえんでみせる。

　その表情だけで俺は、何が起きたか悟った。やつはついに、恋愛ポイントプログラムの復旧に成功したのだ。

　俺たちは、後ろ手に縛られたまま、ステージの上に一列に並んで正座させられる。

　鬼頭は、右手に持っていた手持ちメガホンを口元に当てると、ステージ周りに集まってきている生徒に向けて宣言した。

「生徒諸君！　まずはここ一週間の恋愛ポイントプログラムの不具合を深くお詫びしたい！　一部生徒のＬＰがマイナスになっていたことで、迷惑を被った者や、別れてしまった男女カップルも多いだろう。だが今！　我々は、ＬＰＰ管理用パソコンの復旧に成功したことをここにお知らせする！」

　集まった生徒たち、それも元勝ち組の連中から「おおおお！」と野太い声が上がる。

「データベースが無事だったことも確認した！　つまり、諸君らのＬＰは全て無事だ！」

　コール＆レスポンスのように再び歓声が上がる。そして、その群衆に向かって──

「見よ！」

　鬼き頭とうが手を挙げると、メインステージに置かれている巨大ディスプレイが点灯する。

　そこには、現在進行形のＬＰランキングが表示されていた。

　その最上段に表示されているのは──




　鬼頭龍りゆう之の介すけ　１位（９６８人中）

　ＬＰ　３８０００００




　その名前を見た生徒たちは、ざわざわと騒ぎ始める。

「見ろよ、鬼頭生徒会長がまたランキング１位になってる」

「王の……王の帰還だ！」

「鬼頭会長！　鬼頭会長！」

　群衆からは、そんな声が聞こえてくる。

　そんな光景を見て、鬼頭がほくそ笑む。

「ありがとう、諸君。だが私は心を痛めている。私がパソコンを修復している間に、よからぬ勢力が我が校の勢力図を塗り替えてしまったからだ」

　そして、鬼頭は俺のことを指差した。

「それが、この『真・生徒会長』を名乗る男、築つき島しま玲れい司じである！」

　全校生徒の視線が俺に集中する。

「今まで諸君より上に立っていたこの築島玲司というペテン師の真実は──これだ！」




　築島玲司　９６８位（９６８人中）

　ＬＰ　０




　鬼頭が指を鳴らすと、俺の真のランキング順位が、白日の下に晒さらされた。

　この学校では、ポイントが上位の人間ほど権力を持つ。学校の支配権は今、再び鬼頭に移ろうとしていた。張りぼての王冠が奪われ簒さん奪だつされる光景を、俺は黙って見ているしかなかった。

　もし、ここから逆転の目があるとしたら、俺が真・生徒会長としてこの学校を統治していた約一週間のことを、誰かが評価してくれていたという可能性ぐらいだが──

　そんなわずかな期待の芽さえ摘むように、鬼き頭とうは続けて言った。

「諸君らの中には、ここ一週間のことを惜しむ者もいるかもしれない。だが、思い出してほしい。私がこの高校に恋愛ポイント制度を設けると発表した日のことを。諸君らは、新たな恋の予感に胸を躍らせたはずだ。そして、実際に我が校での男女交際率は90％を超えるようになった。それは甘美な日々だったはずだ」

　抜け目ないやつらだ。

　90％というマジョリティによる、数の暴力で俺を圧殺しに来た。

「ふざけんじゃねえっ！　90％に恋人ができようが……その90％に入れなかったやつらは見下されるだけだろうが！　こっちはたまったもんじゃねえんだよ！」

　俺は精一杯声を張り上げるが、その言葉を鬼頭は軽くいなす。

「……確かに、ＬＰＰの結果、恋愛市場からあぶれる人間も出るのかもしれない。だが、『最大多数の最大幸福』、この原則を私は是としたい！」

　すると、じわじわと鬼頭を支持する声は広がり始める。

「そうだよな……一週間前まで彼女と楽しく過ごしてた俺が、なんでこんな窮屈な思いをしなきゃいけねえんだ。俺、鬼頭の方を支持するわ！」

「ＬＰで買い物が安くできたりしてたのも、鬼頭会長のお陰だしな」

「ひろく～ん！　こないだはゴミカス男とかひどいこと言ってごめんねえ！　私たち、またラブラブちゅきちゅきビーム撃っちゃおうよぉ！」

「当たり前だよ理り子こっち！　もう二度と離れないぜ！」

　ステージ下では、再び巡り会ったカップルたちが復縁を始めていた。

　鬼頭は人々の感情に訴えかける。

「さあ、皆わかっただろう！　真にこの学校を支配するに相応ふさわしい人間は誰なのか……今こそ、私は生徒会とＬＰＰの復活をここに宣言──」

　そして、群衆の視線が再び鬼頭に集まったその時。

「待ってください！」

　突然、後ろ手に縛られたまま乃の々の香かが立ち上がった。

「……なんだ、貴様は」

「あ、ええと……小お倉ぐら乃々香です。えへへ……転校生です」

　照れるところかそこ。

「玲れい司じさんは……旧生徒会のみなさんがいなくなった後、学校に失われた秩序を取り戻そうとしてくれたんですよ！　一方的に断罪して、玲司さん本人の言い分を聞かないのは、ひどいと思います！」

「乃の々の香か……？」

　乃々香は、俺にウインクした。俺に、何かしろというのか。

「……ほう」

　鬼き頭とうは俺たちのことを一いち瞥べつし、考えるような素振りを見せると──

「……まあ、いいだろう。そうなれば、築つき島しま玲れい司じにも何か話してもらおうではないか」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで言った。

　ふざけやがって。おおかた、最終的には俺が何を言ってもマイノリティの戯ざれ言ごとだと黙殺すればいいと考えているのだろう。

「築島玲司の縄を解け。そして、スタンドマイクで何か話させてやれ！」

　鬼頭の命によって、ステージの上にスタンドマイクが設置される。

　しかし、このタイミングで群衆に向けて俺は一体何を言えばいいのか。鬼頭に好き放題させないために、何を……。

　そんなことを考えていると、俺の縄を解きながら誰かが小さな声で話しかけてきた。

「玲司、聞こえる？」

　姿は見えなくても、すぐにその声の主が誰かわかった。

　涼すず莉りだ。

「……なんだよ、涼莉。縄を解くなら優しく頼むぞ」

　俺はおどけたように小声で返答する。だが、涼莉の語調は思っていたよりもずっとシリアスだった。

「真面目に聞いて。あたし、考えがあるの」

「考え──？」

　涼莉は俺にそっと耳打ちし、俺はその案を聞いた。

「……なるほど」

「……どう？」

　不安そうな涼莉に対して──

「……やるしかねえな。ありがとよ、ヒントを」

　拘束の解けた俺は勢い良く立ち上がる。そして、つかつかと歩き、マイクの前に立った。息を呑のむ聴衆に向けて……俺は語り出す。

「あー……真・生徒会長として、この一週間学校を動かしてきた、築島玲司だ。……ここで、この場を借りてみんなに一つ、言いたいことがある。それは──絆きずなの話だ。俺に愛を教えてくれた、みんなの話だ」

　群衆は、一応は静かに聞いてくれているようだ。

「生徒会のＬＰＰが始まって、俺は──正しい恋愛というやつに、反骨心を覚えた。いや、俺たち、だな。だから仲間を作ったんだ。そこにいるアルコは、恋愛より機械の方が好き。常とこ滑なめ先輩は思うがままに性欲を解放したい。それから、忘れられない人がいるやつや、恋愛が怖いやつ……みんな不器用なやつらでさ。そんな仲間たちと一緒に日々を過ごすうちに──俺の中で生まれた一つの感情があった」

「……玲れい司じさん」

　乃の々の香かが心配そうに俺を見つめる。だが、俺が言いたいことは決まっていた。

　そして、俺はマイクに向かって叫ぶ。

「みんなに聞いてほしい、俺の宣言を！」

　俺はこの学校で一番の負け組だ。

　だけど、誰よりも負け組だから、恥も外聞もなくできることがたった一つある。

「小お倉ぐら乃々香！　アルコ！　常滑先輩！　ルーザーズのみんなあああっ！」

　マイクで自分の声が跳ね返り、ビリビリと鼓膜が震える。

　人は人を『正しく』愛する必要なんて、全然ないのだ。

　だから──

　俺はすうっと息を吸い込むと、腹から声を出して、言った。




「俺は──みんなが好きだ！　だから──全員を、俺の彼女にする！」




　その瞬間、校庭の空気と時間が貼り付いて止まった気がした。

　それはそうだろう。

　いきなり現れて何を言うかと思えば、俺は、全校生徒の前で、三股をかけると宣言したのだ。

「「「……はぁぁぁぁぁぁ!?」」」

　前代未聞の発言にその場にいたルーザーズ全員が度肝を抜かれたことだろう。俺はさらに言葉を付け足す。

「いや……正確には、この三人だけじゃない！　最終的にはこの学校の可愛かわいい女子、全員と付き合いたいと思っている！」

　そこで会場からも俺が何を言っているのか理解できたようだった。

　そう。俺は──ハーレムを作りたいと言っているのだ。

　よりによって最低の発言をした俺に、群衆からもヤジが飛んでくる。

「な、なに考えてんのよ！　女の敵ー！」

「てめえ最低だー！　もげろー！」

　そして、そんな声は身内からも。

「玲司さん、な、何を考えてるんですかー！　ここでハーレム宣言するなんてー！」

「築つき島しまくん、ただのアホだったの!?」

「アルコは、理解不能。なぜ、そんな愚行に手を染める」

　飛んでくる罵倒。だが、そこで、最初に俺の発言の意図に気付いたやつがいた。それは──鬼き頭とうだった。

「築島玲れい司じ……そうか！　貴様、自分を犠牲にして仲間たちを救う気だな。ＬＰＰには、二股をかけた側はペナルティのマイナスを受けるが、二股をかけられた側には、慰謝ポイントが入るというシステムがある。それを利用して、仲間たちだけは救おうとしたんだな？」

「そうだ！　これが俺の答えだ！」

　そして、俺は乃の々の香かを指差すと、こう言った。

「乃々香、マイページを確認してみろ」

　これは涼すず莉り発案の作戦なのだ。きっと、あいつなら即座に反映してくれてるはずだ。

「ええ？　わたし、縛られてるんですけど……できるかなあ」

　俺の言葉を受けて、乃々香が身を捩よじらせ、なんとか指先だけでスマホを取り出し──

「あっ、本当です！　わたしのマイページに……１０００００ポイントが振り込まれてます！」

　アプリを確認して、集まった生徒たちに聞こえるようにそう叫んだ。俺も負けじと、大声で叫ぶ。

「そう！　俺は、この学校の希望女子全員とつきあうことで、お前ら全員に１０００００ポイントをバラまいてやる！　来る者拒まず、名義だけでもだ！　ポイントを稼ぎたいやつは、今すぐ俺のところに来い！」

　それを受けて、校内に女子の話し声がざわざわと広まり始める。

「え、よくわからないけど……あの真・生徒会長と付き合ったら、ポイントもらい放題ってこと……？」

「あたし、こないだの事件でポイント随分減っちゃったし──ヤバイ、マジＬＰ１０００００欲しい……」




　しばらく、間があった。

　その不自然な間に、一瞬、作戦が失敗したかと嫌な予感がよぎる。だが、次の瞬間。数十人単位で女子高生たちが、ステージにいる俺に向けて殺到してきた。女子高生たちはまるでゾンビのようにステージをよじ登り、俺に向かってくる。

「真・生徒会長さーーーん！　わたしとも、付き合ってー！」

「名義だけでもいいからー！　おねがーーーーい！」

「わぷっ！」

　ここ数日の出来事により、みんながポイントに飢えていたのだろうか。俺はあっという間に女子高生の波に埋もれ、溺れてしまった。息苦しい。ムチムチとした肉体が、俺を押し潰しそうだ。

「そ、そんな手があったというのか……」

　鬼き頭とうが、唖あ然ぜんとしていた。

「ふふ、鬼頭生徒会長さん、驚いた？　築つき島しまくんは、自分のプライドを犠牲にして──このポイントプログラムの穴を突いたのよ。誰よりも負けてきた彼だから、そういう発想が出てきたのよ！」

　常とこ滑なめ先輩はなぜか漫画の解説キャラのように解説した。

　肉を切らせて骨を断つ、ではないが、誰よりも負けることで、誰よりも勝ちに近づく。それこそが俺の真の作戦だった。

「玲れい司じさん、カッコ悪い……けど、カッコいいです！」

　乃の々の香かが目を輝かせている。

「……そうか？　アルコはハーレムはクズ認定するが……」

　意外とアルコが冷ややかだ。

　そんな中、女子生徒でてんやわんやになったステージを収拾せんとばかりに──

「ええい！　お、お前ら！　離れろ、離れろおおおおお！」

　鬼頭が耳が痛くなるほどの絶叫で、拡声器に向かって言った。

　キィィィン、と俺の鼓膜に張り詰めるような音がしばらく鳴る。

　鬼頭は、俺たちに向けてこう言った。

「築島玲司ぃぃぃ！　改めてよく考えろ！　貴様は、ＬＰがマイナスになってもいいのか！　これからの高校生活で、大学推薦も得られないし、購買部で得もできないし、周囲から下に見られ続けるんだぞ！」

　俺ははっきりと答えた。

「……それがどうした？」

「なに？」

　俺は、俺に殺到する女子の群れを見ながら言う。

「こうして、俺はポイントがマイナスでも人気者になれてるじゃないか。お前らにいくらマイナスをつけられても、俺は痛くも痒かゆくもねえよ」

「な、なんだと……」

　鬼頭は、二の句が継げないようだった。

「あえて、言ってやる。お前らが作ったポイントなんて、最初っから幻想なんだよ。もっと大きな幻想の中に俺たちは生きている。それは──愛だ！」

　愛は幻想である。

　そして、正しさなんてものも。

　どう生きなければいけないとか、どんな恋愛をしなければいけないとか。俺たちは、そんな窮屈なものに、縛られる必要はない。

「お前が思うマイナスポイントという幻想を破り、俺は、君臨する！　この学校のマイナスの王としてな！」

「なっ……！」

　鬼き頭とうは絶句する。

　さらに、ステージの下では、一人また一人と、この光景を見ていたカップルの女子が俺の方へ向かってくる。

「わ、私も真・生徒会長に彼女にしてもらってポイントもらいに行こうかな～。ごめんね、ひろくん……。私たち、別れようね！　じゃ」

「え？　おい、理り子こっち……ま、待ってよ！　理子っちいいいいい！　……おい！　お前のせいだよ！　なんとかしろー！　鬼頭ー！」

　俺一人が女子を集めてハーレムを作ることに対して、当然、男子たちからは不満の声も上がり始める。

「ふざけんなー！　女子だけずるいぞ！」

「俺にもＬＰよこせーーーーー！」

「欠陥プログラムなんじゃないかーーー！」

　そうだ。

　男女の非対称性。

　それを利用すれば、90％が生徒会長を支持していたのが、少なくとも50％以上はアンチ生徒会側に回るはずだという算段もあった。

　ステージ下の群衆の声は、もはや男女問わず口々に鬼頭を罵り始める。

「責任取ってよ、鬼頭ー！」

「そうだそうだ！　俺たちの貴重な高校生の青春を、弄もてあそんでんじゃねー！」

　喧けん々けん囂ごう々ごう、歓声や怒号、罵倒の声は大きくなっていった。

「ま、待て……諸君……これは、あくまで異常事態で……」

　そんな不満の声を、鬼頭がなだめようとする。が──全校生徒の怒りは止まらない。やがて、波状攻撃のように男子生徒もステージに雪崩なだれこみ、ステージの上は更にカオスな状態になった。

「落ちつ……あたっ！」

　揉もみ合あいの中で誰かの拳が、鬼頭の額にぶち当たる。その額から、一筋の血が伝い落ちる。

「くっ、くそおおおおおおっ！」

　そして、鬼き頭とうは激しく絶叫した後、揉もみ合あいから抜け出し、拡声器で裏方に指示をする。

「い、一旦システムを停止する！　おい、シャットダウンしろ！」

　そう、ステージ裏の生徒会らしき生徒に向かって命令すると──プツン。会場のディスプレイも真っ暗になり、ＬＰＰのシステム全てがシャットダウンされたようだった。

「きょ、今日のイベントはこれにて終了！」

　そのまま、鬼頭は怒号から逃げるように、ステージ上から去っていった。

「逃げるな、コラー！」

　ステージの群衆はそのまま、鬼頭会長を追うように大移動していった。





　　　　＊　　＊　　＊






　気が付けば人波の嵐は過ぎ去り、俺たちはぽつんとステージに取り残され、ただあっけにとられていた。

「……あ、あの、玲れい司じさん、よくわからないけど、わたしたち……勝ったんですか？」

　俺は、乃の々の香かたちの拘束を解きながら答える。

「たぶん、な。鬼頭の天下を奪うまではいけなそうだが、一矢報いるぐらいはできたんじゃないかな」

　そして、俺は、ステージ袖に向かって話しかける。

「……助かったよ。いいアイデアだった、涼すず莉り」

　すると、鉄骨の陰から涼莉が現れ、ふっと微笑ほほえんだ。

「まあ、あたしもあそこまで派手にハーレム宣言するなんて思ってなかったけどね」

　そう、さも可お笑かしそうに涼莉は笑う。

「……じゃあ、あたしは生徒会の後処理がありそうだから、行かなきゃ──」

　そう言って立ち去ろうとする涼莉に向かって──

「……おい、涼莉！」

　俺は、涼莉を呼び止める。涼莉は振り向かず、足だけ止めて答えた。

「……なに？　玲司」

「お前、さっきも言ってたよな。あたしには友達なんていないって。良かったら、今度本当に特別活動室に遊びに来いよ！　生徒会に所属しながらでもいいさ」

「でも……」

　涼莉は、一瞬渋る。だが、俺はさらに押す。

「お前、まだあのメモのこととか、立場とか気にしてんのか？　だったら言ってやる。お前も俺も、何も変わらねえよ！　だって俺たちは……最弱無敵のルーザーズ・ユニオンだ！　だからこそ俺たちは……辛つらいことも、楽しいことも、分かち合えるんだよ！」

「はい、わたしもお待ちしてます！」

　乃の々の香かも朗らかな顔でそう言った。

　そこで涼すず莉りは、ようやく振ふり返かえると──

「……うん、考えとく！」

　最高の笑顔で、俺たちに向けてそう言ったのだった。

　その日、俺は新しい事実を知った。涼莉が笑うと、八重歯が見えること。

　そんな笑顔を印象に残して、ここに今回のＬＰ革命騒ぎは終結を向かえたのであった。
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　あの騒動から一週間が経たっていた。

　まるで泡沫うたかたの夢のように革命は終わり、過ぎてしまえば何事もなかったかのようだ。とりあえず、結局ラヴァーズ・フェスティバルも、非モテフェスティバルも中止され、学校には平穏な日々が続いていた。

　その他に起きたことはと言えば。

　大きなものとしては、ここ二週間で変動したＬＰは全てキャンセル扱いに。そしてＬＰＰのルール変更として、二股をかけられた側への慰謝ポイントなども廃止。

　心なしか脆ぜい弱じやく性せいを突かれたＬＰＰというシステムへの生徒たちの信頼もどことなく薄れ、鬼き頭とう会長は未いまだにクレーム対応にてんやわんやらしい。

　また、生徒会の力が弱まるにつれ、相対的に新聞部の権力が増大。関せき口ぐちが校内でも強キャラとなり、そこそこモテるようになっていた。ウケる。

　一方、俺はと言えば──




「ねえ、ひろくん、今度恋愛ポイントが貯たまったら、二人で旅行に行こうよお～、一緒にはぴはぴになろ……？」

「しょうがねえな理り子こっちぃ、はい、今日の分のちゅっちゅ！」

　そんな、以前と大して変わらないバカップルたちの会話を横目で見ながら、俺は今日も一人で登校していた。

　ＬＰＰの信頼度が減ったとはいえ、一応、校内には再び愛が戻っていた。

　前ほどそれを見てもイライラしなくなったのは変化ではあるが。

　結局、俺はやっぱり負け組のままで、格差はなくなっていない。

　ゼロポイントの負け組で、基本的に女子からは見向きもされないまま。

　最近時々、考えることがある。あの時、俺たちは本当に勝ったのだろうか？

　ただ一つ言えることは──負けたって人生は続く。きっと、人生というのは負け方の方が大事なのだ。




「……あれ？」

　放課後、トイレを済ませてから向かった特別活動室の前で、意外な顔に出会った。

「……涼すず莉りじゃないか」

　涼莉が、ドアの縁に寄りかかって待っていた。

「……元気？　玲れい司じ」

　涼莉が顔を上げる。どことなく不器用な笑顔だった。

「……いざ、来てはみたものの……なかなか中に入る勇気が出なくて」

　涼莉は、もじもじと気恥ずかしそうに言う。

「ほんとに、ルーザーズ・ユニオンのみんな、あたしを受け入れてくれるかな？」

「そんなの──」

　聞くまでもないと思うが、みんなに聞いてみればいいのだ。

「きゃっ！」

　俺は、特別活動室の扉を開くと、涼莉の背中を押して無む理り矢や理り活動室の中に押し込んだ。

　すると──

　乃の々の香か。常とこ滑なめ先輩。アルコ。

　そこにはもう、みんなが待っていた。

「ということで、新メンバーの袖そでケが浦うら涼莉が来てくれたけど、歓迎するよな、みんな！」

　俺は、みんなに問いかける。

「はい！」

「……了解」

「うふふふ、いいわよ」

　ルーザーズのみんなは、ほとんど即答だった。

「ありがとう……ありがとう、みんな！」

　涼すず莉りは、心から嬉うれしそうな笑顔で答える。

「……ふふふ。袖そでケが浦うらさん、それでは最初は３Ｐから参りましょうかぁ？　それともいきなり５Ｐ……？」

　常とこ滑なめ先輩が新しく入ってきた涼莉をからかうように言う。

「ふあっ!?　こ、ここそんないかがわしいグループだったの!?　て、摘発するわよっ！　あたし一応まだ、生徒会も辞めてないんだからね！」

「ま、真に受けないでください、涼莉さん！」

　騙だまされやすい涼莉の言葉を、乃の々の香かが慌てて否定する。

「あ、でもでも築つき島しまくん、私気が付いたんだけどお、こないだの築島くんと私たちのハーレム関係って、よく考えたらまだ正式に解消されてなくなあい……？」

　そこに常滑先輩がまた爆弾をぶち込んでくる。

「あ、あのステージ上でのハーレム宣言ですか……」

　これ、向こう一年は言われ続けそうだな。

「アルコの規定によると、それはエラーで無効化されている」

　アルコが呆あきれたように、頬ほお杖づえをつく。

「……今のところは」

「まあ……みなさんで玲れい司じさんを取り合うと、火種にしかならなそうだし、ですね！」

　乃々香が結構きついことを言った。

「……あ、あはは」

　なんとなく、この活動室もしばらく賑にぎやかになりそうだな、と思った。




　この同盟には、正しい恋愛なんてできない、負け組の問題児ばかり集まっていて。

　俺たちは何も持たずに生まれ、今はまだ、誰をどうやって愛すればいいのかもわからないけど。

　だけど──俺たちがその気になれば、心持ちだけはいつだって変えられる。

　何気ない毎日を楽しくすることはできるんだ。

　何が勝利条件かは俺たちが決めていけばいい。




「どうしたんですか、玲司さん？　ニヤニヤして」

　乃々香の質問に、俺は心から思ったことを返す。

「いや、悪くないな、って思ってさ」

　今の俺には、やっと巡り会えた仲間がいる。

　負け組生活も、そこまで捨てたものではない。





あとがき




　地獄へ道連れ！（爽やかな挨拶）

　どうも、初めましての方も多いかと思われます。旧知の方は、マンネリ化していた倦怠期夫婦のする新しいプレイのように新鮮な感じでお願いしたく存じます。

　砂すな義ぎ出雲いずもと申します。趣味は映画、ゲーム、人間観察（インターネット含む）です。

　ここまでの文章でお察しの通り、主に社会不適合者をやっております（なんという自己紹介だ）。

　この度は、『ポイ恋』１巻をお手にとっていただきありがとうございました。『ポイ恋』というのは公式略称なのでガンガン使ってください。「ガンガン使うって、だったらタトゥーにして彫れって言うのかよぉ？」とか怖い人に凄すごまれたらやめたほうがいいと答えるしかありませんが。

　さて、僕は今までは主にガガガ文庫さんで書いてきたのですが（長年いるわりに作品数少ないのは内緒）今回良き巡り合わせに恵まれまして、ＭＦ文庫Ｊさんに参戦させていただくことになりました。新しいことを始める時はいつもドキドキだぜ。みんな受け入れてくれるかしら。まあ良い感じに世界が広がればなあと思っています。

　本作を書いた動機の一つには、恋愛に不器用だったり、奥手だったり、負け組だったりする連中の青春を真っ正面から描いてみたいというものがありました。

　なんというか、判ほう官がん贔びい屓きではないですけど、最初から「俺最強！」って作品より、負け組がどう自分たちなりの幸福を見つけるかとか、一いつ矢し報むくいるかみたいな話の方が今の気分的には共感できるし書きたいな～って思ったりしたんですね（最近の流行をディスってるわけでは全然ないですマジで）。そんなわけで、ルーザーズの連中が何かを見つけようとする姿に、感じ入るものがある人がたくさんいてくださったらとても嬉うれしい。そういうのが刺さるあなたのために書いてます。

　この本が出来るまでに、多くの方にお世話になりました。まずイラストのみつどうえさん。めっちゃ素敵で可愛かわいくてえちえちなイラストをありがとうございました。個人的には乃の々の香かの可愛いイラストが届く度に、「乃々かわいい」というムーブメントが自分の中で生まれていました。乃々かわいいムーブメント推おせる。

　お声かけいただいたＭＦ文庫Ｊの担当氏にも感謝を。何かとブレることの多い人間なんですが、今後とも軸に手を添えていただけたら助かります。その他、帯コメントをいただいた平ひら坂さか読よみ先生や、制作・販売関係諸氏、そして応援してくださる読者の方にも感謝を。この物語も、できれば続きを書きたいなーとは思っていますので、どうにかして引き続き応援していただけましたら大変嬉しいです。とまあ、こんな感じの人間なのでＭＦ文庫Ｊ読者の皆さん、これからどうぞよろしくね。それではまた。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『インターネット地獄自意識大戦』





　インターネットには悪魔が棲んでいる。

　それはいつだって、俺たちの心を、自意識を、蝕もうとしているのだ。




「ルーザーズ・ユニオンの公式Tweeterを開設する」

　ある日、俺は特別活動室で暇そうにしていた乃々香に向けてそう宣言した。ちなみに、Tweeterとは短い呟きを投稿するＳＮＳサービスのことである。

　いきなり放たれた俺の言葉に、乃々香はぽかんとしているようだった。

「そ、それは構いませんけど……何を呟くんですか？」

「俺たちは恋愛的負け組としてこの学校では汲々としているが……ネットで味方を増やしておけば、将来の逆転に繋がると考えた。この学校のポイントプログラムが間違っているということを全世界に発信してやるのだ」

　ということで、俺と乃々香は、二人で顔を寄せ合い一つのスマートフォン（俺のスマホは画面がボロボロになっていたため、乃々香のスマホを借りた）を覗き込み、Tweeterのアカウントを作ろうと頭を捻っていた。

「ここで新規登録、と……。プロフィールはええと、わたしたちは、那須川高校という高校に通う、築島玲司、小倉乃々香、常滑蒼、アルコという四人組です……」

「待て待て待てえい！」

　俺が歌舞伎役者のように掌を突き出すと、乃々香は虚を突かれたように手を止めた。

「……え？」

「いきなりネットで実名を出す気か？　冗談じゃない！　そんなの自殺行為だぞ。万が一このアカウントが炎上したりした時、身辺に一気にダメージを食らうことになる。昨今のネットでは炎上リスクを考慮に入れることが必要なんだ」

「なるほど、炎上リスク……じゃあ、わたしたちはとある高校の、とある男女です、毎日頑張っています、と……これでいいですか？」

「ダメだ！　もっとプロフィールにこだわるべきだ」

「ま、まだこだわりがあるんですか」

「当たり前だ。いかにしてフォロワーを獲得するか、それこそが俺たちに課せられた使命！　そのために例えば、プロフィールに好きな漫画や映画を羅列したり、色々耳目を集めるやり方があるはずだ。ただ、難しいのはそのラインナップも慎重に吟味する必要があるということだな。それらのタイトルがあまりにメジャーすぎると鼻で笑われ、マイナーすぎても訴求力がない」

「そ、そこまで考えるんですね……」

「当たり前だろう！　インターネットで俺たちがやり取りしているのは、ただの文字列じゃない！　自意識と自尊心なんだ！」

「ふ、深い……」

　それから、俺たちは二時間ほど頭を捻ってプロフィールを考える。が、これはマイナー、これはメジャー、なんて話をしているとなかなかバッチリハマらない。

「はー、今日はもう疲れちゃいました……」

　乃々香が、ぐったりと机に伏した。

「……仕方ない。続きは明日にするか」

　そして、俺は帰り支度をまとめる。その時、スマホをいじっていた乃々香からいきなり『あ！』と大きな声が発せられた。

「ど、どうした、乃々香」

「す、すみません、間違えて……わたしが自分のアカウントで呟こうとした内容を、うっかりルーザーズ・ユニオンのアカウントで呟いちゃいましたぁ！」

「なにい!?」

　アカウント間違い。最も炎上に繋がりやすい、初歩的なミスである。

「お、おちちもちつつけ！　いや、落ち着け！　何を投稿した？」

「……えっと、今朝通学路で見つけた可愛かった猫さんの写真を……わ、わわっ、あっという間にすごく拡散されてます！」

　乃々香が間違えて投稿した猫写真は、その可愛さから『奇跡の一枚』として、わずか数時間ほどで絨毯爆撃のようにインターネットを埋め尽くしていった。




　──それから三日後。その間も、乃々香が猫写真を投稿する度にルーザーズ・ユニオン公式Tweeterのフォロワーは増え続けていた。

「やりましたね玲司さん！　作戦大成功ですよ！　フォロワーさんがいっぱい……あれ、どうしたんですか玲司さん？　そんなに肩を落として……」

「……せっかく俺が頭を捻って人気の出そうなプロフィールを考えていたのに……。俺の自意識は、どうあがいても一匹の猫写真に叶わないのか……」

　俺は、マリアナ海溝より深く凹んでいた。

「いいじゃないですか、いっぱいフォロワーさんが増えましたし！」

「うるさい、作戦中止だ、中止！　それはただの猫アカウントにしろお！」

　俺は泣きながら乃々香に言った。

　かくして、ルーザーズ・ユニオンから離れ、毎日乃々香が見つけた可愛い猫画像を投稿するだけのアカウントは、めでたくフォロワーが先日１００万人を超えたのだった。

　俺たちへのメリットは、今のところ一切ない。
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